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この作品はフィクションです。

実際の人物・団体・事件などに一切関係ありません。









■序章




　体が重い。

　酷ひどく、だるい。

　身を起こすどころか瞼まぶたを開けることさえ億劫おっくうだった。

　寝起きは悪い方だが、そういうのとはまるで違う。

　二十年の人生の中で、これほど不快な目覚めは初めてのことだった。

　自身に何が起きているのか考える。

　考えて、思い出して。気づいて――。

　そうしてから、イルザは重い瞼を開けた。

　ベッドの傍そばに、見慣れた男が立っている。

　艶つややかな銀色の髪。切れ長の瞼の奥には、鮮やかな紫水晶の瞳。

　染みひとつない白い肌と、通った鼻び梁りょう。

　冷たげで美しい顔立ちは、異質なほどに整いすぎていて、どこかおそろしくもある。

　男は感情を削ぎ落としたような無表情で、ベッドに横たわっているイルザの顔を覗のぞき込んでいた。

「君と離縁する」

　シュテイツ公爵家の嫡男ちゃくなんであり、一年前結婚した夫――アーベル・シュテイツの言葉に、イルザは笑ってしまいそうになった。

　おそらく、この体の重さからして、『あの後』すぐ、というわけではないだろう。きっと何日か経っている。

　なのに、病床で目を覚ました妻に掛ける最初の言葉が『離縁』とは。

　もう少し気遣いはできなかったのだろうか。

　イルザは呆れるが、できなかったのだろうな、とも思った。

　わかった、と答えようとしたが、声が出ない。

　気持ち的な理由ではなく、喉からは掠かすれた息しか出なかった。

　歯がゆく思いながらも、イルザは静かに頷うなずいた。

　八歳のときに出会い、婚約者になり、年月を経て夫婦となった。

　婚約者、夫であったアーベルのことをイルザはよく知っていた。

　どれだけ他者から間違っていると指摘されようとも、彼は自分の意志を曲げることはない。

　彼の気持ちを変えようとしたって、どうにもならないことは、イルザが一番よく知っていた。

　不思議なことに怒りはなかった。

　少々悔しさはあるものの、大半は仕方がない、という諦めの方が強い。

　ただ――。

　イルザを見下ろす紫の瞳が、凍えてしまいそうなほどに冷たいのが切なかった。








■離縁後の生活




　今日は祖父母の五十回目の結婚記念日である。

　二人の贈り物にと、イルザは近くの商店へワインを買いに行った。

　店主に相談しワインを選び、店から出ると、大通りに黒塗りの馬車が停まっているのが目に入る。

　馬車の小窓は分厚い黒いカーテンで覆われていた。

（大貴族がお買い物かしら。それとも……歌劇の役者とか）

　王都と比べたら田舎だけれど、ロイマー街には有名な劇場があった。

　安い席でもわりと高値なので、頻繁には行くことはできないが、イルザはひと月に一度の娯楽として、劇場に足を運んでいた。

　男性でも女性でも、美形を見るのは眼福である。

　遠くから鑑賞するだけならば、美しければ美しいほど良いと思う。身近にいたら、いろいろ苦労もあるのだが。

「イルザ！」

　いかにも怪しげな馬車を、好奇心を露あらわにちらちらと見ていると、背後から大きな声で呼ばれた。

　振り返ると、亜麻色の髪をした背の高い青年がイルザの方へと駆け寄ってきていた。

「ダリル」

「帰るのだろう？　送っていくよ」

　ダリルは朗らかに笑って、手を差し出してくる。

「すぐそこだし……平気よ」

「ちょうど君の家にも用があるんだ」

　少し迷うが、断るのもおかしい気がする。

「……ありがとう」

　イルザは彼の厚意に甘えることにして、肩から斜めに提さげている、ワイン入りのバッグを彼に渡す。

　ふと、大通りの方へ目をやると、いつの間にか、黒塗りの馬車は、いなくなっていた。







　イルザは二年ほど前、階段から落ちた。

　全身を打ちつけ、五日もの間、昏睡こんすい状態だったらしい。

　右手首と右足を骨折し、そう重大ではないものの後遺症が残った。

　右手の指は強く握り締めることができないため、細かな作業や、重いものを持つことが難しくなった。特に苦労するようになったのは文字を書くことだ。

　歩くときは足を引きずるようになった。

　訓練により補助がなくても歩けるようになってはいたが、外出するときは念のため杖を持つようにしていた。

　杖をつき、ゆっくり歩いているイルザを見兼ねてだろう。

　ダリルは会うと必ず、イルザに声を掛け、世話を焼いてくれる。

「イルザ、ワイン好きなのか？」

　杖を使い、ゆっくりと歩くイルザに歩調を合わせながら、ダリルが訊いてくる。

「ワインは祖父母への贈り物なの。結婚記念日だから。わたしはワイン、というかお酒類は全く駄目」

「全く？」

「ええ。一口飲んだだけで顔が真っ赤になってしまうの」

「へー。可愛い」

　可愛い。

　さらりとした言い方だったので、深い意味はないとは思う。

　けれど、「どこが？」とか「何が？」とか訊たずねて、おかしな流れになっても困るので、反応はしないことにした。

「……ダリルはお酒、飲めるほう？」

「んー、普通かなぁ」

「そう。普通なのね」

　妙に素っ気無い口調になってしまい、微妙な空気が流れた。

　取り繕った方が良いのかな、と思ったが、面倒なのでやめる。

「イルザ、お酒が駄目なら今度さ、食事」

「ダリル！」

　ダリルの言葉を甲高い声が遮さえぎる。

「リンダ……」

　ちょうど二人の目的地である屋敷の門から、金髪の少女が出てきたところだった。

　少女の姿を見るなり、ダリルが舌打ちするのが聞こえた。

「ちょっと！　何してるのよ！」

　金色の長い髪をなびかせて、リンダが駆け寄ってくる。

　白い頬は怒りのためか上気し、吊り目がちの瞳はいつも以上に吊って見えた。

「何って。イルザのワインが重そうだったから」

「あたしとの待ち合わせより、この人の介護を優先したってことっ!?」

　どうやらダリルの『用』というのは、リンダとのデートだったらしい。

「一緒に暮らしている従姉妹いとこに対して、この人はないだろう……」

「夫に捨てられて、うちの離れを間借りしてるだけの人よ！」

「失礼な言い方はやめろ」

「何よ！　本当のこと言って何が悪いの！　おじいさまが同情して、どうしてもって言うから、うちに住まわせてやってるの。みんな迷惑しているんだからっ。行く場所がないなら修道女になればいいのに！　人の婚約者に色目使うなんて、最低よ、あなた！」

　リンダはイルザをギロリと睨にらむ。

　ごめんなさい、と謝るのは簡単だ。しかし謝ればもっと怒り出すような気がしたので、イルザは目を伏せ、黙ることにする。

　そんなイルザの姿は、ダリルの目には儚はかなげに映ったのかもしれない。

「人を平気で傷つける君の方が最低だよ」

　呆れと不快感を滲にじませた声音で、ダリルが言った。

　リンダは目をぱちくりさせ、一瞬の後のち、わああああ、と弾けるみたいに、大声で泣き始めた。

　修羅場に気づいたのだろう。執事とメイドが、屋敷から飛び出してきた。

　年配のメイドが、泣き喚わめくリンダの肩を抱き、屋敷の中へと連れて入る。

　執事はダリルに、今日のところはお帰りくださいと、指示を出した。

「……ごめん」

　ダリルがワインの入っているバッグをイルザに渡しながら、謝ってきた。

（それはいったい、何に対しての『ごめん』なのだろう。リンダの発言をリンダの代わりに謝っているのか。それとも単に修羅場に巻き込んで、ごめん、という意味なのだろうか）

「気にしてないから平気よ」

　彼の気持ちはわからなかったが、イルザは適当に微ほほ笑えみ、礼を言ってから、バッグを受け取った。

　どこかイライラしているような足取りで去っていくダリルの後ろ姿をイルザが見送っていると、執事が躊躇ためらいがちに声を掛けてくる。

「その……お嬢様は、年齢のわりに無邪気すぎるところがありまして……」

　リンダは今年で十五歳になる。

　言葉遣いはともかく、癇癪かんしゃく持ちなところは従姉妹としては少々心配だ。彼女からしてみれば、余計なお世話だろうが。

（でも嫉妬しっとならば……ああいう態度になるのは仕方がないのかもしれない）

　ダリルはリンダより四つ年上の十九歳。

　爵位こそ持たないが、この辺りの商業を牛ぎゅう耳じる商家の三男坊だ。

　働き者で、頭が良く、見栄えが良い彼を、リンダが気に入り、婚約を望んだらしい。

　リンダは一人娘のため、婿入りになる。三男坊の彼にとっては、これ以上ないほどの縁組だった。

　けれど、好条件な縁組とはうらはらに、ダリル本人の気持ちはリンダに向いていないように見える。

　だからこそ、リンダも苛立ち、嫉妬をするのだろう。

「私もリンダの気持ちを考えず、ダリルと親しくしてしまっていたから……行動に気をつけます」

　微笑みながら見返すと、執事はなぜか苦痛を堪こらえるような、痛ましいものでも見るような表情を浮かべた。

　リンダの父であり、イルザの伯父おじが跡を継いだヤンセン子爵家。その敷地内にある離れに、イルザは住まわせてもらっていた。

　掃除も食事も、すべて子爵家のメイドたちがしてくれているので、不自由は全くない。

　リンダはみながイルザの存在を迷惑に思っていると言っていたが、執事を筆頭に、大半の使用人はイルザに同情してくれているのか、好意的だった。

　祖父母はもちろんのこと、伯父も事情を知っているので、イルザに対して優しい。

　風当たりが強いのはリンダ、そして――おそらくその口の軽さから事情を知らされていないのであろう、リンダの母であるヤンセン子爵夫人くらいだ。

　もしかするとダリルのことだけでなく、屋敷内がイルザに好意的な雰囲気なのも、彼女を苛立たせる原因なのかもしれない。

「あ、イルザ様。カール様から手紙が来ておりましたので、部屋に届けております」

　イルザがワインを執事に預け、離れへ戻ろうとしていると、執事が思い出したように言う。

　カールはイルザの兄である。

「仲の良いご兄妹なのですね」

　こちらに越してきてからというもの、週に少なくとも二回。多いときは連日、手紙が来る。

「心配性なんです」

　イルザは苦笑した。










　夫に離縁を言い渡されたイルザは、母方の祖父を頼りにロイマー街に単身で越してきた。

　本来なら、実家に帰るのが筋であったが、祖父の跡を継ぎヤンセン子爵となった伯父が後見人となり、イルザを預かってくれることになった。

　イルザの実家であるバーデン伯爵家は、父が隠居したため、兄のカールが跡を継いでいた。

　離縁後、出戻らなかったのは、兄が新婚で、義姉や産まれたばかりの子どもに遠慮した。……というのが表向きの理由であったが、大半の人がそれが真実ではないことを知っていた。

　アーベル・シュテイツ。

　イルザの元夫はおそろしく華やかな容姿の持ち主というだけでなく、王位継承権は放棄しているものの王の甥おいっ子という身分で、幼い頃から文事と武事に秀で、王太子の信頼も厚い……社交界でその名を知らぬものはいない有名人であった。

　イルザはというと、焦げ茶色の髪に黒い瞳、容姿は普通で優れた才能があるわけではない。

　そこそこ名門貴族なバーデン伯爵家の令嬢というだけ。

　それ以外は没個性なイルザが、彼の婚約者であるというだけで、社交界で名が知れ渡るほどに、アーベルの注目度は高かった。

　そんな彼が、幼い頃からの婚約者であり、一年前に妻になった女性と離縁した。

　それも、元妻は転落事故で、寝たきりになっているという。

　――噂にならないわけがなかった。

　体が不自由になった途端別れるなど非道だ、と彼を軽蔑けいべつする者もいたという。

　事故により子を孕はらめなくなったに違いない、とイルザに同情する者もいた。

　跡継ぎを残せない女など存在する意味がない。公爵家の者、いや貴族として相応ふさわしい行動だと、彼を讃たたえる者もいただろう。

　そして、正式に離縁が認められたひと月後。

　アーベルは、王の三女で彼の従姉妹でもあるカリーナ王女と再婚した。

　彼と同じ魅惑的なすみれ色の双眸そうぼうを持つ人。

　おそろしく容貌の整った彼の隣に立っても、色いろ褪あせない美しさを持つ女性。

　彼と王女は、まるで対ついの人形として最初から存在したかのごとく、お似合いであった。

　カリーナ王女もまた、十七歳という若さだが再婚だった。

　国の地盤を固めるため、幼い頃に辺境伯に嫁いだのだが、辺境伯は、まだ三十歳にもなっていないというのに病死したらしい。

　そして出戻ってきた王女は、従兄弟のアーベルに恋をした――。

　いや……アーベルとカリーナ王女は昔から想い合っていたが国の事情で、引き裂かれていて、イルザとは仮初かりそめの結婚であった――。

　そういう『話』が社交界に流れた。

　ようやくベッドから起きられるようになった頃、イルザは兄からその話を聞いた。

　そして、その話の後――。

　王都から離れ、ヤンセン子爵家に身を寄せることを勧められた。

　イルザは体が動けるようになると、醜聞しゅうぶんから逃げるように、王都から出た。

（本当は……修道女になりたかったのだけれど……）

　イルザはあの頃のことを思い返し、溜め息を吐つく。

　イルザは疲れ果てていたのだ。

　思うように動かない体のせいでもあったし、噂話好きの社交界のせいでもあった。

　カリーナ王女の存在も深くイルザに傷をつくっていたし、元夫のアーベルに対するやり場のない気持ちもあった。

　イルザは離れに戻ると、執事から渡された兄からの手紙の封をきる。

　綺麗だけれど神経質そうな字が、日々の日常を綴つづっていた。

　何も変化のない普通の日常を――。








■お茶会と噂




　午後の柔らかな陽光が降り注ぐヤンセン子爵家の庭園では、二十人余りの淑女たちが、それぞれのテーブルを囲い、談笑を交わしていた。

　イルザのテーブルには五人いた。そのうちの一人はリンダである。

「まあ。階段から落ちたの。それで足と手を骨折して、体が不自由に？　それを理由に離縁されるなんて。お可哀相に」

　上品そうな老婦人が、イルザに哀れみの視線を向けた。

「シュテイツ公爵は見目が麗しいらしいけれど、ずいぶんと薄情なお方らしいわね」

　呆れたように言う四十前後の女性は、商家の夫人。ダリルの母だ。

　ちなみにシュテイツ公爵というのはイルザの元夫のことである。アーベルは王女と再婚するのと同時に、公爵家を継いでいた。

「そうなのよ。だから私の夫は大層この子に同情して。それで、ここに引き取ったのよ」

　ふふ、と優美な笑みを浮かべるのはヤンセン子爵夫人。イルザの伯母おば。そしてリンダの母親である。

「体は不自由だけれど、気立ては良い子よ。若くして離婚されたこの子がとても哀れで。どうにかしてあげないとと考えていたとき、ふいにベルツ男爵のことを思い出して」

「まあ。でもうちの息子とでは年齢が離れすぎているのじゃなくて？」

　老婦人が驚いた風に言う。

「年下や同い年より、年上の方のほうが、この子を大事にしてくれるって思うの」

「うちは大歓迎よ。前妻との間に子どもがいるから、跡継ぎができなくとも、イルザさんが気に病むこともないでしょうし」

　隣に座るリンダを盗み見ると、唇の両端が上がっていた。

　こういう展開になるよう、彼女が母親に頼んだのだろう。

　子爵家主催のお茶会はひと月に一回開催されていたが、イルザが招待されたのは今回が初めてであった。

　先日のリンダとダリルの件もあって、誘われた時点で嫌な予感はしていた。

　なので、一度は断ったのだが、子爵夫人が離れまでやって来て、是非参加して欲しい、と懇願を装った命令をされた。

　ちょうど――というか、その日を狙っていたのか、伯父は不在。かといって、祖父に相談し、いらぬ心配をかけたくなかった。

　嫌みくらいなら適当に流せばよいと割り切り、参加することにしたのだが……。

（こんな話になるなら、おじいさまに相談しておけばよかった）

　イルザは激しく後悔していた。

「ねえ、イルザ。ベルツ男爵も離婚の経験がおありだけれど、だからこそ、お互いのことを理解できるし、想い合えるのじゃないかしら」

　良い話でしょう？と笑みながらも、伯母の瞳は『断るなんて許さない』と言っている。

「……あの、急な話なので。いろいろと考えてから」

　無理です、と即答するのは老婦人に失礼な気がする。

　イルザはありがちな返答で逃げようとしたが……許されなかった。

「考えることなんてないわ！　悲観していたら何も進まないの！　あなたのような人には勢いも大切よ！」

「そうよ、お姉さま！　こんな素晴らしいお話を断るなんて失礼よ」

　お姉さま。

　一度として呼ばれたことのない呼び名をリンダが口にした。

　どうやら二人は伯父がいない今、縁談を無理にでも、まとめてしまいたいらしい。

「孫はもう成人しているし、あなたが気を遣う必要なんて何もないのよ！」

　ベルツ男爵とやらの母親である老婦人も、縁組を早めに決めてしまいたいようだ。

　伯爵家と繋がりが持てることを期待してか、目が爛々らんらんとしていた。

「そんなに急せかされてはイルザさんも困るでしょう」

　三人からの圧力に、どう逃げるべきか冷や汗をかいていると、意外なところから助け舟が出された。

　ダリルの母である。

「結婚は女にとって一大事ですもの。じっくり考えてみるのも必要ですわ。イルザさんのように、一度失敗された方なら尚のこと」

　妙に説得力のある物言いに、三人は押し黙った。

　ほっとするが、リンダの顔が凄すさまじい形相ぎょうそうになっている。ダリルだけでなく、ダリルの母まで懐柔かいじゅうしていると思っているのかもしれない。

（本当に、勘弁して欲しい……）

　リンダの疑念を払拭ふっしょくするには、ダリルを突き放すのが一番だ。

　ダリルから何となく好意のようなものを向けられていることには、イルザも気づいてはいた。

　けれどもダリルから愛の告白っぽいことを言われたのならともかく、今のところ、何も言われていない。

　それなのに、突き放すのは、少々勇気がいる。

　好意だと思っていたものが厚意で、勘違いだった場合は自意識過剰で恥ずかしすぎる。

（リンダが誤解しているみたいだから、一緒にいるのは困る、話しかけないで……って言えばいいかしら）

　リンダに原因を押し付けていることにはならないだろうか。

　リンダの『せい』にして、良いものなのだろうか。

　ダリルのリンダへの不満が溜まりはしないだろうか。

　考えれば考えるほど、面倒になってくる。

　伯父に相談して任せてしまうのが、一番楽な方法かもしれないが、そのことにより、将来の婿の株を下げてしまっては申し訳ない気もした。

　イルザは二人の婚約にケチをつけたくはないのだ。

　面倒だった。

　イルザは無関係だ。なのに、こんなことまで案じなければならないことが、面倒くさかった。

（そういえば……彼以外のことで、こんなに悩んだのは初めてかもしれない）

　面倒だが、何だか、とても新鮮な気持ちである。

　――そんなことを思っていたせいなのだろうか。

「ねえ、聞いてらして？」

　ダリルの母が、上の空のイルザを訝いぶかしげに見ていた。

「す、すみません。素晴らしいお話なのですが、どのような方とも、私は再婚するつもりはないのです。……それに、伯父様や伯母様にも迷惑をかけていましたが、体もよくなってきたので。近いうちに実家に、兄のもとに戻ろうと思っています」

　ダリルの母のお陰で、冷静になれたイルザは、適当な断り文句を口にする。

　老婦人は残念そうな顔をしたが、子爵夫人とリンダは邪魔者がいなくなると知り、満更でもない顔になった。

　今思いついたことであったが、良い案だと思う。

　この煩わずらわしい状況、ダリルとリンダの間に挟まれた居心地の悪い環境が嫌ならば、逃げてしまえば良いのだ。

　ロイマー街も離れも住み心地が良かった。子爵家のメイドたちとも良い関係を築けていたし、劇場に行けなくなるのも寂しい。

　けれど、まあ仕方がない。

　実家に――王都に帰るつもりはないし、帰ることはできない。

　しかし、こちらで少々問題が起こっていると相談すれば、兄が別の身寄り先を用意してくれるはずだ。

　修道院に行きたいと思うが、たぶん反対されるであろう。

（牧場などがある、ここよりももっと長閑のどかな場所で、ゆっくりするのも悪くない）

　ぼんやりと平和な田舎の風景を頭に思い描いていたイルザだったが、次の瞬間、容赦なく現実に戻された。

「実家といえば王都でしたわね。あちらも離婚されて、社交界の方々も、あなたに同情的でしょうし。イルザさんも帰りやすいと思いますわ」

　ダリルの母の言葉に、聞き捨てならない単語が混じっている。

「…………あの、離婚？」

「シュテイツ公爵よ。二週間ほど前、夫が取引で王都に行ったのだけれど、かなりの醜聞になっているみたいね。カリーナ王女、隣国の大使と不義を犯した上に、国の機密を流していたらしいわ。陛下は王女を庇かばったらしいのだけれど、王太子殿下がおかんむりで。カリーナ王女は公爵と離縁させられ、王族の身分剥奪はくだつで、北の離島の修道院行き。シュテイツ公爵も妻の管理がなっていないとかで、謹慎中って聞きましたわ」

　そんなことは聞いていない。初耳である。

　先日届いた『兄』の手紙にも、そのようなこと、なにひとつ書いていなかった。

「大怪我で困っているあなたを捨てたのだから。天罰がくだったのでしょうね」

　いくら見目が麗しくたって女の敵だわ、と言って、ダリルの母はくすくすと笑う。

（カリーナ様が不義……？）

　信じられなかった。

　二年間で結婚生活に飽きてしまったのだろうか。それで、不義を犯したのか。

　元夫は妻の不義を、どう受け止めたのか。

　考えても仕方がなかった。イルザが案ずることではない。けれど――。

　イルザは込み上げてくる焦燥感を周囲に悟られぬように、ひきつった笑顔を浮かべ、話を合わせた。










　伯父はちょうど王都に行っていた。執事に訊くと、そう長くは滞在しないらしく、数日で戻ってくると教えられた。

　伯父が帰って来るのを待っても良かったが、噂は耳にしても、詳細は何も知らないまま帰ってくる場合もある。

　イルザの方からも、連絡を取り、確かめた方が良いだろう。

　元夫が再婚相手の王女と離婚した話を耳にした夜、イルザは動きの悪い右手にハンカチーフを巻きつけて固定し、よれよれの字で、兄であるカール宛てに手紙を書いた。

　短い手紙だったが、慣れないせいで、書き終わったときは肩が凝っていた。

　手紙に封をしながら、イルザはロイマー街に来てからのことを思い返した。

　――もしかしたら二度と歩けないかもしれない。

　思うように動かぬ足に、不安になったことは一度や二度ではない。

　後ろ向きにならないように、落ち込まないようにしようと心掛けても、夜一人でいると無性に寂しくなったりもした。寝つきが良いはずなのに、眠れない夜もあった。

　イルザは短い一年間の結婚生活の中で、元夫が傍にいなくて寂しいと思ったことは一度もなかった。恋人や夫がいないと生きていけないような、そんな可愛らしい性格ではない。しかし、不安はイルザを弱くさせた。

　そんな弱い自分が嫌で、歩けるよう、必死に訓練を繰り返した。

　何とか少しずつではあるが歩けるようになって、日常生活にさほど困りはしないだろうと安堵して。

　しかし、安堵するのと同時に、もう以前のように、普通に走ったり、普通に文字を書いたり、重いものを持ったり、そういう何気ない当たり前のことができなくなったのだと気づき、惜しくなり、空むなしくなった。

　命があっただけ幸運だと、自身を慰めたりしながら……時折、元夫のことや、王女のことも考えた。

　考えまいとしても、自分が苦しんでいる間、二人は何をしているのだろうと、つい考えてしまう。

　かつてイルザが新婚生活を送っていた公爵家に王女がいる。イルザが使っていた部屋を、今は彼女が使っているのだろうか。想像すると胸が痛んだ。

　腹立たしさがなかったと言えば嘘になる。もどかしさだってあったし、憎んだりもした。

　けれど、そういった負の感情を抱き続けることは辛く、面倒くさくて。

　二年の月日の中で、イルザは葛藤かっとうする自分自身と、折り合いをつけていった。

　ロイマー街での暮らしは充実していたと思う。

　離れで好きなだけ本を読んだし、親しくなったメイドから、手を動かす練習も兼ねて料理を教えてもらったりした。

　以前とは違う日々は、寂しくもあり、不自由もあったけれど、それでもイルザは、穏やかな日常に、ささやかだけれど喜びも見つけていた。

　今では将来を思い不安になることもなかったし、寂しくて眠れなくなることもない。

　イルザは事故前の自分を二年の月日をかけ、取り戻していった。体は元通りというわけにはいかなかったが、心は以前のような穏やかさを取り戻した。

　ダリルと知り合い、従姉妹や伯母と不穏な関係になり、最近は少し、穏やかなだけではいられなくなってきたけれど……。

　イルザは離縁を告げたときの、凍えてしまいそうなほど冷たかった元夫の紫水晶の瞳を思い出す。

　イルザと別れてからの彼の日々は、いったいどんなものだったのだろう。

　修道院に送られたというカリーナのことも思った。

　同情はしない。イルザはそこまでお人よしではない。

　いろいろと思いを巡らせていたせいだろう。

　その夜はベッドに入っても、なかなか眠ることができなかった。

　イルザは何度も寝返りをうち、うつらうつらしては起き、小用に行って。

　やっと眠りに身を委ゆだねたのは、空が白けた頃であった。








■修羅場と再会




　目が覚めると、正午前であった。

　朝食がテーブルの上に置いてある。

　イルザがぐっすり眠っていたので、朝食を運んでくれたメイドは、起こさずにそっと朝食を置いてくれたのだろう。

　イルザはメイドの気遣いに感謝しながら、朝食を黙々と食べた。

　食事を終えると、使用人が出入りする裏口に行って、メイドに礼を言い、食器を返す。

　そうしてから、離れに戻り、出掛ける準備をした。

　肩から斜めに提げたバッグに、昨日の夜に書いた手紙を入れ、屋敷を出る。

　使用人に頼んでも良かったのだが、逸はやる気持ちもあって、自分で出しに行きたかった。

　屋敷の門を出て、大通りにある国営の配達屋へと向かう。

　杖をつき、ゆっくりと歩いていると、背後から名を呼ぶ声がした。

「イルザ！」

　振り返るとダリルが焦った顔をして、こちらに駆け寄ってくる。

「……ダリル」

　急いでいるので、声を掛けて欲しくなかったが、無視するわけにはいかない。

　イルザは仕方なく立ち止まった。

「イルザ……母から、聞いたんだ。君が、実家に……王都に帰るって。嘘だよな」

　なぜ嘘だと思うのだろう。……嘘なのだけど。

「……ええ。そうしようと思ってるの」

　イルザは曖昧な笑みを浮かべた。

「そんな！　イルザ、俺、俺……君のことが好きだっ。俺と結婚して欲しい！」

　ダリルは頬を朱に染め、感極まったような声で言った。

　熱烈な告白に、イルザの過去の記憶が呼び覚まされた。

『イルザ。好きです。愛しています。死が僕らを別つことがあったとしても、永遠に一緒にいると誓って。どうか僕と結婚してください』

　はにかんだ顔で、そう言った男のことを。そのときのことをイルザは思い出した。

　あの寒い、ガタガタと震えるしかなかった冬の湖の上での、告白のことを。

　何というか……イルザはとても新鮮な気持ちになっていた。

　道端である。それにかなり衝動的な告白のようにも聞こえた。

　なのに、真っ直ぐで、誠実な告白に思えた。

　実際は、ダリルには婚約者がいて、婚約解消もしないまま、イルザに告白している。不誠実としか言えない行動をしているのだが。

「……ダリル、あの、わたしは」

　ようやくはっきりと意思表示されたのだ。もう自意識過剰ではない。

　イルザが彼の告白を丁重にお断りしようとしていた、そのときである。

「ダリル！」

　甲高い、聞き覚えのある声がした。

　迫ってくる修羅場に、イルザは逃げだしたくなる。

「どういうことよっ！」

　リンダが唇をわなわなと震わせながら近寄ってくる。

　もしかして、つけられていたのだろうか。それとも、ダリルの方を尾行していたか。

　とにかく、ひどい事態に陥ってしまった。

「リンダ……ごめん。俺、イルザのことが好きなんだっ……」

「何言ってるのよっ！　あなた、あたしの婚約者なのよっ！」

　全くもってその通りで、イルザは、そーだそーだ！　とリンダに同意したくなった。

「わかってるよ。でも、自分の心を、偽ることなんてできないっ」

「あたしのことは！　あたしのことはどうだっていいっていうの!?」

「君は可愛いし……きっと俺以上に、君のこと大事にしてくれる人が現れるさ」

「あたしは、あなたが、ダリルが好きなのっ」

「でも、俺は君の想いには応えられない。俺が好きなのはイルザだから」

　道行く人たちが興味深げに、立ち止まってこちらを見ていた。

　この修羅場を演じる三人の中で、一番の悪人は果たして誰であろう。

　婚約者がいるのに心変わりした男か。

　婚約者の心を繋ぎ止めることができず、金切り声で怒鳴っている少女か。

　それとも、曖昧な笑みを浮かべた、思わせぶりな女か。

　どこから間違ったのだろう。

　ダリルの好意を感じた時点で、冷たく接するのが正解だったのだろうか。

　被害妄想なのかもしれないが、イルザは自分が、従姉妹から婚約者を奪った悪女として、周囲から見られているような気がした。

「あの、ごめんなさい、わたし」

　今からでも遅くない。はっきり、ダリルのことをふろう。

　そう思ったとき、リンダの標的がダリルからイルザに移った。

「全部、全部、あんたが悪いのよっ！　あんたのせいよっ！」

　リンダがこれ以上ないほど目を吊り上げて、睨んでくる。

『あなたが悪いのよ』

　イルザは、そう言って微笑んだ美しい女性のことを思い出した。

　リンダの瞳の中に、あの日、すみれ色の瞳の中にあった……嫉妬の炎が見える。

　リンダが白い手を振り上げた。

「このっ、泥棒猫っ！」

　イルザは目を瞑つむる。

　脳裏に、お魚をくわえた猫という、のほほんとした光景が浮かんだ。次にくるであろう痛みから、現実逃避したかったのかもしれない。

　けれど。待っても、頬に来る衝撃がない。

　もしかしたら、ダリルが止めてくれたのだろうか。

　そんな風に思いながら目を開けた。

　リンダの振り上げた右腕を、彼女の横に立って掴んでいる男がいた。
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　黒色の、見るからに高価そうなフロックコートを着た長身の男。

　艶やかな銀色の髪が、肩の辺りで無造作に揺れている。

　切れ長の二重まぶたの奥には鮮やかな紫水晶。通った鼻梁に、薄くかたちの良い唇。

　おそろしいほどまでに、美しい男。

　しかし――じっくり見ると、頬が少しこけている気がした。

　あと、目の下に隈くまができているし、肌は白を通り越し青白いし、かさついてるように見えた。

　それでも、まあ、引いてしまうくらい美しい男なのは変わらない。

　腕を掴まれたリンダが振り返り、彼の姿を見て、固まっていた。

　ダリルも彼を見て固まっている。

　周囲の野次馬たちも、いきなり現れた美しい男に、驚いて固まっていた。

　しかしたぶん。ここにいる誰よりも、イルザが一番、凍りつくほど驚いているに違いない。

　突然現れた元夫アーベル・シュテイツに、イルザは顔をひきつらせたまま、固まってしまった。

「リ、リンダを離せっ」

　一番早く我に返ったのは、ダリルだった。

「僕の妻に危害を加えないと。そう約束してくれるなら離そう」

　薄く笑んで、アーベルが言う。

「妻？」

「つま？」

　と、ダリルとリンダが同時に言う。

　そこでようやく、イルザも我に返った。

　元妻であって、今は他人である。

　無性にそう主張したくなったが、アーベルの紫水晶の双眸は仄暗ほのぐらい。

　イルザは、自分が今、何をしなければならないのか。何をするのが正しいのか。即座に判断した。

「アーベル！」

　イルザは元夫の名を呼んで、彼に向けて両手を広げた。

　驚いた顔をしているリンダに構わず、彼女の隣にいる元夫に突進する。

　倒れ込むように、線は細く見えるが意外と逞たくましい体に抱きついた。

　――逞しいと思っていたが、抱きしめた感触が以前とは違い、骨っぽい気がする。

　投げ捨てた杖が、からん、からん、と小気味よい音を立てて、道に転がっていった。

「会いたかったわぁ！」

　大声で叫びながら、抱きついた男の顔を下から見上げた。

　アーベルは、はっとしたような顔をして、イルザを見下ろした。

　紫水晶の双眸から仄暗さが消え、代わりに甘やかな色が帯びる。

　アーベルはリンダの細い腕を離すと、両手をイルザの腰に回した。

「わたしを、迎えに、来て、くれたのね、こんなに、待たせて、遅すぎよ、でも、嬉しいわぁ、アーベル」

「本当に？　もの凄く棒読みだけれど。本当に、待っててくれたの？　心から嬉しいと思ってるの？」

「ほ、本当に決まってるじゃない……」

　若干、震え声でイルザは言う。

「嘘つき……でも嘘でも嬉しいから……ずっと、永遠に、騙していて欲しい……」

　アーベルは蕩とろけるような甘い声で言うと、長い指でイルザの前髪を撫でた。

「ちょ、待てよ！　あ、あんた誰だっ」

　ダリルが真っ赤な顔を険けわしくさせ、こちらを見ていた。

「僕は」

「ごめんなさい、ダリル。王都に帰るって言っていたでしょう。あれは、こういうことなの。彼、元夫なの。元夫と復縁するの、わたし！」

　イルザはアーベルの胸に抱かれたまま、早口に言う。

「元夫って。……君を後遺症を理由に捨てた最低なヤツじゃないかっ！」

「それは」

「そういうのはどうでもいいの！　わたし、夫を。アーベルを愛しているの！」

　ダリルに向かって、はっきりと大声で口にする。

　ダリルは驚いた顔をしていた。

　ふられたから、とかではなく、いつも穏やかなイルザとは全く違う激しい口調に、呆気あっけに取られている感じであった。

　リンダも同様で――いやこっちはアーベルに見蕩みとれているのもあるのだろうが――完全に毒気を抜かれていた。

　イルザは必死だった。

　これ以上の修羅場になりたくなかったので、必死に元夫が何か喋しゃべろうとするのを遮っていた。

　しかし――。

「イルザ！　ああ、イルザ！　……愛してるっ！」

　アーベルの感極まった声が上から降ってくる。

　イルザはつい勢いにまかせて『愛してる』と口にしてしまったことを後悔した。

（とりあえず、一刻も早く。ここから退場しないと）

　ぎゅうぎゅうと抱きしめられながら、何とかする方法を考える。

　イルザは小声で、ぴったりと体を寄せ合っている元夫にだけ聞こえるくらいの声量で、

「はやく、二人きりになりたい」

　と、抑揚のない声で伝えた。

　言い終わると同時に、ふわりと体が浮く。イルザはアーベルに横抱きにされていた。

　修羅場中だったため、十数人ほど野次馬が、足を止めてこちらを見ていた。

　ダリルとリンダも、こちらを見ている。

　恥ずかしかった。恥ずかしかったが、我慢するしかない。

　イルザは落ちないよう、元夫の首に手を回した。

　イルザを抱き上げたアーベルが颯爽さっそうと歩く。

　向かった先は、黒塗りの馬車であった。

　見覚えのある馬車にイルザは眉を顰ひそめる。

（この馬車……おじいさまたちの結婚記念日のワインを買いに行ったときに、見た馬車だわ……）

　あの日から一週間ほどが経過していた。

　もしかしなくとも、一週間。いや、もしかしたらそれ以上前から、隠れてイルザの周囲をうろちょろと探っていたのだろうか。

　馬車の前には御者が立っていた。

　少し小太りの、人の良さそうな顔をした中年の御者である。

　二年前よりひと回り大きくなっているが、イルザのよく知る公爵家の御者だ。

　彼はイルザの姿を見て、双眸を潤ませていた。

　その涙が、再会の喜びからくるものなのか。哀れみなのか。主人への忠義からなのか。

　それとも……二年間の御者自身の苦悩からくるものなのか。

　イルザは申し訳ないような気持ちになって、軽く頭を下げた。

　御者は小さく何度も頷き返し、手慣れた仕草で馬車のドアを開けた。

　馬車の中のベンチシートの上に座らされる。

　修羅場から逃げ切ったと安堵したイルザだったが、ふと、杖を投げ捨てたままにしていたことに気づく。

「杖……。アーベル、杖。杖を忘れてきたわ」

「杖？」

　そんなものどうでもよいでしょ、とばかりにアーベルが柳りゅう眉びを寄せた。

「あの杖、あなたに貰ったものだもの。あなたが選んで、あなたが買って贈ってくれたのでしょう？　とても……とても、大切に。あなただと思って大切にしていたの。だから……。すぐに取りに行って」

「わかった」

　アーベルは、素直に頷く。

「あ、待って」

　取りに行こうと、馬車を降りかけているアーベルのフロックコートをイルザは引っ張った。

「他の人と喋らないでね。杖だけ拾ったら、一言も喋ったりせずに、すぐに戻って来てね」

「どうして？」

　余計なことをアーベルに喋られるのは面倒だ。

　イルザが念のため指示を出すと、アーベルの表情が曇った。

「どうして？　どうして、彼と喋るのを止めようとするの？　彼との間に、何か、知られちゃいけない秘密でもあるの？」

「ないわよ。あるわけないじゃない。……ほら！　早く二人きりになりたいでしょ。ちょっとでも離れるの嫌じゃない？　あの人たちと喋る時間すら、もったいないわ。アーベルだって、早くわたしと二人きりになりたいでしょう？」

　早口で言って、小首を傾かしげて見せた。

　アーベルは苦しげに顔を顰しかめると、返事すらせず馬車から降り、走って行った。

　彼の後ろ姿を見送りながら、イルザは息を吐く。

　アーベルと会うのは二年ぶりだ。

　最後に会ったのは、凍えるほど冷たい瞳で離縁を告げられたとき。

（再会したら……どうなるのだろうと思っていたけれど……）

　あのときとは違い、アーベルはイルザのよく知る、幼い頃から知っている彼のままであった。

　そのせいか、イルザの態度も自然と二年前の……何もなかった頃のまま、アーベルに接していた。

　少しして、アーベルが杖を持って戻って来る。

　潤んだ紫の双眸に見つめられる。そこに、あの日の冷たさは微み塵じんもない。

　イルザはあの日と似ているようで少し違う切なさで、胸を締め付けられながら、ぎこちなく微笑む。

「ありがとう……ぐぇっ」

「イルザイルザ、イルザ、イルザイルザ」

　礼を言い、杖を受け取ろうとしたイルザの腰を、折れんばかりにアーベルが抱きしめてきた。

　油断していたため、蛙かえるのような声が出たが、アーベルには聞こえていないようだった。

　衣服が汚れるのも構わず、馬車の床に膝をつき、イルザの胸に顔を埋うずめる。

　御者が生温かい視線と共に、馬車のドアを閉めた。

　少しして、どこへ向かっているのか知らないが、馬車がゆっくりと走り出した。

「イルザイルザイルザイルザイルザイルザイルザ」

　よく噛まないな、と感心するほど、アーベルはイルザの名を連呼し続けていた。

　涙声になってきた声を聞きながら、イルザはアーベルの伸びっぱなしになっている銀色の髪を指で梳すいた。

　そして、二年前のこと。

　いや、もっと昔。

　アーベルと初めて出会った日のことを思い出していた。








■出会い




　イルザが八歳のときである。

　幼い頃から寝起きの悪かったイルザは、メイドに何度も揺さぶられ、ようやくベッドから出た。

　着替えを済まし、私室から階下にある食堂へ行く。

　父はもう仕事に出掛けたのだろう。姿がなかった。

「おはよう。寝ぼすけさんのイルザ」

　すでに朝食を食べ終わり、ティーカップを手にしていた母が、イルザの姿を見て、からかうように言う。

「早く寝ないから起きれないんだぞ。たまには早起きして、父上を見送って差し上げろ」

　兄のカールが、パンをちぎる手を止め、顰め面をイルザに向けた。

「早く寝たわ。早く寝ても、起きられないの」

　唇を尖とがらせて、自分の席に着こうとしたイルザは、ビクリとして足を止める。

「……だ、誰っ」

　イルザがいつも座っている椅子。その隣に、昨日まではなかった椅子があって、そこに、知らない子どもが座っていた。

「しばらくうちで預かることになったの。同い年だし、仲良くできるわよね。アーベル、イルザよ。仲良くしてあげて」

　アーベルと呼ばれた子どもは、母に言われて、顔をあげた。

　イルザをちらりと見て、僅かに頭を下げた。そしてすぐに俯うつむいて、もそもそと手にしていたパンを食べ始める。

　暗くて、大人しい。けれど、とびきり可愛い男の子。

　それがアーベル・シュテイツの第一印象だった。







　アーベルは母の友人の子どもらしく、父同士も親交があるという。

　アーベルの家が今、少しだけ『ごたごた』していて、預かることになったと教えられた。

　イルザは、暗くて大人しい男の子のことを一目で気に入った。

　理由はひとつ。顔である。

　アーベルは、祖父が六歳のときの誕生日にくれた精巧な人形よりも、ずっと可愛らしく、綺麗だった。

　紫色の瞳はガラス玉よりも透き通っていて、銀色の髪は銀糸より艶々していた。

　イルザは『妹』のように大事にしていた人形よりも、アーベルに夢中になった。

　イルザはずっと、妹が欲しかった。

　兄のことは嫌いではなかったけれど、いつもイルザを叱ってばかりいる。

　理不尽な叱りつけではなく、原因はイルザにあるのだが、幼いイルザには、兄は単なる怒りん坊にしか思えなかった。

（自分がお姉ちゃんなら、もっともっと優しくしてあげるのに）

　そんなことを人形相手に夢想していた。

　可愛くて、優しくて。何でも言うことを聞いてくれる妹が欲しかったのだ。

　だから、突然現れ、一緒に暮らすようになったとびきり可愛い男の子を、イルザは『妹』のように可愛がった。

　絵本を読んで聞かせ、手を繋いで庭を散歩した。

　さすがに夜は一緒に眠ることを止められたけれど、お昼寝は手を繋いで、一緒に眠った。

　大人しいアーベルは、イルザが何をしようが、されるがままだった。







「……イルザ、何をしているんだ」

　私室で、アーベルの着せ替えごっこをしていると、ノック音の後、カールが部屋に入ってきた。

　カールは二人を見るなり、顔を険しくさせた。

「何って、アーベルの髪を可愛くしてるの」

　アーベルの髪は短いけれど、人形よりずっと綺麗な髪なのだ。

　櫛くしで梳いて、お気に入りの赤いリボンを頭のてっぺんに括くくりつける。

「……その服は？」

「わたしの服を着せたの」

　一年前の、今は窮屈になったイルザのドレスは、アーベルの体にぴったりだった。

　お気に入りだった薄紫色のドレスは、アーベルにとても良く似合っている。

「可愛いでしょ」

　イルザは目をキラキラさせ、着飾ったアーベルを兄に自慢する。

「イルザ、アーベルは人形じゃないし、男だぞ」

「知ってるわ。でも可愛いし。アーベルも嫌じゃないって言ってるし」

「本当か？」

「ね、アーベルもドレス着たりして、綺麗になるの嬉しいよね」

　イルザは語りかけるように言って、きゅうっと、アーベルの白い手を握り締めた。

　アーベルはイルザをチラリと見たあと、こくりと頷く。

「ほら！　お兄様」

「お前……言わせているだろう」

「気のせいよ」

　ぶるぶると首を振ると、カールはわざとらしく溜め息を吐いた。

「アーベル、イルザの言いなりになる必要はないんだ。嫌なら嫌と言いなさい」

　兄は実の妹に向ける厳しい声とは全く違う、優しげな声音をアーベルに向けた。

　アーベルが可愛いから、えこひいきをしているのだろう。

　仕方がない。それくらいに、とびきりアーベルは可愛いのだから。

「……いやじゃ、ないから」

　小さな声が、ぽつりと答えた。

「可愛い！　大好き、アーベル！」

　ぎゅうっと、イルザはアーベルの小さな体を抱きしめた。

　アーベルもイルザと同い年の八歳だったけれど、イルザの方が背が高く、肉付きも良い。

「……あんまりおかしなことをアーベルにしていたら、母上に言いつけるからな」

　カールは呆れたような顔をし、出て行った。

　きっと可愛いアーベルをイルザが独り占めしているから、カールはふてくされているのだろう。

「お兄様は、アーベルのことが好きなのね。でもアーベルはわたしのだから、いくらお兄様にだってあげられないわ」

　アーベルの人形よりも真っ白で、つるりとした頬を撫でる。

「アーベルのおめめは宝石みたいね」

　澄んだ瞳は、ずっと見ていても飽きない。

　じっと顔を近づけると、紫水晶の瞳の中にイルザがいる。

　彼の瞳に映ると、イルザもまた、ものすごく綺麗なモノになった気がした。

「そうだ！　アーベルがお兄様と結婚したら、アーベル、わたしの本当の妹になれるよ！」

　兄はアーベルを気に入っている。きっと結婚したいと思っているはずだ。

　その思いつきはとても素敵なことに感じられたが、アーベルはぶるぶる、と首を振った。

「どうして？　お兄様のこと嫌い？」

「……だって、僕、男だし」

「あ！　そうか。男の子同士だ」

　あんまり可愛いから忘れていた。

　アーベルは男の子だから、男である兄とは結婚はできないのだ。

「あ！　なら、わたしと結婚しよ」

「……イルザと？」

「そう！　そうしたら、ずっと。ずうぅ～っと、一緒にいられるよ」

　イルザがにこにこしながら言うと、紫水晶の瞳が大きく見開いた。

「……ずっと、一緒？」

「ず～っと、一緒」

「ずっと、ずっと一緒？」

「そうそう。ずう～っと、一緒」

「うん……僕、イルザとずっと一緒にいたい。ずっと一緒にいる。結婚する」

　薄っすらと頬を朱に染めて、アーベルが言った。

　人形のように愛らしいお気に入りの子と、ずっと一緒に暮らすのは、きっとすごく素敵なことに違いない。

　イルザは結婚という意味もよく理解していなかった。

　特に深くも考えていない。

　そのときの思いつきでしかない、淡い約束であった。

「約束だね」

「約束だよ」

　アーベルの紫色の瞳と見つめ合い、微笑み合って、約束を交わす。

　まさか子どもの日にした、この約束が――。

　過去に戻れるとしたら、この日に戻りやり直したい。

　そんなくだらないことを思ってしまうくらい、この日の発言をなかったことにしたいと、後悔することになるとは、このときのイルザは露つゆほども想像していなかった。









■不安




　バーデン伯爵家はそこそこの名家で、王家と縁戚であるシュテイツ公爵とも、それなりに釣り合いが取れていた。

　両親共に親交があることもあり、子ども同士が交わしたその場限りの結婚の口約束は、いつの間にか正式な家同士の『婚約』になっていた。

　アーベルは婚約が決まると公爵家に帰った。

　公爵家の『ごたごた』が解決したのかどうかはわからなかったが、迎えに来た彼の母親は、なぜかイルザを見て感涙していた。

　アーベルの母親は、アーベルとは似ていなかった。とびっきりな美人ではないが上品で優しげな貴婦人といった感じで、この子をよろしくね、と何度もイルザに向かって繰り返していた。

　公爵家に戻っても、アーベルは週に一度は必ずバーテン伯爵家に泊まりに来た。

　メイドからは止められたけれど、婚約者だから、とアーベルが言い張って、夜は同じベッドで眠るようになった。

　入浴も一緒にするようになる。

　メイドからは当然止められたし、イルザも何となく入浴まで一緒なのはイヤな気がしたけれど……アーベルが婚約者だからずっと一緒、と言って強引に主張を通した。

　十歳になる頃には、流石に入浴は別になったけれど、ひと月くらい、しつこいくらいにずっと、アーベルはそのことについて延々と恨み言を口にしていた。

「ずっと一緒だって約束したのに」

「婚約者だからって、一応男と女でしょ。入浴が一緒はおかしい、っていうだけよ」

「そうやって、少しずつ、距離ができてくるんだ……イルザ、イルザ、ずっと傍にいて」

「うん。いるいる」

「嘘だ……心がこもってない……」

　アーベルの綺麗な紫水晶の瞳から、ポロポロと涙が零れた。

「ずっと一緒だって！　約束！　アーベルってほんと寂しがり屋さんね」

　涙を拭ってやりながら言うと、アーベルが甘えるように身を寄せてくる。

「そう。僕、イルザがいないと、いつも寂しい。ね、ぎゅってして」

　強請ねだられて、仕方なく、ぎゅっと抱きしめた。

「ね、ちゅってして」

「はいはい」

　ちゅっと唇に、唇をつける。

「イルザ、大好き」

　アーベルが嬉しそうににっこりと、蕩けるような笑顔を浮かべた。

「イルザも言って」

「好き好き」

「……心がこもってない」

　アーベルが拗すね、ふくれ面になったので、イルザは柔らかな頬を軽く指で抓つまんだ。

　そう、この頃くらいまでは。

　イルザもそういうアーベルが可愛らしいと思っていたのだ。

　とびっきり可愛い男の子に、無邪気に慕われるのは気分が良かったし、拗ねたりしつこかったり、キスを強請ることすら、好意的に受け止めていた。







　十二歳になったアーベルは王立の学院に通い始めた。

　五十年ほど前から男女平等が謳うたわれ始めたが、淑女は家を守るべきだ、といった未だに古い考えの者も多くいる。

　裕福な貴族の半数の女子は『悪い虫』やら『悪い知恵』がつかないように、家庭教師を自宅に招き、花嫁修業をしていた。そのため学院は共学であるものの、大半は男子であった。

　イルザも裕福な貴族の令嬢だったが、古臭い凝り固まった考えの者たちとは違い、両親は大らかだった。

　なので、イルザも兄のように、自分も学院に通えるものだと信じていた。

　勉強は嫌いじゃなかったし、兄はいつも楽しげに学院での話をしている。

　イルザはキラキラした学院生活を夢に描いていたのだが……許されなかった。

　イルザの夢が儚く散ったのは、学院に通うのではなく家庭教師をつけるべきだ、と主張した者がいたからだ。

　両親ではなかった。アーベルが学院へ通うことを反対した。絶対許さない、と言われ、公爵家から圧力まで掛けられた。

　理不尽だった。横暴だった。

　イルザは許せなくて、アーベルと絶交した。

　けれど、彼は婚約者であり、いずれは夫になる少年である。アーベルがイルザの身に『悪い虫』がつくと案じるのは、正当にも思えた。

　それに公爵家の伝手つてで来た家庭教師の老婦人は、感じが良く、お喋りが上手で、イルザは会って数度で、彼女のことを気に入った。

　あと……絶交してからというもの、あまりに憔悴しょうすいし、日に日にやせ細っていくアーベルを見てもいられなくなった。

　結局、イルザは二週間くらいアーベルが話しかけてきても無視をしていたのだが、彼を許すことにした。

　しかし――苛立ちや鬱憤うっぷんは、儚く消えたわけではなく、ずっとイルザの胸の奥で燻くすぶっていた。




　アーベルは学院に通い始めると、毎日必ず、学院帰りにバーデン伯爵家に顔を出すようになった。

　悪気はないのかもしれないが、毎日毎日。来る日も来る日も。

　学院に通っていることを自慢でもするように、イルザに一日の報告をしに来る。

　嫌がらせのようなその行為に、イルザはだんだんと我慢ならなくなった。

「アーベル。毎日来ないでくれる？」

「……どうして？　僕は毎日イルザの顔が見たい」

「アーベルだって忙しいでしょ。わたしだって、いろいろ忙しいの。毎日、来なくてもいいと思うの」

「でも僕は毎日、イルザに会いたい。イルザは僕に会いたくないの？」

　毎日は会いたくない。

　正直に言えば傷つける気がしたので、できるだけ遠まわしに伝える。

「子どもじゃないんだし、ベタベタしすぎよ。わたしたち、もうちょっと、距離置いた方がいいと思うの」

「どうして？　婚約者なのに。ずっとずっと一緒にいてくれるって約束したのに」

「そうだけど……でも」

「嘘つき。ずっと一緒だって、そう言って約束したのに」

「嘘つきって……おおげさよ。毎日来ないでって、言ってるだけ」

「本当はずっと一緒にいたいんだ。もっとずっと一緒に。ひと時だって離れたくないのに、僕は我慢してるのに。なのに毎日ちょっと会うのがダメって。イルザは僕に死ねって言うの」

「そんなこと言っていないでしょう……おおげさね」

「イルザは僕のものでしょう？　僕もイルザのものだよ。僕たちは、ずっと一緒にいるんだ」

　アーベルはまるでこの世の終わりのような、青ざめた顔をして、涙を流していた。

　イルザは十二歳になっていた。

　おとぎ話の王子様やお姫様が言う『永遠に一緒』という言葉の薄っぺらさに気づく年頃でもある。

　永遠なんて、まやかしである。結婚は互いの努力と忍耐によって成り立っているのだ。

　互いに譲り合うことを止め、わがままを通した未来にあるのは『別れ』である。

　既婚者のメイドたちの受け売りも少しあったが……とにかく、子どもの頃なら許せたであろうアーベルの夢見がちな言葉の羅列に、イライラとしてくる。

　それにアーベルも十二歳なのだ。

　背もずいぶん伸びて、美しさは変わらないものの、女の子のような愛らしさは消えつつある。

　いつまでも子どもの気分のまま、泣いて、甘えてくるアーベルに腹が立って……鬱陶うっとうしくなってきた。

「わたしはわたしだし、アーベルのものじゃないっ！　もう、いいかげんにして！　うじうじうじうじ。泣いてばかりっ……しつこいのよ！　死にたいなら勝手にすればっ！」

　つい、怒りに任せ、イルザはアーベルに怒鳴った。

　怒鳴った後、すぐに言いすぎたと思うが、一度口に出した言葉は、なかったことにはできない。

　居心地の悪い沈黙が流れた。

「……あの、ね、わたしは……」

　イルザは悪くない。

　悪いのはしつこいアーベルだけれど、言い方を間違えたかもしれない。

　そう思い、謝ろうとしてアーベルを窺うと、彼の顔からは表情という表情が消え去っていた。

　紫水晶の瞳は、昏くらく、澱よどんでいた。

「……えっと、アーベル」

「わかった……一緒にもういられない……それが、イルザの答えなんだね……」

「……一緒にいられない、とかじゃなくて……って、な、なに……」

　アーベルは着ていた服の胸元から、小ぶりのナイフを取り出した。

　王都の治安は比較的安全だったが、貴族の子息――特に、アーベルは王家と関わりの深い公爵家の息子だったので、身を守るため護身用のナイフを携帯していた。

　床に放り投げた鞘さやが、からんと音を立てて落ちる。

　銀色の刃が見えた。

「ちょ、ちょっと待ってっ」

「さようなら、イルザ……愛していたよ」

「ちょっと、うそ、ギャー、誰か、誰か来てっ――ッ！」

　アーベルは持っていたナイフの先を自身の喉に宛てがった。

　イルザは一瞬の間であったが、素早く反応し、止めるため彼の腕を掴んだ。

　ずれたナイフの先はアーベルの肩先を切った。

「離してイルザ！　君と一緒にいられないなら、僕は……僕は死んだほうがいいんだっ」

「ちょっと誰か――！　来てっ――！」

「おい、どうしたっ……何をやってるんだっ」

　帰宅したのだろう。

　カールが現れ、駆け寄ってきた。

「お兄様っ！　アーベルがっ！」

　カールがナイフを取り上げると同時に、メイドも騒ぎに気づく。

　ぽたぽたとアーベルの肩から血が流れるのを見て、メイドは踵きびすを返す。医者か、執事か。怪我の処置する者を呼びに行ってくれたのだろう。

「どうした？　何があったんだ？　おい、アーベル、動くな」

　カールが止めるのを無視し、アーベルがイルザの手を掴んだ。

「……イルザ、イルザ……お願い、離れていかないで」

　涙を零しながら懇願するアーベルに、イルザは顔をひきつらせた。

（こ、この子……お、おかしい……頭、おかしい……普通じゃない……）

　普通より、少し依存心が高いとは気づいていた。

　年齢より幼く、夢見がちな子だとも思っていた。

　束縛心も強くて、執着も強いな、と思っていた。

　でもまあ、婚約者だったし、愛されることは悪いことではない、と思ったりしていた。

　しかし――。イルザはこの日、自身の婚約者の異常性に気づいた。

　そして、この普通じゃない子が婚約者だということを自覚する。

（も、もしかして……何かあるたびに、こうやってナイフを出され、死ぬって脅おどされるってこと？）

　とびっきり綺麗な顔をした少年が、肩から血を流しながらイルザの名を呼んでいる。離れていかないで、と泣いている。

　イルザはアーベルのことは嫌いでは決してない。

　勝手に死ねばよい、なんて、勢いでつい言ってしまっただけで、本気で心から思ったりもしていない。

　だから、こんなことをしてはだめ、とアーベルの頬を撫でて言って聞かせた。

　ただ……これからのことを思うと、不安で堪らなくなった。









■夜会




　イルザとアーベルは十六歳になっていた。

「ねえ、イルザ、どっちがいいと思う？　君はどちらが好き？」

　深緑の生地に金の刺し繍しゅうがふんだんに施ほどこされた夜会服と、無地の黒い夜会服を手にし、アーベルが訊ねてくる。

　どっちでもいいから早くして、と。喉元まで出かかった言葉をイルザは呑み込む。

「……そうね、無地の方が好きよ」

　少し考えて、黒い無地の夜会服を選んだ。

　どちらでも彼は上手く着こなすだろうが、金の刺繍がある方は豪奢ごうしゃであるがゆえに、彼の美貌の邪魔になる気がした。

「なら、こっちにする」

　アーベルはそう言うと、豪奢な夜会服をソファにぞんざいに放った。

　イルザはそれを丁寧に拾い上げて、部屋の入口にいるメイドに渡した。

　通常、化粧をしたり髪を結ったりと、準備は女性の方が時間が掛かる。

　なのに……。イルザの方はメイドの手を借り、すでに準備万端であるというのに、アーベルの方は服を選んでいる段階だった。

「早くしないと、遅れてしまうわよ」

　のんびりと夜会服の上着に袖を通しているアーベルをイルザは急せかした。

　そもそも、公爵家で着てくればよいものの、なぜイルザの家で着替えるのか。意味がわからない。

「イルザ、釦ボタンを留めて」

　無地の夜会服には銀色の大きめの釦が二つついている。

「……自分で留められるでしょ」

「でも、急いでいるし」

　イルザがするより、どう考えてもアーベル本人がした方が早い。そう思いはしたが、言い合いをして無駄な時間を過ごしたくなかった。

　イルザは呆れながらも、彼に近づき釦を留めてやった。

「ありがとう、イルザ」

　機嫌良く微笑むアーベルに、どういたしまして、と抑揚のない声で答えた。

「よく似合ってるよ、イルザ。まるで、月から舞い降りた女神様みたい」

　アーベルは目を細めて、ドレス姿のイルザを見下ろす。

　イルザはアーベルから贈られた上品な薄紫のドレスを纏まとっていた。

「……そう。あなたも素敵よ。隣に立つのが嫌になるくらい神々しいわ」

　やはりこちらの夜会服を選んで正解だった。黒の夜会服に、艶やかな銀髪がよく映えていた。

　前髪が乱れていたので、イルザは背伸びをして指で直してやった。

　白粉おしろいを塗ってもいないのに、染みも荒れもないつるりとした白磁の肌や、長い睫まつげを見ていると、なんだか腹立たしくなってくる。

「なら僕達は、神から祝福された恋人同士だね」

　イルザの苛立ちも知らず、アーベルは紫水晶の瞳をうっとりと細めて、甘やかに言う。

　今夜、これからデビュタントとして初めて社交界に出向くイルザは、薄ら寒い会話に、半笑いを浮かべた。




　先日、侯爵家主催の年頃の令嬢が多く集まるというお茶会に、初めてイルザは招待された。

　同世代の友人がいないイルザは、もの凄く楽しみにしていたのだが、結局、出席はできなかった。アーベルに知られてしまったせいである。どうしても行きたいと頼んだのだが、行くなら死ぬと、わけのわからない脅しをされた。

　アーベルのイルザへの執着心は幼い頃のまま……いや、より一層、粘着力を増している。

　イルザは、粘着な婚約者相手を適当にあしらう術を覚え、何とか対応している感じだった。

　交友関係については厳しく口を出してはきたが、話を合わせご機嫌を取っている限りは、そこまでの実害はない。

　――鬱陶しい。

　時々無性に鬱陶しくて堪らなくなるが、ナイフを取り出し目の前で死なれては困るので、我慢ならなくなったときは、適当な言い訳をつけて距離を置くようにしていた。

（社交界には出ないまま、結婚するのかって、思ってたけど……）

　アーベルはイルザが年頃の令嬢と交流するのを嫌がっていた。

　社交界などもってのほかだと言うに違いないと思っていたが、イルザはいずれは公爵家を継ぐアーベルの婚約者である。そのお披露目を兼ねているので、アーベルも反対できなかったらしい。

　イルザの社交界デビューの場は王宮だった。

　アーベルの従兄弟でもある王太子主催の夜会だ。

　王太子はイルザたちよりひとつ上の十七歳で、アーベルとは学院でともに学んでいるという。

　イルザは王太子の顔を知らないが、兄に訊くと、なかなかの美青年だと言っていた。

（さすがに、これより、美青年ってことはないのだろうけど）

　ここ数年でアーベルの背は、すくすくと伸び、イルザより頭ひとつ分くらい高くなった。

　幼さが消え、愛らしさがなくなったアーベルは、神々しい美青年になっていた。

　幼い頃はとびっきり綺麗な彼の隣にいても、誇らしいだけであった。しかし年齢を重ねるごとに、イルザは自分の容姿が普通であることに、気づいてしまった。

　幼少時の無邪気さを失った今では、彼の隣にいることに引け目を感じてしまう。

　特に社交の場に、アーベルとともに出席することは、かなりの勇気がいった。

『エスコート役は兄に頼みたい』

　そう頼んだが、アーベルは聞き入れてくれなかった。

　まあ今回の場合は、アーベルの婚約者としてのお披露目も兼ねているので、無理なお願いではあったのだが。

　イルザは溜め息を吐く。

「どうしたの？　溜め息を吐くと幸せが逃げてしまうよ」

　イルザの唇にそっと指を宛てがい、キラキラとした眼差しでアーベルが言う。

　イルザの溜め息の原因の大半は、いつも目の前の、この男のせいなのだが、彼はおそらく、そのことに気づいていない。

　アーベルは顔が良い。

　美形は三日で飽きるというが、いつ見てもアーベルは腹が立つくらい整った顔をしていた。

　家柄も良い。王太子の側近になるのも確約されていて、将来も有望である。

　結婚相手としては、申し分ない相手だった。

　ただ――性格に難があるだけで。

　愛されているのだと思う。しかし、その愛が重く、鬱陶しいのだ。

　イルザが重い愛に反抗しようとすると、ことあるごとに『死』をチラつかせるのも腹立たしい。

　あの幼い日。ずっと一緒にいると約束さえしなければ。婚約さえしなければ。

　容姿や家柄が彼より劣っていたとしても、もしかしたら、もっとイルザに相応しい、普通の関係を築ける相手が傍にいたのではなかろうか。そう思わずにはいられなかった。

「どうしたの？　考え事？」

「どうもしないわ。このままだと遅れてしまうから、早く出ましょう」

「その前に、約束をして。君が喋っていいのはハンネス王太子だけ。あと、カールも先に行っているよね。カールとならば、喋っていいよ」

　カールは兄である。

　なぜ、我が兄と話すことに、この男の許可がいるのか。

　イルザはアーベルの思考が全く理解できない。

　しかし出発前に、つまらない言い合いをしても仕方がない。

「はいはい」

　イルザは適当に相槌を打って、アーベルの腕に腕を絡めた。







　王宮の大広間は煌きらびやかな人たちで溢れかえっていた。

　色とりどりのドレスと、宝石で着飾った華やかな淑女たち。

　紳士たちの中には、刺繍だけでなく、小さなガラス玉がいくつも縫い付けてある派手な夜会服を纏っている者もいた。

　しかし、たくさんの華やかで派手な装いの者たちよりも、隣にいる男の方がずっと目立っている。いくら地味な装いをしたところで、派手な容姿は隠しきれない。

　遠巻きに見ている人たちの間から、あれが婚約者ね、とか、バーデン家の令嬢、などと、こそこそと話す声が耳に入る。

（なんていうか、すごく……逃げたい……）

　夜会に行って同世代の令嬢と仲良くなるのを夢見たりもしたが、隣にアーベルがいる限りは無理だろう。

　現に好奇な視線の他に、羨望とは少し違う、ちらほらと嫉妬と侮ぶ蔑べつの篭こもった眼差しがあった。どこか初々しさのある彼女たちも、おそらくイルザと同じデビュタントだ。

　彼女たちはアーベルの性格を知っているのだろうか。

　束縛が強く、妥協を知らない。

　アーベルは十六歳になったというのに、イルザが素っ気無くすると、いまだに幼少時と同じように、しくしくと泣く。

　その鬱陶しさを知った上で、アーベルの隣にいるイルザを妬ねたましいと思うのだろうか。

　それとも、顔や地位さえあれば、そういう欠点は些細なことだと、気にならないものなのだろうか。

「イルザ。周りは気にしなくていいよ。君は僕の婚約者なんだから、僕だけ気にしていればいい。そんな困った顔をしないで」

　身を屈かがめて、アーベルがイルザの顔を覗き込んでくる。

　喉元に、ええそうですとも困った顔をしてるのは全てあなたのせいよ、と嫌みの言葉が込み上げてきたが、ぐっと呑み込むように我慢をした。

　こんな場所で言い合いなど、醜聞である。バーデン伯爵家の名を落とすようなことをしてはならない。イルザはそこまで愚かではない。

　イルザは、適当に相槌を打つ。

　少しして、宮廷楽団が円舞曲ワルツを奏で始め、男のくせに長くほっそりした、白い手が差し出された。

　その手に指を重ねると、アーベルはイルザを引き寄せるようにして、広間の中心へ誘いざなった。

　貴族の令嬢たるもの、ダンスは基本中の基本である。

　マナーの家庭教師からみっちり教え込まれていたが、社交界で踊るのも、大勢の人たちの中で踊るのも初めてだった。

　緊張してしまい足が縺もつれそうになったが、アーベルが上手くリードしてくれる。

（そういえば、アーベルと踊るの、初めてだわ）

　家庭教師や父や兄相手に練習することはあったが、彼とのダンスは、割と長く婚約者でいるのに、初めてのことだった。

　兄からアーベルは学院では優秀だと、何でもそつなくこなす男だと聞いていた。

　イルザの前では、アーベルは身支度だけでなく、ときおり食事の介助までさせようとする。何も自分でできない駄目人間なので、兄の言葉を信じることができず、話半分に聞き流していた。

　けれどダンスの技術は家庭教師、父や兄よりも確実に上手い。

（顔や家柄以外にも、取り得があったのね……）

「どうしたの？　イルザ。そんな切なそうな顔をして。大丈夫、安心して。上手く踊れているよ」

「……あなたが思っていた以上に上手だから、驚いているだけよ」

「君のために特訓をしたからね。でも僕が踊る相手は、永遠に君だけだよ、イルザ。君の相手も永遠に僕だけ。この指を誰にも触れさせたら駄目だからね」

「……この後、わたし、王太子殿下と踊るのじゃないの？」

　アーベルの婚約者として、一曲目の後、王太子に紹介され、ダンスをする予定だ。その予定をイルザに告げたのは彼である。

　なのにアーベルは、嫌いな人参を無理やり口にこじ入れられたときのような顔をした。

「……我慢しろって言われたけれど……やっぱり、嫌だっ……」

　泣き出す手前のように、顔を歪ませたため、イルザは焦った。

　ダンスをしながら泣き出されたら、自分が泣かせたみたいである。

「そうね、わかっているわ。そうそう、仕方がないのよね。わかってる。そうね、別に誰と踊っても、心の中のダンスパートナーはあなただけよ。だからあなたも社交の場なんだから、わたし以外の人とも踊って。心の中にわたしがいれば、それでいいから」

「イルザ。僕は君以外と踊りたくない」

「ほら、心で繋がってるって素敵じゃない？　素敵だわぁ」

「本当に？　そう思ってるの？　……棒読みだけれど……」

「本当よ。わたしたち心で繋がってる、そうでしょう？」

　首を傾げ、甘えた口調のように言うと、アーベルは頬を朱に染め、そうだね、と嬉しげに呟いた。

　鬱陶しいが、アーベルは基本単純なので、いつもイルザはこんな風にあしらっていた。




　曲が終わると、別の女性と踊っていた長身の青年が話しかけてきた。

「はじめまして、イルザ嬢。従兄弟がいつも世話になっている」

「ハンネス殿下。イルザ・バーデンです。よろしくお願いします」

　イルザは腰を軽く落とし、淑女の礼を取った。

　ハンネス王太子は、亜麻色の髪に栗色の瞳をした端正な面立ちの青年だった。

　長身で鍛えているのか体格が良く、朗らかで清潔そうな印象を受けた。

　アーベルとは従兄弟の関係であったが、髪や目の色だけでなく、顔つきも全く似ていない。

　美形ではあったが、アーベルのような整いすぎていて怖くなるほどの美貌ではなかった。

　王太子の隣には小柄で清楚風な、愛らしい顔立ちの令嬢がいた。王太子の婚約者だと紹介される。

　イルザは彼女とも挨拶を交わす。

「ハンネス。一曲だけだ。いやらしい目でイルザを見たら許さない」

「お前も、私の婚約者をいかがわしい目で見るなよ」

「君の婚約者を？　ハッ、冗談だろう？」

　アーベルは眉間に皺しわを寄せ、まるで虫けらでも見るように、王太子の婚約者の令嬢を見下ろしている。

　あまりに失礼な態度に驚いていると、緩やかに曲が始まり、ハンネスに手を取られた。

　王太子はアーベルの失礼な態度に軽く肩を竦すくめただけで、憤いきどおったり、注意したりはしなかった。

　虫けらのように見られている令嬢も、唇に穏やかな笑みを浮かべている。

　アーベルが顰め面で令嬢の手を取った。

　あちらはあちらで踊るのだろう。

「心配いらない。彼女も学院に通っていてね。あいつのことはよく知ってるから、ああいう態度にも慣れている」

　そうですか、と返事をしながら、イルザは少しだけ腑ふに落ちないような気持ちになった。

　アーベルのことを一番よく知っているのは、自分だと、そう思っていたからである。

　しかし学院でのアーベルのことは、兄伝手に聞くだけだ。知らない姿があってもおかしくはない。

「それよりも、今夜は驚いた。伯父上に聞いてはいたが。……色々と耳にしていた私ですら驚いているのだから、みな、きっと唖然としている」

　ハンネスが愉快げに言う。

　何が言いたいのかよくわからないので、失礼にならないよう、曖昧な笑みを浮かべた。

「あなたの前ではいつもあんな風なのか？　あんな締まりのない顔になっているとは、想像以上に面白かった」

「え、ええ……」

「あれが社交界や学院で、何と呼ばれているか知っているか？　……氷の貴公子だ」

「……は？　……」

　イルザは恥ずかしいような恥ずかしくないよな――いや、やはり恥ずかしいだろう『ふたつ名』に、込み上げてくる笑いを必死で堪えた。

「男にも冷たいが、女には特に冷たい。学院には少ないが女もいる。婚約者がいてもアーベルに近づきたい女が、話しかけたりもするのだが、大抵無視だ。社交界では流石に、公爵の嫡子という立場もあり無視まではしないが、基本、切って捨てるような態度だ」

　イルザは口を開かず、こくり、と頷いた。

　なぜなら、口を開けば、王太子の前で爆笑してしまいそうだったからである。

　イルザはひきつった顔のまま、ハンネスと踊った。

　流石、一国の王太子である。

　ダンスに集中できなくなったイルザを、周囲からは悟られぬよう、上手くリードしてくれた。

　その後、アーベルと再び踊り、兄がいたので兄とも踊った。

　結局、自身と同じデビュタントと話すことはなく、淑女たちの輪にも加わることもなく。

　最後に王と王妃に挨拶をして、早々と切り上げた。







　来たときと同じ公爵家の馬車に乗り、伯爵家に送り届けてもらう。

　今夜、アーベルはうちに泊まるらしい。

　幼い頃は一緒に寝ていたが、今は寝室は別だ。アーベルは客室に泊まっていた。

　寝室を別にしようと言い出したのは、驚くことにアーベルの方からであった。

『本当はずっと一緒にいたいけれど、イルザのこと大事にしたいんだ』

　と、なぜか顔を真っ赤にさせながら言ってきた。

「ねえ、イルザ。ハンネスと何を話していたの？　笑いを堪えているような、嬉しそうな顔をしていたよね」

　それはハンネスのせいというより、どちらかというとアーベルのせいである。

「イルザ。ハンネスは確かにいい男だけれど婚約者もいるし、心を移しては駄目だよ。……少し想うくらいなら、許してあげる……でも、僕の傍にいてね」

　黙って神妙な顔をしていると、イルザの心が離れていく妄想を膨らませたのか、紫水晶の双眸が潤んでくる。

（……氷の貴公子……氷の貴公子……これが、氷の貴公子……）

「……こ、こ、心なんて、うつして、ないわよ……」

「どうして？　どうして声を震わせてるの？　疚やましいことでもあるの？」

「や、やましい、ことなんてないわよ」

　声を震わせているのは、目の前の氷の貴公子のせいである。

　我慢できなくなって、イルザは声を立てて笑った。

　アーベルは、ぽかん、として、それから唇を尖らせた。

「何が、おかしいの？」

「アーベル、あなた……こ、氷の貴公子って呼ばれてるの？」

「……ハンネスから聞いたの？　僕が呼べって言ったわけじゃない！」

　彼が苛立ち、声を荒らげるのは珍しい。

　それが面白くて、イルザは吹き出した。

　すると、アーベルは腕を組んで、ふてくされてしまう。

「二人で、こそこそと、僕の悪口を言って笑っていたの？　最悪だ」

　イルザは彼の頬に指を這わせた。

「悪口じゃないわ。こ、氷の貴公子さん」

「……イルザ」

「かっこいいじゃない。……こ、氷の貴公子って。ステキだわぁ」

「……半笑いで言われても、嬉しくない」

「わたしにも会わせて。わたし以外の人には会わせてるのでしょう。わたしだけが知らないってずるいわ。氷の貴公子さん」

「……無理だよ。君に冷たくするなんてできるわけがない。そんな日は一生来ないよ。……僕の陽光の女神様」

「…………ちょっと、やめて。そんなおかしな名で呼ばないで」

　楽しかった気分が一瞬で冷えた。

　そんな恥ずかしいふたつ名など、欲しくない。

　アーベルは甘やかな眼差しをイルザに向ける。

「君は僕の陽光の女神だ。僕の氷の心を溶かすことができるのは君だけだよ、陽光の女神様」

「からかって悪かったわ。謝るから。本当に、やめて」

「どうして？　陽光の女神様」

　アーベルは満面の笑みを浮かべ、イルザの指を取り、その指先に口付けした。




　それから三日後。

　アーベルが初めて観劇に連れて行ってくれるというので、それなりに、おめかしをしていた。

　ひとつに纏めた髪にどの髪飾りをつけるべきか迷っていると、兄のカールが部屋まで呼びに来た。

「イルザ」

「お兄様？　アーベルが来たの？」

「……氷の貴公子が陽光の女神に会いに来たと伝えてくれって言われたぞ。……お前、アーベルにそんな恥ずかしい名で、呼ばせているのか？」

　イルザはアーベルをからかったことを後悔した。

　それからしばらくの間、アーベルはその恥ずかしいふたつ名で、イルザを呼び続けた。









■求婚




　イルザとアーベルは十九歳になった。

　昨年、学院を卒業したアーベルは、王宮に出仕していた。

　イルザの方は特に変わりなく、屋敷でひっそりと花嫁修業中である。

　社交界デビューをしてから、何度か夜会に招かれた。しかしアーベルがべったりのため、交友関係を広げる機会すらないままだった。

　いずれ公爵夫人になるのだから、社交界で友人を作ることも大事だと、イルザの両親だけでなく、アーベルの両親である公爵夫妻が、何度も言って聞かせたが、彼は全く聞く耳を持たない。

　両親に反抗して不機嫌になるアーベルが鬱陶しくなり、結局イルザが折れ、両親たちとアーベルの間を取り持つ羽目になった。

　アーベルは慣れない仕事が忙しいのだろう。以前のように、連日、屋敷を訪れることはなくなっていた。

　週に一度は必ず顔を見せに来て、月に一度は丸一日拘束される。

　ほぼ毎日、会えない寂しさと変わり映えのしない日常を綴った手紙が届くようになったが――それでも、自由な時間が以前より持てるようになり、イルザは、まあまあ幸せに過ごしていた。

（でも……結婚したら、毎日、帰ってくるのよね……）

　仕事が落ち着いてからという理由で、アーベルとの婚姻は延のびていた。そのことに安堵しながらも、いずれ来るであろう結婚生活についてイルザは思案するようになっていた。

　できるだけ普通の夫婦のような関係を築きたい。うまく束縛から逃れつつ、快適に暮らす方法を考える。

　考えても良い策は思い浮かばなかったけれど……。

　そんな風に過ごしていた頃の冬のある日。

　イルザは正装姿で伯爵家に訪れたアーベルに、連れ出された。




　馬車は、隣街の広場の手前で停まった。

　御者には待っていてもらい、そこからはアーベルと手を繋いで歩いた。

　春ならば花が咲き、景色を彩っていたことだろう。

　夏ならば新緑が鮮やかで、秋ならば紅葉が美しかったに違いない。

　けれど今は冬で。その上、曇り空である。

　舗装されている小道には、湿った枯葉が張り付いていた。

　イルザは枯葉に滑って転びそうになったため、途中からアーベルの腕にしがみ付いて歩いた。

　辿り着いた先は湖だった。

　水面は凍ってはいないものの、どんよりとした色合いで冷たそうだ。

　小屋が建っていて、その向こうには木造りの浮き桟橋があった。小さなボートが五艇ていとまっている。

　ボート乗り場らしいが、閑散としていて人はいない。

　当たり前である。こんな冬の真っ只中に、湖でボートを漕ぐ奇特な者はいない。

　釣り人ならありなのかもしれないが――とにかく、どう考えてもデート場所には相応しくない。

「ちょ、ちょっと待って……まさか、ボートに乗るつもりなの？」

　アーベルが浮き桟橋へと迷いなく歩いていくので、イルザは彼から手を離し、立ち止まる。

「そう、ほら。大丈夫だから。おいで、行こう」

　何がいったい、どの辺りが大丈夫だというのか。

　差し出されたアーベルの手を、イルザは半目でじっと見た。

「……こんな寒い日に？　……おかしいでしょ……」

「イルザ」

　有無を言わせない響きで名を呼ばれる。

　イルザは溜め息を吐き、アーベルの手を取った。

　ここで嫌だと言い張ることができたなら、イルザはもっと前に、アーベルから逃げ出していただろう。




　向かい合わせでボートに乗る。

　アーベルは真剣な顔をして、オールを漕いでいた。

（寒い……こんな寒いのに、なんでアーベルは平気なのだろう……氷の貴公子だからだろうか）

　アーベルのふたつ名を思い出す。

　そして昔、アーベルがイルザにつけたふたつ名を思い出し、嫌な気分になった。

「この辺りでいいかな……」

　湖の真ん中辺りでアーベルは漕ぐのをやめた。

「イルザ。好きです。愛しています。死が僕らを別つことがあったとしても、永遠に一緒にいると誓って。どうか僕と結婚してください」

　平気そうに見えていたが、流石に寒かったのだろう。血の気を失った青白い顔で、恥ずかしそうに目を伏せながら、アーベルは言った。

　婚約者である。

　結婚することは、両家の間ですでに確約済みだ。

　アーベルの方の準備が整いさえすれば、あとは家同士で日程を調節するだけだった。

　好かれているのも、愛されているのも、わざわざ口にしなくとも知っている。

　それなのに、なぜ。この場所で、改めて求婚するのか。

　――死んでも永遠に一緒にいる。

　おそらく、その誓いをアーベルはイルザに求めているのだろう。

「わかったわ。誓うから」

　凍えてしまいそうな寒さに、ガタガタと震えながらイルザは応えた。

　迷いはなかった。死んでも一緒にいる。そんな、よくわからない死後の世界のことよりも、今ある命の方が大事だったからだ。

「本当に？　誓ってくれるの？」

「誓う誓う。誓うから、もう帰りましょ。寒いのよ……あっ……！　雪！　雪が降ってきたじゃない……」

　灰色の空から、雪がちらちらと降り始める。

　冷たい風が吹いて、イルザはひぃぃっ、と情けない悲鳴を上げ、身を縮めた。

「イルザ？　大丈夫？」

（大丈夫？　大丈夫なわけないだろう……この男は……馬鹿なの……？）

　兄や、時折会ったときに話をするようになった王太子から、アーベルは文武両道で大変優秀だと耳にしていた。

　しかしイルザには、とてつもない阿呆に思えるときがある。

「もう、どうでもいいからっ……早く漕いで！　寒いしっ、帰りたいっ！」

「……どうでもいいって……僕の真剣な求婚を酷い……」

「こんなところでするからでしょっ！　漕がないなら、わたしが漕ぐから……。こんなとこ、いたら、凍え死んでしまう……」

「君と一緒にいられるなら、僕は今ここで死んでもいい……」

　アーベルの紫水晶の双眸が仄暗く濁った。

「わたしは嫌よっ！　……っ」

　苛立ちと寒さのせいで、死ぬなら勝手に死になさい、と言ってしまいそうになるが寸前のところで止めた。

　言ったら最後、アーベルは湖に迷いなく飛び込むであろう。

　流石に真冬の湖に飛び込んだ男を、イルザが救うのは不可能である。

　アーベルを見捨てて一人で帰ることも、たぶん……できない。

　イルザはもう、十二歳の頃のイルザではない。あのときの失敗から学び、成長したのだ。アーベルの方は全く、成長をしていないようだが。

「ねえ、アーベル。これからわたしたち結婚するのでしょう？　楽しいことたくさんあるのに、死ぬなんてもったいないわ」

　イルザは深呼吸した後、穏やかな口調でアーベルに語りかける。

「でも……君がいなくなると思うと、僕は時々不安で堪らなくなる……」

　いくらでも不安になればよい。

　しかし湖の上で、寒空の下で思い悩むのはやめて欲しい。

　そして、一人で不安を堪えて欲しい。

「それは、今考えること？　そんなもしものことは、わたしがいなくなってから考えればいいじゃない！　私たちは今こうして生きているんだから！　わたし、幸せになりたいわ！　二人で幸せになることを考えたほうが、いいと思う！」

「……僕、君を幸せにする」

　イルザの必死な言葉が胸に響いてくれたのか、アーベルの瞳から仄暗さが消え、イルザはほっと胸を撫で下ろした。

「さあ、帰りましょう。ね、アーベル」

　ガタガタと寒さで震えながら、イルザは首を傾げ、甘えた声音で言った。




　ボートから降りる頃には、ちらちらと降っていた雪が、『しんしん』になっていた。

　水面に吸い込まれていく雪を見ながら、生きていることの喜びを噛み締める。

「イルザ、どうしたの？」

「……もしかしたら……湖の中に沈んでいたのかもって……」

　返答を間違えていたら、今頃はアーベルは冷たい水の中。それを救おうとしたイルザもまた、湖に沈んでいたのかもしれない。

　数日後、ぷかぷか浮いてる姿を発見されるなど、想像もしたくない。

「イルザ、死ぬことなんて考えないで。生きて幸せになろう」

　お前が言うな、と。

　イルザは貴族の令嬢らしからぬ言葉を心の中で三十回強ほど繰り返した。

「イルザ、これ着て」

　三十二回目辺りで、アーベルが自身の着ていた外套がいとうを脱ぎ、イルザに着せようとしてきた。

　イルザは外套を着ているし、アーベルが薄着になってしまう。

「いらないわ」

「いいから」

　アーベルは無理やり、イルザの肩に外套を掛けた。

　こういうところで優しさを発揮せず、別のところでもっと優しくなって欲しいと、心の底から思った。







　屋敷に戻ったイルザは冷えた体を温めるため、入浴した。

　着替えを済まし私室に戻ると、アーベルは公爵家に帰ったとメイドから教えられる。

　服が濡れていたし、大丈夫だろうか、とイルザは少しだけ心配をした。

　暖炉の前に座り、暖かさを喜び、打ち震えていると、兄のカールが姿を見せる。

「……結婚を決めたとアーベルが父上に言っていた。日取りは、向こうの予定に合わせることになるそうだ」

「そう」

「……本当に、良いんだな？」

　幼い頃は愛らしく無害な少年だと思っていたらしいが、今ではカールもアーベルの異常さをよく知っている。

「良いも悪いも……断ることなんてできないでしょう？」

　釣り合いは取れてはいるが、家柄は向こうの方が格上である。

「それはそうだが、お前がどうしても婚姻が嫌だというなら、あちらも無理強いはしないだろう……アーベルを説得できたらだが」

「……それって、無理ってことでしょう？」

「……無理か？」

「お兄様……わたし、さっきまで湖にいたの。この寒空の下、湖の真ん中で、ボートの上で求婚されたのよ。断ることができたと思う？　無理でしょう？」

「……そうだな」

　哀れみの眼差しを向けられる。

「結婚すれば、アーベルも落ち着くかもしれないしな……」

　と、兄は慰めらしきことを呟いた。




　アーベルは風邪を拗こじらせ、それから一週間ほど寝込んだ。

　イルザは鬱陶しいと思いながらも、毎日見舞いに行った。

　風邪が伝染うつるから、と言いつつも、アーベルは嬉しそうにしていた。

　そして――二人の結婚式はひと月後に決まった。









■結婚




　二人の結婚式は、多くの上級貴族だけでなく、縁戚関係である国王夫妻や王太子も列席した、盛大なものであった。

　王族の祭事のときだけ使われる教会の白壁には、精せい緻ちな彫刻が施され、その彫刻を彩るように細かな文様の描かれたステンドグラスが並ぶ。

　列席者は教会の後方に設置された席に座っていて、その席の横には、汚れひとつない白い絨毯じゅうたんが、長く、教会の奥まで敷かれていた。

　イルザはそこを三人の介添人を従え、歩いていかなければならない。

　伝統で介添人は十三歳までの少女と決まっていた。

　本来なら姉妹や親戚筋の少女が選ばれるのだが、イルザやアーベルの縁戚に年頃の少女はいなかったため、王家と公爵家が親交のある貴族の令嬢から介添人を選んだ。

　薄桃と、水色と、薄黄色。彼女たちはそれぞれ色合いの違う簡素なドレスを纏い、髪を同色のリボンで結い上げていた。

　初めて会う介添人の少女たちは、多くの候補者から選ばれただけあって、みな愛らしく、そして年齢よりも大人びていて、落ち着いていた。

「あの、大丈夫、ですか？」

　薄黄色の少女が心配げに話しかけてきた。

「……え、ええ」

「式の間だけなので、頑張ってください」

　薄桃色の少女が元気づけてくる。

（式の間……式って、どれくらいかかるの？　どれだけ耐えればいいの……）

　愚痴ぐちを零したくなるが、年下の少女に愚痴をぶつけるほど大人気なくはない。

「あ、ありがとう」

　イルザはひきつった笑みを浮かべ、礼を言った。

　緊張はあるが、緊張だけではなかった。

　イルザは今、職人が三カ月かけて作ったという豪華な純白の花嫁衣裳を纏っていた。

　喉元や腕は薔薇の刺繍がされたレース生地でできていた。ぎゅっと引き絞った腰から、直線に裾が広がっている。裾は幾重もレースが重なり、引きずるほどに長い。

　銀製の髪留めで付けられているベールも裾と同じくらい長かった。

　細かな刺繍はどこを見ても乱れひとつなく美しい。

　豪華な花嫁衣裳を着れることは嬉しくはあったが、同時に苦しくもあった。

　ドレスの下が大変なことになっていたからだ。イルザは滅多に使用しないコルセットで、腹をギチギチに締め上げられていた。

　緊張や喜びよりも、苦しくて苦しくて、どうにかなってしまいそうだった。

「行きましょう」

　水色のドレスの少女が、合図を確認し、少し緊張した面持ちで、イルザに手を差し出した。

　レースの手袋を嵌はめた指を、少女の手に重ねた。

　厳おごそかな雰囲気の中、イルザは転ばぬよう俯き、白い絨毯の上を歩いた。

　歩いて少しすると、誘導していた少女が足を止める。

　そして少女の柔らかな手が離れ、代わりに男性にしては細いが、女性のものとは違う、硬く長い指がイルザの手を取った。

　見上げると、見慣れた紫水晶の瞳が、イルザを見つめていた。

「綺麗だよ、イルザ」
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　イルザにしか聞こえないくらいの小声で、アーベルが言った。

　綺麗といっても今日のイルザは肌という肌を、化粧で塗り固められていた。そしてその分厚い白粉の下は、締め付けられる苦しさから、おそらく青ざめている。

　イルザの苦しさも知らず、男は幸せそうに微笑んでいた。

　アーベルは純白の花婿衣装を纏っていた。

　銀色の髪を、丁寧に後ろへと撫でつけていて、かたちの良い額を露にしている。

　礼装姿の白皙はくせきの美貌は、いつも以上に麗しい。イルザは見慣れた男に見蕩れた。

　式の最中、苦しさで記憶が少し途切れたりもしたが、イルザの腰をアーベルが何気なく支えてくれていたので、何とか失態はせずにすんだ。




　早く終わって、とひたすら祈っていた結婚式が終わると、イルザは公爵家へ連れて行かれた。

　正確には、連れて行かれたのではなく、今夜から公爵家がイルザの家になる。

　勝手知ったる婚約者の家であったが、『我が家』という実感はまだ湧かない。

　アーベルの両親で、今日からイルザの義父と義母になる二人に挨拶をした後、私室に案内された。

　私室はイルザのために内装を改め、家具を新調したらしい。

　派手派手しくもなく、地味でもない。優しげな色合いで揃そろえられていた室内は、アーベルが指示して調ととのえたのだろう。初めて入る部屋なのに、幼い頃を過ごした部屋のような安心感があった。

　私室に落ち着き、一日中イルザを苦しめ続けたコルセットを、メイドに解いてもらう。

　浴室で化粧を落とし、肌触りの良いナイトドレスに着替えた。

　一息吐くと、イルザは倒れこむようにベッドに寝そべる。

「若奥様……あの……主寝室でアーベル様がお待ちですから」

　言い辛そうにメイドが言う。

「……若奥様は恥ずかしいので、イルザでお願いします」

　イルザは重い体を叱咤しったし、身を起こした。

　初夜のことは、一応、母から、ひと通り聞いていた。

　本来なら恥ずかしいとか、緊張するとか思わなければならないのだろうが、そういう初々しい気持ちにはなれなかった。

　ひたすら疲れていて、今はただ、眠たくて堪らない。

　しかし結婚式の夜である。

　初夜に別々の場所で夜を過ごすのは、流石に駄目な気がした。

　仕方なく主寝室に行くと、天蓋てんがい付きの大きなベッドにアーベルが腰掛けていた。

　彼の方も華やかな花婿衣装から、簡素な上下に着替えている。

「イルザ！　僕のっ……奥さん！」

　感極まった声と涙目で盛大に迎えられた。

「……ねえ、アーベル。今夜は何もせずに寝ましょう。わたし、疲れてるの」

「……え」

　腕を広げ、イルザを抱きしめようとしていたアーベルが固まっている。

　イルザは固まっている男の横を通り、ベッドに座った。

　高価そうな広いベッドだ。寝返りが余裕で五回くらいできそうだ。

　マットもふかふかしすぎず、硬くもない。ほど良い柔らかさである。シーツもピンッと張っていて皺ひとつなく、清潔だった。

　きっと良い夢が見れる。

「おやすみなさい」

　イルザはベッドに乗り上がり、横になった。

「イルザッ！」

　横向きになると、肩を揺すられる。

「……なに？」

「初夜なのに……。初夜なのに、寝るの？」

「今日は無理よ。どう考えても無理。いくら考えても無理。明日にしましょう」

「……イルザ……僕はどこで寝ればいいの？」

「こんなに広いのだから、隣で眠ればいいじゃない？　小さい頃は一緒に寝てたでしょ」

「君は……僕の辛さを何も知らない……」

　それはお互い様だろう。

　イルザは文句を言いたくなったが、襲ってきた眠気に身を委ね、そっと目を閉じた。




　イルザは寝起きが悪い。

　目が覚めても、しばらくの間、ここがどこなのかわからなかった。

　うっすら目を開けると、おそろしく整った顔立ちの見慣れた男が、イルザの顔を覗き込んでいる。

　ついに寝床にまで押し入るようになったのか……、と呆れて見つめているうちに、ぼんやりしていた思考がはっきりしてくる。

（ああ……そうだ……ここは公爵家……わたし、結婚したのね……これは、夫だ）

「おはよう、イルザ」

「おはよう、アーベル……んっ」

　綺麗な顔が近づいてきて、口づけをされる。

「……ま、待って……」

「昨日は無理で、今日にしましょう、って。そう言ったよね」

「……言ったけど……朝からなんて、変よ」

「変じゃないよ。僕は昨日我慢した。君のために、我慢した。これ以上は無理だよ、イルザ」

　美しさは損なわれていないが、どこか疲れた顔をしていた。

　もしかしたら、昨夜は寝ていないのかもしれない。

「好き……愛してるイルザ……ずっと、ずっと一緒にいて」

　幼い頃のまま、真っ直ぐな眼差しを向けられる。

　黙ったまま紫水晶の瞳を見つめ返していると、その眼差しが揺れ始めた。

（ああ……そうか。……不安、なのね……）

　寝起きのぼんやりとした思考のせいだろうか。

　イルザの心に、すとんとアーベルの感情が入ってくる。

　そういえば、ここずっと、彼の言葉に応えたことがなかった。

　顔はイルザが今まで出会った人の中で、一番の美形だ。長い付き合いだが、未だに見蕩れることもある。

　顔は好みだ。大好きだと思う。

　性格は――。

　イルザのことを振り回してばかりだ。

　デート先はいつもアーベルが決めているし、イルザの交友関係は彼に管理され……いや潰されている。貴族の令嬢と関わることを禁じられているため、イルザは友人と呼べる人がひとりもいない。

　学院に通えなかったのもアーベルのせいだ。

　イルザの両親や、彼の両親がやんわりと彼の行動を止めようとしても聞き入れず、アーベルは自らが決めたことをイルザに強要する。

　恨み言はいくらだってある。

　あの日、幼い日にした『ずっと一緒』という約束を、後悔したことは何度もある。

　あの日に戻り、やり直せたらと夢想したことも、一度や二度じゃない。

　でも――。

「わたしも、好きよ…………それなりに」

　鬱陶しいところばかりのアーベルだけれど、まあ……可愛いところも、少しはあった。

　たとえば、そう。

　好き。

　その一言で、本当に嬉しそうに、とても幸せそうに微笑む。幼い頃と同じ微笑。

　そういうところは、嫌いではなかった。

　朝陽が差し込んでいる中でするのは躊躇われたが、今は、何となくこの笑顔を曇らせたくなかった。

　イルザはアーベルの首に手を回し、身を起こすと、薄くかたちの良い唇に自身の唇を押し当てた。

「イルザ、イルザ……」

　口づけの合間に、アーベルがイルザの名を口にする。

　その声を心地よく聞いていたら、口を開けてと言われた。

　深く考えず口を開けると、重なった唇の合間から、ぬるりとしたものが進入してきた。

　口づけは幼い頃から数え切れないくらいしていたが、こういう口づけは初めてだった。

　ぬるぬるしたものから逃げるように、イルザが舌を引っ込めると、ぬるぬるは上顎の部分をなぞり始める。

　ぞくり、と。身が震えるような、落ち着かない。おかしな気持ちになる。

　自身の口の中に、おかしくなる場所があるなんて考えたこともなかったイルザは、怖くなってアーベルの肩を掴んだ。

　やめて欲しくて、肩に爪を立てたけれど、やめてくれない。

　イルザが奥に引っ込めていた舌で、彼の舌を押し出そうとすると、じゅっと音を立てて吸われた。

　飲み込めなかった唾液が唇の端から零れる。

「イルザ、顔、真っ赤……」

　息苦しかったせいである。

　アーベルだって、双眸が潤んでいる。

　そう言おうとすると、頬に口づけが落とされた。滑るように唇がイルザの輪郭をなぞり、耳朶じだを食はむ。

「ふぁっ」

　耳がぞわりと、おかしな、今まで味わったことのない感覚がした。イルザは思わずおかしな声をあげてしまった。

　ふふっ、と耳元でアーベルが笑った。

　その熱い息にぞわぞわが酷くなったが、悔しかったので、銀色の髪を抓んで引っ張った。

「痛いよ」

　その声も笑い混じりだったので腹が立つ。

　イルザはアーベルがしたのをまね、彼の耳朶を唇で挟んでやった。

「……っ、イルザ……」

　動揺するアーベルが面白くて、柔らかなそこに軽く歯を立てると、肩を押さえつけられた。

　頬を紅潮させたアーベルが唇を寄せてきたので、再び口づけを交わした。




　アーベルの指が肩紐をずらしていく。

　乳房が露になると、アーベルが食い入るように見ていた。

　天蓋のカーテンが閉められているとはいえ、ベッドの中にも柔らかな光が差し込んでいた。

　やはり、夜にすれば良かった、と少しイルザは後悔する。

「……そんなに、見ないで」

「……胸、大きくなってる」

　幼い頃は一緒に入浴していた仲である。

「……あれから、ずいぶん経つし……」

「触りたい。触ってもいい？」

「……いいわよ」

　アーベルは恐る恐るといった風に乳房に触れ、感触を確かめるように、ふにふにと揉み始めた。

「イルザの胸、柔らかい……」

「…………アーベル、あなた、もしかして……こういうことするの、初めてなの？」

　真面目な顔をして、胸を揉み続けているアーベルを不審に思い訊ねた。

「どうして？　どうしてそんなこと訊くの？　イルザはもしかして、僕以外の誰かと、こういうことをしたことあるの？」

「ないわよ。あるわけないじゃない……娼館……とかを利用する貴族の若者もいるって聞いたから……」

　イルザの兄カールには、侯爵家の令嬢である婚約者がいた。

　けれど時折、娼館なるものに通っているとメイドから聞いた。

　婚約者がいるのに不潔だ、とイルザが罵ののしると、カールは男子たるものの嗜たしなみである、とわけのわからない説明をした。

　男は体と心は別物であると、意味不明なことも言っていた。

　イルザは兄が特別不潔な人間なのだと思ったが、そういうわけではないらしい。

　貴族の若者が娼館を利用するのは、普通のことだと母から教えられた。

　そういうことがあり、てっきりアーベルも経験済みなのだとイルザは思っていた。

「僕は君以外には勃起しない。今まで幾度となく自慰をしてきたけれど、頭に思い浮かべたのはイルザだけ。君以外を思い浮かべて射精したことは一度だってないよ。信じて欲しい」

「…………そう」

　熱弁されても、全然嬉しくない。

　信じるとか以前に、知りたくなかった情報であった。

「初めて同士なら、いろいろ知らなくて、大変かもって思っただけよ」

　一応の流れは、母から教えてもらっていたが、細かなところはアーベルに任せればよいと言われていた。

　母もアーベルが経験者だと思っていたのだろう。

「イルザは僕が経験豊富な方が良かったの？」

　イルザは少し考えて、首を振る。　

　考えてみれば、イルザのことを散々、好きだ、一緒にいて、と振り回しているくせに、他の女性と関わりがあるのは不公平な気がした。

　多少、手間取ることなど些細なことだ。

「一緒に、初めてのことを経験するほうがいいわ」

「……イルザ、愛してる。好き。僕は君が愛いとしすぎて、おかしくなってしまう……」

　これ以上、おかしくなるつもりなのか。

　微妙な気持ちになりながらも、イルザは胸に顔を埋めるアーベルの銀色の髪を指で梳いてやった。

　アーベルが胸への愛撫を再開する。

　乳房をしつこく揉まれていると、先の部分がじんと痺しびれ始めた。

「イルザ、胸の先が硬くなってきた」

「……っ、いちいち言わなくていいから……」

「ね、舐めていい？」

「だめ……っ」

　駄目と言ったのに、ねっとりとした温かなものに乳首が覆われた。

　ちゅくちゅくと吸われ、おかしな声が出そうになる。

　イルザは指で口を押さえ、必死で声を噛み殺した。

　アーベルは赤子ではないし、イルザは母親ではない。

　乳の出ないそこを、なぜそんなにしつこく吸い上げるのか、イルザはわからない。

　なぜ、そこを舐めたり吸われたりすると、臍へその下辺りが疼うずくのかも。

　疼きを誤魔化そうと膝を立てると、アーベルの手が膝頭を包み込んだ。ぐっと力を入れられ、外側に膝を倒される。

「っ……アーベルっ」

　足を開かされた格好だ。

　慌てて閉じようとするが、アーベルが自身の足を割り込ませるように入れてきて、閉じることができなくなってしまった。

「イルザ……下も、見ていい？」

　胸元から顔を上げたアーベルが、掠れた声で問う。

　紫水晶の瞳はイルザが今まで見たことのない熱情を湛たたえていた。

　彼の言う『下』がどの部分のことか気づき、羞恥で顔が赤くなる。

「だめ」

「イルザ……イルザのここ、どうなってるのか見たい」

「だめ……絶対に、だめ」

「でも、見ないとできない」

「嘘つかないで……見せたりはしなくていいって……そう言われたわ」

　男性の股間についている性器を、女性の股間にある性器の中に挿入する。男性の性器から子種……精液が出て、女性の子宮に届くと、上手くいけば受精し、運が良ければ子を授かることができる。

　それが、性交だと。イルザは教えられた。

　排泄器官を見せるのかとイルザが驚くと、見せなくても挿入はできるとも教わっていた。

「でも、僕、初めてだから。見ないと上手く挿いれる自信がないよ。間違えて、別のところに……お尻の孔に挿れてしまうかも」

「お、お尻って……そ、そんなとこっ、入るわけないじゃないっ！」

「だから、挿れたらいけないところに挿れたら、イルザが困るでしょ。挿れるとこ、確認するだけだから。大丈夫だよ」

（大丈夫……大丈夫なの？　本当に？）

　イルザの心が揺れ動く。

　迷った結果、お尻に何かを入れられるのだけは嫌だと思い、閉じようとしていた足から、力を抜いた。

「か、確認するだけよ……」

「確認するだけ」

　ナイトドレスの裾を捲めくられる。

　自由だった足の方も、手を膝裏に宛てがわれ、押し開かれた。

　じっ、と。紫色のふたつの瞳が、イルザの開かれたそこを凝視していた。

　居た堪れなくなったイルザは、自身の腕で顔を覆う。

「ま、まだ……？」

　まだ確認できないのだろうか。

「イルザ、ごめん。毛が邪魔で、見えない」

「……っ」

「見えないから、毛を掻き分けてもいい？」

「……え？　……ええ……」

　イルザは恥ずかしすぎて、嫌だと言えなかった。

　指がそこに触れる。

「ア、アーベルッ……」

　アーベルの指が掻き分けるようにして、秘裂を左右に拡ひろげた。

　今まで意識したことのない部分にひんやりとした空気が触れる。秘められた場処がアーベルの視線に晒さらされているのが、イルザにもわかった。

「イルザ。イルザのここ、お漏らししたみたいに、濡れてるよ」

「……っ。違うわ。小水じゃなくてっ……それは……」

「知ってるよ。イルザは僕に触られて、気持ちよくて、ここから蜜が零れたんだよね。僕の性器を、ここに挿入しやすいように」

「あっ……ん」

　指先で蜜口を擽くすぐられる。

　指の動きに合わせて、イルザの零した蜜が、くちゅ、くちゅ、と淫音を立てた。

「可愛い。イルザのここ。ひくひくしながら、涎よだれを零してる」

「かっ、確認するだけって、言ったでしょっ」

「確か……これかな」

「ひっ」

　秘裂の上部あたりを、とん、と指先で弾かれた。

「ぷくってしてる。これが陰核？」

「知らない、知らないから、そこ触るの、いやっ」

「嫌なの？」

「ひゃあっ」

　ぐりぐりと指で転がされる。

　痺れるような悦楽がそこから生まれ、イルザの太股が、ぶるぶると震えた。

「ここ、女の子が一番、気持ち悦よくなる場所なんだって。イルザのここも、気持ち悦いのかな。蜜がさっきよりも、とろって、出てる」

「ひっ、あっ……ダメっ……あっ」

　指が小さな突起を優しく揉み込み、蜜口には、くちゅ、と音を立て指先が入り込む。

　イルザは息を弾ませ、背を反らす。

　全身が強こわ張ばり、小刻みに震えた。

　初めて知る鮮烈な悦びに、イルザの眦まなじりから涙が零れる。

「イルザ……可愛い……」

「……か、確認するだけって……言ったのに……」

「うん……ごめん」

　謝りながら、その部分から顔を上げ、アーベルはイルザの涙を唇で拭った。




　そのあともアーベルは、慣らさないと挿入できないと言って、蜜孔に指を差し込んで、イルザを喘あえがせた。

　嫌だと言っても、やめてはくれなかった。

　しつこく蜜孔をほぐしていた指を抜くと、アーベルは自身の下衣を緩め、それを取り出す。

「……っ」

　男の性器は、女性器に入れやすいよう、棒のような形状をしていると教えられていた。

　しかし、それはイルザが想像していたものと違った。

「……それを、入れるのっ……？」

　それは自分の体に入るとは到底思えないくらい、凶暴なかたちをしていた。

「……最初は、痛いと思う……」

「……痛いのは……聞いてるけど……」

　あんなものが体に入るのだ。痛いに決まっている。

　痛いのは嫌だし、怖い。

「……あなたのそれ、小さい頃は、そんなの、じゃなかったわよね……どうして、その……、小さくは、ならないの？」

　幼い頃、一緒に入浴していたとき、じっくりではないが、ちらりとそれを見たこともあった。

　彼のそれはぷらんとした愛らしいものだったはずだ。

　イルザの胸と同じように、アーベルのそれも成長したのだろう。

　イルザの胸の成長は迷惑にはならないが、彼のその成長はイルザにとっては迷惑なのではなかろうか。不公平な気がした。

「小さくは、ならないよ」

「……でも、そんな突き出してたら……普段、困るでしょ……小さくしてるのじゃないの？」

「イルザ……好きな女の人の前だと、ここ、大きくなるんだよ。それは、教えてもらってはいないの？」

　そういえば、男性は性行為のとき勃起という現象が起こる、そう教わっていた。

「大きいのは、どうしようも、ないのね……」

「……っ……できるだけ、頑張って……ゆっくり、するから」

　イルザがしんみりした口調で言うと、なぜかアーベルは息を荒らげた。

　性交は夫婦なのだから、避けて通るわけにはいかない。

　痛くても我慢して行わなくてはならないし、イルザは可能なら、子どもも欲しいと思っている。

「わかったわ……我慢する……だから、いいわ……」

「イルザ」

　アーベルは口づけを軽くひとつ落とした後、イルザの足を抱え上げる。

　熱く硬いものが濡れそぼったそこに、ぴたりと触れた。

　ぐっ、ぐっと媚肉を割り拡げるように、アーベルの大きなそれがイルザの胎はらの中に入って来た。

「あっ……う」

　痛みにイルザは目をきつく閉じ合わせ、アーベルの肩に爪を立てた。

　アーベルの凶暴なそれに胎の奥まで暴かれる。

「ごめんね、イルザ……痛くして、ごめん……イルザ、イルザ」

　名前を呼びながら、アーベルはゆっくりと律動を始めた。

「あっ、ひっ、あ、あっ……」

　待って。動かないで。

　そう言いたいけれど、イルザの口からは言葉にならない声が漏れ続けた。

　しばらくすると、アーベルはイルザの名前も呼ばなくなった。

　イルザより控えめな喘ぎ声をあげながら、腰を前後に振っている。

　ぱちゅ、ばちゅ、と。体がぶつかり合う水気混じりの音が、アーベルが動く度に鳴っていた。

「くっ……」

　アーベルの手がイルザの腰を掴み、引き寄せる。

　イルザの体の中で、熱いものが弾け、じんわりと染み込むように広がっていく。

（子種……精液……アーベルの……）

　これがそれなら、交合は終わりだろう。

　そう思うのと同時に、イルザを苦しめていたものが、体の中からずるり、と出て行った。

　じんじんとまだ痛むものの、圧迫感はなくなった。

　安堵しながら、イルザは閉じていた目を開けた。

「……どうしたの？」

　アーベルが紫水晶の双眸から、涙を零してた。

　それも、ぽろぽろとかはらはらではない。盛大に泣いていた。

　痛かったのはイルザの方である。なぜ彼が泣くのか理解できない。

「……嬉しくて……」

　アーベルが嗚咽おえつ交じりに答えた。

「…………仕方のない人ね……」

　イルザは呆れながら、泣き虫な婚約者――夫になったばかりの男を抱き寄せた。










　イルザは結婚前、アーベルの母親に言われていたことがあった。

　アーベルは異様なほどイルザを束縛しようとするが、結婚すれば落ち着くんじゃなかろうかと。

　一般的に子どもができれば、男は変わるともいう。

　イルザは義母から貰った助言を念頭に置き、アーベルに接した。

　婚約者時代もアーベルを適当にあしらう術は身につけていたが、結婚してからは以前にも増して、あしらう術に磨きをかけた。

　甘やかす日を前もって決め、その日は性的なことも含めて、できるだけアーベルに付き合った。心と体が満たされたアーベルは、少しだけ寛容になるので、それに合わせ、イルザは自分の主張を通した。

　アーベルが爵位を継いだら、イルザは公爵夫人になる。

　アーベルはイルザが表に出ることを快く思っていなかったが、彼の我儘わがままを受け入れた結果、怠たい惰だな妻だと社交界で烙印らくいんを押されるのは避けたい。

『立派に妻の役目をこなしたいの。あなたの妻に相応しい、わたしでありたい』

　アーベルにとって耳に心地よい言葉を並べ立てると、不満そうな顔をしつつも、イルザが交友関係を広げることを頭ごなしに突っぱねはしなかった。

　アーベルは悪い噂のない良家ならば、と交流を許した。

　夫の許しを得たイルザは、淑女たちの集まるお茶会に、義母とともに出席するようになった。

　夜会での交流はアーベルにいつも見張られていた。しかし彼のいないお茶会の場では、義母は自身の友人とお喋りをしているため、イルザは自由に同年代の淑女と会話をすることができた。

　ずっと夢見ていた貴族の淑女たちとの交流だったのだが……イルザが期待していたような友情は彼女たちとの間に芽生えはしなかった。

　淑女達の中には優しく穏やかな女性もいた。しかし同じくらい、裏のある怖い女性もいた。

　結婚したというのに、いや結婚したからだろうか。あからさまに嫉妬の目を向けられもした。

　イルザの容姿や無知さを、陰で……しかしイルザに聞こえるように馬鹿にする者もいた。

　今までアーベル本人の性格のことばかり案じていて、他のことは甘く考えていた。想像していた以上に、外見と地位に恵まれた男の妻であることは、忍耐が必要だった。

　イルザは淑女達にどう接するべきか、長年公爵夫人を務めている義母に相談した。

　すると義母は『適当に笑って、適当に相槌を打って。相手のご機嫌取りをしてれば、何とかなるものよ』と。

　以前アーベルのことを相談したときの助言と似たようなことを言われた。

　イルザは少し複雑な気持ちになった。

　もしかしたら――。

　アーベルが貴族の令嬢たちとの交友を禁じていたのは、彼女たちの悪意からイルザを守ろうとしていたのだろうか。

　そんなことも思いもしたが、お茶会に行った夜は、どんな話を誰としたか、僕がいなくて寂しくなかったか、しつこく聞いてくるので、単なる執着と束縛ゆえのような気もした。




　社交界では心をすり減らすこともあったが、公爵家での生活は穏やかだった。

　不満があるとすれば、アーベルの熱量の高い愛情表現ぐらい。

　義父は口数が少ないもののイルザには優しく、義母もお喋り上手な明るい貴婦人だ。

　公爵家の使用人もみなイルザに好意的で、食事も伯爵家よりも美味おいしい。

　そうして穏やかに、アーベルの妻として、公爵家の若妻としての月日が流れた。

　週に一度、実家である伯爵家に両親の顔を見に行った。月に一度は、アーベルもついて来た。

　イルザが結婚したひと月後に、兄も婚約者と結婚していた。

　さんざん遊んでいたとは思えないくらい、若妻の尻に敷かれる兄の姿が面白かった。

　社交界がどのようなものかも、徐々にわかってきた。

　淑女たちとの付き合いも、義母の助言の下、こなしている。悪意はともかく、嫉妬の目を向ける者は減ってきた。

　アーベルは相変わらず鬱陶しい性格をしていたが、結婚前のような『危うさ』は薄くなってきたような気がする。

　呪いのように言っていた『ずっと一緒』という言葉が、いつのまにか変化していた。

『明日休みだから、イルザの買い物に付き合ってあげる』

『次の休みは、観劇に行こう』

『結婚記念日は、求婚したときの湖に行こうね。……ボートは嫌なら乗らなくていいけど』

『子どもはイルザ似の女の子がいい』

『僕、イルザがおばあちゃんになっても好きだよ』

　ずっと、という曖昧な言葉ではなく、現実味のある言葉になった。

　これが義母の言っていた『落ち着き』なのかはわからないが、アーベルの変化はイルザにとって好ましいものだった。

　小さな困難をいくつも乗り越えたりしながら、アーベルの傍で一生を終えるのだろう。

　それが良いことなのか悪いことなのか、今もわからないし、アーベル以外の人と結婚していたらどんな人生だったのかしら、と夢想することはあった。

　けれど……可能ならアーベルを看取みとって死んであげたい。

　そんな風に思うくらいには、夫婦の情も生まれていた。

　幸福感に酔いしれるようなことはなかったし、時々、困ったり、苛立ったりすることだってあった。

　けれど、確かに。

　イルザはそれなりに幸せだったのだ。




　銀色の髪に、すみれ色の双眸。

　辺境伯に嫁いだ現王の三女、カリーナ王女。

　彼女がイルザの前に現れるまでは――。








■王女




「カリーナ様って、確か……辺境伯に嫁がれていたのでしょう？」

　アーベルの従姉妹でもある王の三番目の姫カリーナ。彼女が王宮に出戻っていると聞き、イルザは首を傾げた。

　平民間での離婚は珍しくなかったが、貴族、それも王族となると話は別だ。

　特にカリーナは、隣国との国境に位置し、国の要かなめでもある辺境領に降こう嫁かしていた。降嫁したものの、離婚して王族に戻るなど普通ならばあり得ない。

「辺境伯が亡くなったらしい」

　アーベルが沈んだ声で言う。

「……それは、お可哀相ね……まだお若いって聞いたことがあったけど」

「……うん」

　イルザは長椅子に並んで座るアーベルに視線を向けた。

　横顔を俯かせ、睫を伏せている。

　人が亡くなったのだ。

　沈んで当然の話題だが、それにしても落ち込み度合いが激しく見える。

　若くして配偶者を亡くした従姉妹を案じているのだろうか。

「カリーナ様とは親しかったの？」

　王女は幼いときに降嫁している。イルザは会ったことはなかった。

「親しいというか…………」

「……アーベル？」

　歯切れの悪い様子を訝しんでいると、アーベルはふいに顔を上げ、イルザの方を向いた。

　なぜか両目に涙の雫を浮かべている。

「……どうしたの？」

「イルザは死んだりしないでね。君が死んだら、僕は生きてはいけない」

　亡くなった話をしているうちに、想像が膨らんでいったのか、アーベルは悲ひ愴そう感を滲ませていた。

「絶対死なないとは言い切れないけれど、死なないように気をつけるわ」

「……イルザ、イルザ」

　逞しい腕に拘束され、きつく抱きしめられる。

　王女の夫の死が、彼の心の琴線に触れたのだろうか。

「イルザ、ずっと一緒にいて……」

　イルザは久しぶりに、その言葉を聞いた。







　アーベルとカリーナ王女について話した三日後。

　イルザはベントレー侯爵邸の夜会で、初めてカリーナに会った。

　彼女は喪服姿ではなかったものの、くすんだ紺色の地味なドレスを纏っていて、装飾品の類は一切身につけていなかった。しかし煌びやかに装った淑女たちの誰よりも、客人たちの目をひいていた。

　イルザがアーベルとともに広間に入ると、彼女は優雅な足取りで近づいてきた。

　長い睫の奥。魅惑的なすみれ色の瞳が瞬く。

「アーベル」

　薄く品の良い薄桃色の唇が、イルザの夫の名を呼んだ。

「カリーナ。紹介する、妻のイルザだ」

「はじめまして。イルザさん」

　雪のように白い肌には染みひとつなく、華奢きゃしゃな体つきなのに胸元は豊かだった。

　髪はありふれた形でひとつに纏められていて、髪飾りの類もつけていない。艶やかな銀糸のような後れ毛が、美しい顔立ちを華やかに彩っていた。

「お目にかかれて光栄です。カリーナ様」

　今までイルザは、夫以上に美しい容貌の人間は、この世界には存在しないと思っていた。

　なので、アーベルと同等の美貌を持つカリーナにたじろいでいたが、気取られぬよう挨拶を返した。

「アーベルの特別な人は、私にとっても大事な人よ。仲良くしてね」

　カリーナはそう言いながら、白く滑らかな手でイルザの手を握った。

「カリーナ。イルザに軽々しく触れるな」

「触れるだけで怒るなんて。狭量な人ね」

　不機嫌そうにアーベルが言うと、ふふっと小さく笑い声をあげながら、カリーナは肩を竦めて見せた。

「お兄様はアーベルは昔に比べたら寛容になったって、仰おっしゃっていたのに」

「……ハンネスはどうした？　一緒じゃないのか」

「お義姉さまが急に体調を崩されて、付き添われているわ」

「ひとりで来たのか？」

「ええ。欠席しようとも思ったのだけれど……」

　周囲に聞かれたら困る話なのだろうか。

「お誘いを断ったことで、おかしな噂をされるのも困るから」

　カリーナはアーベルにそっと近づき、声を落とし言った。

　カリーナの白く細い指が、アーベルの腕に添えられている。

　親密げなカリーナのその仕草は、イルザよりも周囲の方が敏感に反応した。

　ただでさえ集まっていた衆目が、下世話な色を帯びる。

　恵まれた容姿のせいで人の目に慣れている二人は気づかないのかも知れないが、イルザは落ち着かないし、居た堪れない。

　二人から離れることはできないだろうか。

　思案していると、カリーナのすみれ色の瞳がイルザに向けられる。

「イルザさん。少しの間、アーベルをお借りしてもいいかしら」

「ええ」

　どうぞどうぞ、と思いながらも、控えめな微笑を浮かべ、イルザは頷く。

「駄目だ。イルザをひとりにできない」

「ここで待っているから、平気よ。アーベル」

　うだうだ言わずに、さっさと行って欲しい。

　長引くほど、周囲の好奇な視線は熱を帯びるのだ。

　イルザは心の中で、しっしっ、と夫を追い払う。

「一曲、踊るだけよ、アーベル。それくらい付き合ってくれてもいいでしょう」

　カリーナが憂いを帯びた声で、アーベルに乞こう。

　アーベルは眉間に皺を寄せながらも、彼女の白い手を取った。

　良い子で待ってて、と。

　まるで幼子に言って聞かせるような言葉を残し、アーベルは広間の中央ヘと、カリーナと共に向かう。

　イルザは二人の後ろ姿を黙って見送った。

（……まるで、一対いっついの人形みたい……）

　近くで見たときも思ったが、遠くから見ると、より一層そう感じた。

　類たぐい稀まれな美貌もだが、瞳と髪の色合いのせいだろうか。二人はよく似ていた。

　アーベルの父親は現王の弟だ。

　血縁関係にある二人が似ているのは奇妙なことではないが……カリーナの実兄であるハンネス王太子は、二人とは違う容姿をしていた。

　そういえば、王族の中に銀髪の人はいなかった。紫色の目の者もいない。

　珍しい。特別な色合いを持っているからだろうか。

　身を寄せ合いダンスをする二人には、誰も割り入ることができないような、特別な何かを感じてしまう。

　イルザが感じることを、みなも思っているのだろう。

　二人にうっとりとした視線を向けた者たちの何人かが、ちらちらとイルザに視線を向ける。

　その眼差しには、少しばかりの同情と嘲笑ちょうしょうが含まれていた。

　アーベルの婚約者として、妻として。社交界の一員になってから、何度も似たような視線を向けられた。慣れている。特に今更傷つきもしないが、ひどく疲れる。

　しかし、ここで心のままに、暗い顔や、疲れた顔を見せるわけにはいかなかった。

　社交界へ愉快な話題を提供するのは嫌だったし、一応は次期公爵夫人である。

　どれだけ面倒だったとしても、淑女としての仮面を被り続けなければならない。

「美しいとは思いませんか」

　ささやかな矜きょう持じを胸に、寛容な妻像を頭に描きながら、次期公爵夫人を演じていると、背後から声を掛けられた。

　夜会の主催者、ベントレー侯爵が立っていた。

　お茶会で知り合う機会がある淑女はともかく、紳士には疎うとい。

　名前は知っていても、顔が一致しないことも度々あるイルザだったが、侯爵の顔は知っていた。彼はこの夜会の主催者というだけでなく、王の信頼が厚い臣下であり、宰相職に就いている有名人だったからだ。

　イルザの記憶はおぼろげだが、結婚式にも列席していたし、客人として公爵家に訪ねて来たこともあった。

　顔見知りとはいえ、突然話しかけられたことを不審に思いつつも、イルザは丁寧に礼をした。

「美しいものは、美しいものと共にいてこそ、価値がある。あなたはそうは思いませんか？」

　侯爵は薄っすらと笑み、熱心な眼差しを、カリーナとアーベルに向けていた。

　イルザは曖昧な笑みを浮かべて見せた。

（……嫌み……なのかしら。それとも……自じ虐ぎゃく？）

　ベントレー侯爵は四十代前半で、妻を五年前に亡くしていて――カリーナの再婚相手候補であるとアーベルが言っていた。

　中年の割には引き締まった体つきをしていて、顔立ちもそこそこ整っていたが、頭髪がやや……いや、ずいぶん寂しい。

　カリーナの横に並ぶには勇気がいるに違いない。

　アーベルの妻としての立場に苦労しているイルザは、侯爵の気持ちがわかる。彼に同情心を抱いた。

　イルザには侯爵にはない若さがある。しかし、侯爵には地位がある。髪はないが。

　より価値がないのはどちらだろう、などと、くだらないことを思っていると、カリーナの細腰に手を回しているアーベルと目が合った。

　曲が終わるのと同時に、大股でこちらへ向かってくるアーベルの紫の瞳は仄暗い。

　イルザは心の中で溜め息を吐いた。







「ベントレー侯爵と何を話していたの？」

　あの後、アーベルは大人の対応でベントレー侯爵と言葉を交わしていた。

　なので、終わったこととして処理されたのだと思っていたが、どうやら違ったらしい。

　夜会帰りの馬車の中で、アーベルは嫉妬心を露に訊いてきた。

「……何、って……」

　何だったのだろう。

　アーベルとカリーナの賛辞なのはわかるが、何のためにイルザの前で二人の価値を褒め称えるのか謎であった。

　お互いに苦労しますね、と気持ちを分かち合いたかったのだろうか。

「カリーナ様とあなたが、お似合いね、って。そういう話をしていたのよ」

「お似合い？　僕と、カリーナが？」

「あなたこそ。他の令嬢たちに対する態度と、カリーナ様への態度、違うのね。従姉妹だから？　親しく見えたわ」

「……イルザ。それは、やきもちなの？」

　アーベルが照れくさそうに言う。

「やきもちなの？　嫉妬してるの？　僕がカリーナとダンスしてるの見て、寂しくなったの？　僕が取られちゃうって思ったの？」

　弾んだ声で矢継ぎ早に問い掛けてくる。

「……嬉しそうね」

「イルザ、僕の心はイルザのものだよ。君が僕の心が欲しいなら、今すぐ僕の心臓を取り出して君に捧げるよ。浮気を疑うなら、僕の性器を切りとって君に贈るよ」

「やめて。そんなもの、いらないから。怖いこと言わないで。あと、普通に気持ち悪い」

　暑苦しい愛情を向けられて、二人に対し、嫉妬というか疎外感のようなものを感じていた自分が馬鹿らしくなった。







　それから何度か、イルザはカリーナと会った。

　夜会でも会ったし、お茶会でも会った。

　美しく聡明な王女を社交界が受け入れないはずがなく、会うたびに取り巻きが増えているようだった。

　長い間、辺境領で暮らし、王都を離れていたとは思えないほど、彼女は社交界に溶け込んでいた。

　横柄なところはなく、気さくなカリーナは、会うたびに親しくイルザに声を掛けてくる。

　けれど、イルザは彼女と親しくならないよう会話に気をつけ、距離を置くようにしていた。

　アーベルに交友を禁じられたわけではないし、彼女のことは苦手でも嫌いでもなかった。

　ただ――周囲の目が気になった。

　カリーナの再婚相手としてベントレー侯爵のほかに、アーベルの名が囁ささやかれるようになっていたからだ。

　既婚者のアーベルが候補になるのはおかしい。

　アーベルに訊ねて嫉妬をしていると喜ばれても困るので、イルザは義母にそれとなく、その噂について訊ねた。

　王宮で二人でいるのを見かけた噂好きの人たちが、面白おかしく話を広げているだけだと、義母は言った。

　王宮で二人でいるのか、とざわりとした不快感が胸に込み上げてくる。

　しかし、結婚生活の中で鬱陶しさが僅かに改善されつつあった夫が、最近また鬱陶しくなってきていた。

　浮気しているようには思えなかった。

　そんな頃――。公爵家にカリーナが訪ねて来た。









■理由




『カリーナ王女がお見えになっています』

　メイド長からそう伝えられ、イルザは慌てて客間に向かった。

　アーベルは仕事で居ないし、義母と義父は二人して旅行中である。

　執事までもが出払っていたため、イルザ以外に応対する者がいなかった。

　客間に通されていたカリーナは窓辺に立ち、公爵家の庭を眺めていた。

　夜会のときと同じ色合いの紺色のドレスを着ている。地味な装いであったが、夜会時には纏めていた銀色の髪を、今日は下ろしていた。

　佇たたずんでいる姿は、絵画から抜け出したかのごとく完璧に美しかった。

「突然、訪ねてごめんなさい」

　イルザに気づいたカリーナは、小さく頭を下げ、詫わびてきた。

「いえ……あの、アーベルは不在で……」

「知ってるわ。あの人、仕事でしょう？　今日はイルザさんに会いに来たの」

「……わたしに、ですか？」

「ええ」

　カリーナはすみれ色の瞳にイルザを映し、薄桃色の唇を微笑ませた。

　メイドが入ってきて、お茶の準備を始めた。

　イルザはカリーナに座るよう勧め、テーブルを挟んで向かい合う。

（何の用なのだろう。……例の噂のことだろうか……）

　メイドがドアを閉め出て行くのを確認し、口を開こうとすると、カリーナの方が先に話を始めた。

「王都に戻って来てからずっとね、あなたとお話したいって思っていたの。夜会ではアーベルがあなたに付きっ切りだし、お茶会では叔母おば様がいるでしょう？　それに他の方の目もあるし。突然来て、驚かせてしまったかもしれないけれど、あなたと二人きりになるには仕方がなかったの」

　そこまでして二人きりになり、したい話というのは何なのだろう。

　一応、愛想良く笑みを浮かべてはいたのだが、カリーナはイルザが不信感を抱いていることに気づいたようだった。

「まだ出会ったばかりですもの。私のこと信用できないかもしれないけれど……私、あなたの力になりたいの。あなたを救って差し上げたいのよ」

「……救う？　……ですか」

　意味がわからず見返していると、カリーナは慈愛のこもった笑みを浮かべた。

「あなた、アーベルのこと愛してはいないのでしょう？　結婚も無理強いされたのではなくて？」

「は？」

　イルザは思わず、ぽかん、と口を開けてしまった。

　確かに、脅されて結婚したようなものだし、アーベルへの想いは、友情や同情や打算や妥協や諦めなど、様々な想いが混じり合っている。『好き』なのは確かだが、果たしてそれが純粋な『愛』なのかどうかは、イルザ自身、未だにわからないでいた。

　しかしカリーナの言いたいことと、イルザの心や感情は、似ているようで少し……いや大分違った。

「いえ、あの。わたしは」

「あなたに協力してあげる。私がアーベルから、彼の執着から、あなたを逃がしてあげるわ」

　鬱陶しいと思うことは日常茶飯事で、逃げたいと思ったことは数え切れないくらいある。

　けれど、やはり。

　カリーナの『逃がしてあげる』とイルザの『逃げたい』は、全く違うものだ。

「あの……カリーナ様。どうしてそのようなことを仰られるのかわからないのですが、わたしは結婚生活に、それほど不満はありません」

　鬱陶しくなるときはあるけれど、割とまあ、幸せだ。

　イルザの言葉を耳にしたカリーナは、一瞬真顔になったものの、再び唇を緩ませた。

「可哀相な人……。イルザさん、あなた、洗脳されているのよ」

「……は？　せ、洗脳……ですか」

　たとえば、二着ドレスが用意されている。

　青いドレスと紫のドレスがあって、青いドレスが着たいとする。しかしアーベルは、紫のドレスを執拗しつように勧める。喧嘩をしてまで、青いドレスを着なくてはならない理由もないので、仕方ないな、と諦めることがある。それと似たようなことは度々あった。

（あれはもしや、洗脳の類なのだろうか。いや、何となく、違う、気がする……）

　戸惑うイルザに構わず、カリーナは流暢りゅうちょうに話を進める。

「でもね……アーベルを恨まないであげて欲しいの。彼だってどうしようもないことなのよ。普通の人より深く愛することも、執着することも、依存してしまうことも。そう生まれついてしまったのだもの。犠牲になってしまったイルザさんは災難でしょうけど」

「は……はぁ、そうですか」

　間の抜けた返答になってしまったうえに、イルザはつい、カリーナに対し、この人危ない人なのかも、という疑いの視線を向けてしまった。

「……私のこと、おかしな人だと思っているのね」

「あの、いえ、そういうわけでは、ないのですが……」

　カリーナの問い掛けに、はいと正直に答えたりはできない。

　語尾を小さくさせながらも、イルザは首を振って否定した。

「仕方がないわ。何も知らされていないのですもの。……可哀相なイルザさん。私、あなたにとても同情しているの。そして……あなたを救って差し上げたいって、心の底から思っている。……私の夫……私の亡くなった夫も、あなたと同じように苦しんでいたことを知っているから」

　カリーナは口元に微笑を浮かべていた。

　しかし、眼差しからは穏やかさが消えている。

　魅惑的なすみれ色の双眸は、仄暗くイルザを見つめていた。

「昔から王家の血をひく者の中に、時折、異常な性質を持つ子どもが、生まれることがあるの。先祖返りとも言われてるけれど本当のところは、わからないわ。容姿と才能には恵まれているけれど、心が弱く依存心が高い。偏執的で、恋人や配偶者には異常なほど執着する。平気で犯罪を犯す者もいて、かつては、王家の名に傷が付くのを怖れて、地下牢に閉じ込められ、生涯を終えた者もいたらしいわ」

　カリーナは急に、荒こう唐とう無む稽けいな話を始めた。

「私たちは生まれた時代を感謝すべきね」

「……わたし、たち？」

「私とアーベルよ。王族でありながら、王位継承権を与えられないくらいで、今はこうして、何不自由なく生きていけるのだもの」

　カリーナはさらりと言った。

　荒唐無稽な話の登場人物。異常な性質を持つ者が、目の前の王女と夫だと教えられても現実味はない。

　けれども――アーベルのおかしな行動の数々に理由があったと、そう言われると、納得する部分もあった。

「遺伝の、病気ということですか……？」

「……そうね、まあ、一種の病気みたいなものだし、そういうことになるのかしら。私もだけれど、アーベルも両親に似ていないでしょう？　異質な子は銀色の髪に紫の目をして生まれるの。だから、先祖返り説があるのかもしれないわ」

　王も王妃も王太子と同じような髪と目の色をしていた。紫の目でも銀色の髪でもない。

　アーベルの両親である義父は亜麻色の髪に栗色の瞳。義母は金髪碧眼へきがんだ。

　確かに、アーベルたちは血が繋がっていることを疑ってしまうくらい、両親と違っていた。

　髪と目の色だけではない。

　王族の者の多くは美形揃いであったが、アーベルとカリーナの容貌に彼らの面影はない。二人は異質なほど完璧に美しかった。

　――どうしてアーベルは、こんな鬱陶しい性格をしているのだろう。

　幾度となく疑問に思ってきた。

　けれど、想像もしていなかった答えを知らされて、イルザは戸惑う。

「この話も、信じられないかしら？」

「……そういう、わけではありませんが……あの、それは、国の重要な秘密なのではありませんか？」

　王族に時折、精神が不安定な者が生まれて、地下牢に幽閉されていたなど、人道的な意味で国民から批判されてもおかしくない。

　自分などに話しても大丈夫なのか、そう問い掛けると、カリーナはくすっ、と声を出して笑った。

「地下牢の話は大昔のことよ。もともと秀でた才能があるから、利用する方向になってずいぶん経つわ。アーベルだって、普通に王宮で役職に就いているでしょう？　それに、王家の、あくまで一族間の話ですもの。国民はそこまで興味を持つかしら。公になって、醜聞になったら困りはするでしょうけど。……でも、そもそも、あなたはこの話を他の人に喋ったりはしないでしょう？」

「……はい」

　イルザが頷くと、カリーナはテーブルの上に置かれていたカップを手に持ち、優雅に茶を一口飲んだ。

　カチン、と。

　ソーサーにカップを置く音が妙に大きく聞こえた。

「王族だけでなく、王族に近い者の間では公然の秘密なの。当然、公爵夫妻も、アーベルも知っているわ。……あなたのご両親はどうかしらね。もしかしたらご存じかもしれないわ。あなたをアーベルに差し出したのだから」

「……どういう、意味ですか……？」

「言葉通りの意味よ。私はね、十歳のときに何人かの候補の男の方と会って、辺境伯を夫に選んだ。アーベルもそう。何人かの婚約者候補の中から、あなたを選んだ。私たちはね、愛情が普通の人より激しいの。異常な執着を持つ私たちが、万が一、身分の低い者を愛してしまい、駆け落ちなんてことをしでかしたら困るでしょう？　だから、幼いときに私たちが愛すに相応しい相手に出会わせるの」

　大げさに言っているが、普通の貴族間の婚約と何ら変わりはない。

　身分の釣り合いが取れている者同士を会わせ、意気投合すれば、婚約する。

　何ら、おかしなことではない。何も、おかしなことではないが――。

　イルザはアーベルと初めて会ったときのことを思い出した。

　アーベルは公爵家の『ごたごた』でイルザの家に預けられていた。

　結局、その『ごたごた』が何であったのかは知らされないままで……アーベルを迎えに来たとき、義母はなぜかイルザを見て感涙して、この子をよろしくね、と何度も繰り返していた。

　胸の奥が重く苦しくなった。

　普通の婚約のやり方と同じ、と思おうとするが、胸の奥が、ぎちぎちと掌てのひらで握られているかのように、重く、痛い。

「私は夫と出会い、夫に恋をして、彼と結婚した。私は夫を心から愛していたわ。でも……夫は他に好きな人がいたの。父から言われて断れなかったんですって。……私は、それが許せなかった。でも、夫が亡くなり、気づいたの。私の愛は重いだけで、夫には苦痛でしかなかったのだって。今更だけど。だからこそ、アーベルには間違って欲しくないし、イルザさんのことは救いたいと思ったの」

「……救う？」

「ねえ、イルザさん。アーベルの執着は重いでしょう？　あなたに彼を受け止めることはできないわ。ただ苦しいだけ。でも、私なら……彼と同じ私なら、アーベルの気持ちをわかってあげられるの」

　イルザは彼女の言葉に何と返せばよいのかわからず押し黙る。

　心から愛していた夫を亡くしたばかりだとは到底思えないほどに、カリーナは愉快げな笑顔を浮かべて、イルザを見つめていた。

「しばらく考える時間も必要ね。あなたにとって……いえ、あなたたち夫婦にとって何が最善なのか。イルザさんだけじゃない。アーベルのためでもあるのよ。心が決まったら、私に会いに来て。アーベルのことは心配しなくていいわ。しばらくあなたと会えなければ、何が正しいのかきっと気づくわ。だって、私だけが、彼の理解者なのだもの」

　カリーナは言いたいことを言い満足したとばかりに、立ち上がった。

　イルザは重い心のまま、王女を丁重に見送った。







　アーベルが普通と違うことはイルザも嫌というほど知っていた。

　心が弱く依存心が高いのも。偏執的なのも。異常なほどの執着も。

　幼少の頃、何かトラウマになるようなことでもあったのだろうか、と思ったことだってあった。

　だからそれが、王族の血のせいだと――。

　信じがたい話なのは別として、理由があったことに対しては、驚きはしたが受け入れることはできる。

　血のせいで異質になっているのならば、あの性格は永遠に治らない。そのことに少し落胆はしたけれど。

　釈然としないのは……。心が重く、苛立たしいのは、カリーナがアーベルと同じ性質で、彼を理解できるのは自分だけ。そう言われたこと。

　そして、最初から、出会いのときから、仕組まれていた。そんな風に感じること。

　アーベルと出会ってからずっと、悩んだり困ったり、妥協したり。色々なことがあって。それら全てが、自分の知らないところで、他の誰かに決められていたかのような不快感があった。

　両親は知っていたのだろうか。

　イルザが苦労すると知っていて、アーベルと出会わせたのだろうか。

　義父や義母は当然知っていたはずだ。

　知っていて、イルザにアーベルを押し付けたのだ。

　考えれば考えただけ、もどかしさと怒りが、ふつふつと湧いてくる。

　怒りのまま両親に真偽を問い質ただそうかとも思ったが、兄嫁は臨月で、実家である伯爵家は今、幸せに満ち満ちていた。そんな中、乗り込んで不穏な感じになるのは気が引ける。

　義父たちは旅行中だ。

　そして……仮に、たとえここに居たとしても、彼らに怒りをぶつける自信がイルザには正直ない。

　婚約期間中から、彼の両親、とくに義母はイルザにとてもよくしてくれた。結婚してからは本当の母のように接してくれた。

　もしかしたらそれらの行為の全ては、イルザにアーベルを押し付けた罪悪感からくるものなのだろうか。

　そんな疑惑を抱いてしまう自身を恥ずかしく思うくらいに……イルザは義母を信頼してしまっていたし、傷ついた顔を見たくはなかった。

　だから――。

　イルザが怒りをぶつける相手は、一人しかいなかった。







「イルザ、どうしたの？　そんな怒った顔して」

　アーベルが帰ってくるのを待ち構えていたイルザは、メイドたちが彼を迎え入れるより先に、話があると言って、私室へ連れ込んだ。

　二人きりになり、イルザのいつになく苛立った顔に気づいたアーベルは、驚いた風に目を瞬かせた。

「今日の昼、カリーナ様がうちにいらっしゃったの」

「カリーナが？　……二人きりで会ったの？」

　誰もいなかったから自分が応対するしかなかった、と言うと、アーベルは不快げに眉を寄せた。

　男性ならともかく、女性である。いいかげん見当外れな嫉妬は止めて欲しい。

「アーベル、あなたがそんな風なのは、王族の血の……よくわからない遺伝のせいだっていうのは本当なの？」

「カリーナから聞いたの？」

　アーベルは僅かに眼差しを揺らしただけで、否定せず訊いてくる。

「カリーナ様もあなたと同じだって、そう言ってたわ」

　イルザは思案するように口を閉ざしたアーベルを睨み上げた。

「……どうして、わたしに黙っていたの？」

「……別に、言う必要があると思えなかったから。僕はイルザを愛していて、婚約して結婚をした。君がそのことを知ったところで、何も変わらないし、同じことだよ」

「同じじゃないわよ！　……幼い頃から周りが知ってたってことは、みんなで、寄ってたかって、わたしに、あなたを押し付けたってことでしょ！」

「押し付けたって……僕を不要物のゴミのように言わないで」

　捨てればそれで終わりにできるゴミの方がまだマシよ、と言いかけるがやめる。

　腹が立ち苛立っていても、言ってはならないことは、決して口に出してはならない。

「アーベル。あなた、わたしじゃなくったって、本当は、良かったんじゃないの？　わたしである必要があったの？」

　ともに成長するなかで、イルザへの執着やら依存心やらが芽生えていった。そう思っていたので、今までそれほど疑問には思わなかったし、仕方ないことだと諦めてもいた。

　しかし、最初から執着やら依存心やらがあって、それを向ける先を選ぶだけだったなら、イルザである必要はなかったはずで。

　今まで、アーベルと過ごしてきた日々が、耐え忍んできた日々が、全部馬鹿らしくなってくる。

「イルザ。僕にはイルザだけだよ。他のことはともかく、僕の想いだけは疑わないで」

　アーベルは瞳を潤ませ始めた。しかし、ここで折れるわけにはいかない。

「でも他にも婚約者候補がいたんでしょ！」

「……君と初めて出会う前に、他の令嬢と会いはしたよ。でも、僕が好きになったのはイルザだけだ」

「依存してるだけじゃないの？　執着先が欲しくて、そこに都合良く、わたしがいたからってだけじゃないの？　本当に、ちゃんと、わたしのこと愛してるの？　わたしのどこが好きなの？　……アーベル！　怒ってるんだから、嬉しそうな顔しないで！」

　問いを重ねるうちに、涙目はそのままに、顔を緩ませ始めたので、イルザは声を荒らげた。

「だって……わたしのどこが好きなの、って。イルザが可愛いすぎるから……」

「アーベル」

「ごめん……。黙ってたのは、王族の血のせいだって……そんなこと言ったら、イルザに怖がられたり、気色悪がられたりするのが怖かったから……僕は本当に、イルザだけなんだ。依存とか執着とか……僕は、わからないよ。……ただ、君に傍にいて欲しい。それだけなんだ。君が愛しくて、どうしようもない。イルザ、好き。愛してる……」

　アーベルは真剣な口調で言って、イルザの体をそっと抱き寄せた。

　愛情を示されたからといって、蟠わだかまりは消えやしない。

　もやもやしたものが胸の奥で、ぐるぐるうねっている。

　押し退のけようかとも思ったが、抱きしめる腕の力はイルザに触れるのを怯えてるかのように弱々しい。

　そのうえ鼻をすする音が聞こえてきた。

　泣き落としも洗脳の一種なのかもしれない。

　イルザはこれ以上、怒ることが馬鹿らしくなり、小さく息を吐き、逞しい胸に体を預けた。

「……カリーナ様……あなたの気持ちを、わかってあげられるって言っていたわ。あなたを理解できるのは私だけって……そう、言ったの」

「……カリーナは自分の夫が亡くなって、頭がおかしくなってるんだ」

「でも、アーベル」

「イルザ、愛してる。僕は君だけがいればいい。ずっと、ずっと、傍にいて」

　イルザの言葉を聞きたくないとばかりに、アーベルが畳みかけるように愛を告げてきて、唇を重ねてきた。

　カリーナは、何が最善なのか、しばらく考える時間も必要だと言っていた。

　彼女の言う通りだ。

　今日知ったことばかりなのだ。

　釈然としない気持ちに折り合いをつけるには、もう少し時間が掛かる。

　でも――。

（でも、アーベル……あなたがいくら愛してるって言っても。わたしを愛してくれても。わたしはあなたと同じだけの想いは……返せない……）

　イルザは普通で……いや、アーベルとの付き合いで妥協を覚えた結果なのか、やや薄情よりな性格だ。

　夫と毎日べったり一緒だと鬱陶しく感じるし、一人の時間が欲しい。

　アーベルがもし、自分以外の人を愛したとしても、傷つくだろうし落ち込みはするだろうが、自害したりはしない。

　アーベルと同じような『愛』を、彼に対して抱けないし、彼以外にも……たとえこの先、他の男性を仮に好きになることがあったとしても、執着や依存のような愛は抱きはしない。

　昨日まで、それが普通だと、当たり前だと思っていた。

　同じように想い合えないことも、別におかしなことではないと思っていた。

　けれど、今日カリーナと会い、イルザはその普通のことが、正しいのかわからなくなった。

　カリーナは救ってあげると言っていたが、イルザは彼女に救いを求めてはいない。

　彼女の言葉を丸っきり信用しているわけではなかったが――カリーナの存在は、イルザの心を激しく揺らし、迷わせていた。









■執着




　貪むさぼるように抱いてしまったせいだろう。

　イルザはぐったりと力をなくし、目を閉じてしまっていた。

　アーベルは名残惜しかったが、意識を失っても、にちにちと締め付けてくる膣肉から陰茎を抜いた。

　ぽかりと、アーベルのかたちにひらいていた空洞が戦慄わななき、少しして、とろりと白濁を吐き出した。

　淫いん靡びな光景に陰茎が再び熱くなったが、流石に、これ以上してしまったら、怒られるだろう。

　アーベルは高ぶりを誤魔化すように、イルザの柔らかな体を抱き寄せ、横たわる。

（早く、子どもができればいい）

　イルザの胎はらを撫でながら、アーベルは思う。

　結婚したときは、イルザの関心が子どもに奪われるのが嫌で、しばらくは二人でよいと思っていた。

　しかし、今は彼女を引き止めることのできる、確かなモノが欲しかった。

『でも、アーベル』

　イルザがあの後、何を言おうとしたのか。

　アーベルは考えたくなかった。




　翌日。アーベルはメイド長を呼び出して、カリーナが来た経緯を聞いた。

　イルザと二人きりで話すことを、メイド長は断ったらしいのだが、アーベルに許してもらっている、とカリーナは言ったという。

　許した覚えはないので、全くの出で鱈たら目めである。

　そうまでして、イルザに会い、何を言ったのか。本人に問い質すため、アーベルはいつもより早めに屋敷を出た。

　王女であるカリーナに会うには手順を踏まなければならない。

　王太子づての方が手っ取り早いだろうと、アーベルはハンネスの執務室に行った。

　そこでアーベルは沈痛な表情を浮かべた王太子から、カリーナについて『あること』を聞かされた。




　王宮の東側にある庭園の四阿あずまやで、アーベルはカリーナと会った。

　密室で二人きりになるのを厭いとうのか、カリーナはアーベルと会うときは、いつも室内ではなく屋外を指定してきた。

　そのせいで、カリーナとの間に不愉快な噂が立っているのを耳にしていたが、従姉妹とはいえ王女である彼女を無下に扱うことはできず、呼び出されたら大人しく応じていた。

（いや……同情もあったのかもしれない）

　夫が亡くなったカリーナに、自身を重ね合わせていた。

　イルザを失ったら、アーベルはきっとその喪失感に耐えることなどできない。

　自分と同じだと……幼い頃から聞かされていた従姉妹をアーベルは哀れに思っていた。

「怖い顔。そんなに私がイルザさんに会ったのが気にいらないの？」

　カリーナは冷たく見据えるアーベルに肩を竦めてみせた。

「イルザに何を話した？」

「彼女が知っていて当然のことを話しただけよ。あとはそうね……救ってあげるって言ったわ。あなたの重たい執着から」

「……救ってあげる？　余計なお世話だ」

「だって、あなたに依存されて、執着されて。彼女、可哀相よ」

　今までも、しつこく言い寄って来る女を腹立たしく思ったことはある。しかし、殴りつけたいとまで思ったのは初めてだった。

　睨み付けていると、カリーナは何が面白いのか、声をあげて笑った。

「全てを捧げて、愛して。唯一だと誓って、夫婦になったとしても。満たされることはないのよ、アーベル」

「……満たされないから。だから、自分の夫を殺したのか」

　王太子から聞いたばかりの『あること』を言うと、カリーナは笑みを深くさせた。

「私、降嫁してすぐの頃から、あの人に女がいること、知っていたの。夫婦になったとはいえ、私は幼いし、仕方がないって。私、許してあげていた」

　カリーナは淡々と語り始める。

「夫は優しかったわ。国王命令で結婚しただけなのに、私の束縛や依存にも、いつも穏やかに、優しく応えてくれた。二年くらい前かしら、夫とその女との間に子どもがいるって知ったの。私は彼に、女とは二度と会わないでって頼んだわ。でも、彼ね、私のことは大事に思っているけれど、そういう対象には思えないって。私と出会う前からの恋人だから、女を捨てることはできないって言ったの。私のことは、これからも妻として尊重し、妹のように大切にするって、そう言うのよ。優しい人……優しくて、愚かで、残酷な人だった」

「……許せなかったら、すぐに殺せば良かっただろう？　なぜ二年も待った」

「アーベル。そういう駆け引きは私、好きではないわ。お兄様に聞いているのでしょう？　お父様に頼まれたから、殺したの。本当は……頼まれるまでは、殺すつもりなんてなかったのよ。だって、あの女と子どもは、もう、いなかったのだから」

　夫の愛人と子どもを、脅して、どこか遠くへやったのか。

　この女の嫉妬を恐れ、辺境伯が逃がしたのか。

　それとも――。

「お父様に頼まれたときも、最初は断ったの。愛する人を殺すなんて考えられなかった。何とかお父様との間を取り持って、彼を助けたいとすら思っていたわ。でもね……ある日、気がついてしまったの。あの人の、私を疑うだけでなく、怯える目に……そうしたら、もう、止まらなかった」

　長きにわたり国の要を担ってきた辺境伯は私財を溜め込んでいたという。

　それだけでなく、領地にある銀山の所有権を巡って国と争っていた。　

　カリーナが辺境伯の嫡子を産むことで、状況の好転を期待してはいただろうが、最初から、辺境伯の排除を予定して、降嫁させたのではないはずだ。

　降嫁して数年で関係が悪化したのか、辺境伯のカリーナへの冷遇を王家への侮辱だと考え、それがきっかけとなったのか。

　王は辺境伯の首を挿すげ替えることを決めた。

　辺境伯が亡くなったすぐ後、嫡子がいないこともあり、宰相のベントレー侯爵の弟が、新たに辺境伯に任命された。

　前もって準備していたかのような円滑な交代劇に、ハンネスは疑いの目を持ち、自身の手のものに探らせていた。

　王女付きの侍女は、ハンネスの尋問にあっさりと口を割ったという。

　カリーナも悪びれた風ではないことから、王や宰相側の者たちは、最初から王太子やアーベルには隠すつもりはなかったのだろう。

「病気に見せかけるために、毎日、少しずつ、食事に毒を入れたの。日に日に弱っていくあの人を見るのは悲しかったわ。だけどね、アーベル。息絶えたあの人を見たとき、私、満たされたの。これで、あの人は私だけのものになったと、心の底から実感したの。もう、彼が私から離れていくことに、怯えなくていいって」

　カリーナはすみれ色の瞳を昏く煌めかせ、言う。

「一人で勝手に満たされていろ。僕には関係ない。イルザにも金輪際こんりんざい、関わらないでくれ」

　アーベルは切り捨てるように言い返す。

　辺境伯が亡くなったことは、国益にはなるだろう。

　しかし長年にわたり、国境を守ってきた一族の首が挿げ替えられたのだ。

　領民の反発もあるだろうし、隣国との関係も揺らぐ可能性がある。

　長い目で見れば損失の方が大きいように感じられた。

　だが、だからといって、今、王の姦計かんけいを暴けば国家を揺るがす事態になり兼ねない。

　ハンネスもそれがわかっているから沈痛な面持ちをしていたのだろう。

　アーベルが仕える次期君主は、責任感だけでなく、正義感も強い男だった。

　しかしアーベルには責任感も正義感もない。

　国の将来を案じはするが、カリーナが夫を殺していようが、夫の愛人、子ども殺していようが、どうだって良かった。

　この女と関わりたくないし、イルザとも関わらせたくない。

　アーベルの願いはそれだけだ。

　立ち去ろうとするアーベルの腕を、カリーナが掴んだ。

「離せ」

「関わるなって酷いわ。私たちは同じでしょう？　あなただけが私の気持ちを理解できるし、あなたを理解できるのも私だけなのに」

「……それを、イルザにも言ったのか？」

「ええ。彼女、今頃迷ってるでしょうね。私の方があなたに相応しいかもって。そもそも彼女、あなたのことそれほど愛してもいないのでしょう？　彼女、あなたから離れようとするんじゃないかしら」

「……いったい何がしたいんだ？　何が目的なんだ？」

「私は愛する人に裏切られて失ったのに、あなたは幸せそうなんですもの。そんなのずるいわ」

　カリーナは拗ねたように言った。

「お前……頭がおかしいだろ」

「おかしいわよ。知らなかったの？　というか、あなた、自分がおかしいって、知らなかったの？　まるで自分は違うと言いたげだけど、あなたも私と一緒よ。離れていく彼女を許したりできない。イルザさんはあなたと別れたら、すぐに別の男を好きになるわ。そうして子どもができて、幸せに年をとっていくの。あなたではない男の傍で。想像してみて。あなたは、許すことなんてできない。彼女が離れていくことを絶対、許せない」

　紫の双眸の中に、アーベルは自身を見つける。

　それが、ひどく怖ろしかった。

「きっと、そのときになったら、あなたは私と同じことをする。アーベル、そうして、初めて私たちは満たされるの」

　違う、と。そんなことするわけがないと言いたかった。

　この女ほど、異常ではない。愛する人を……イルザを殺して満たされたりなんてしない。

　そう断言したいのに、彼女に捨てられることを想像しただけで、頭がおかしくなってしまいそうになる。

　動けなくなったアーベルの腕に、カリーナの白い指が触れる。

「あの人とはわかりあえなかった。けれど、たとえ愛ではなくとも、あなたとなら、わかりあうことができるわ。アーベル。私、あなたを救いたいの」

　自身と同じ間違いを犯さないよう、愛するものを殺さないことを、『救い』と口にしているのではない。

　自身と同じ罪を犯すことが、アーベルの『救い』になると言っている。

　カリーナの白い指が頬に触れる。

　女の指は冷たく、アーベルを見上げる瞳は澱よどんでいた。







　イルザと初めて会った日のことはよく覚えている。

　黒い目をまん丸にして驚いていた女の子。

　可愛い、と。

　女の子はそう言って、アーベルの顔や髪に無邪気に触れてきた。

　両親と似ていない容姿を幼いながらに気にしていたアーベルは、顔立ちや瞳の色を褒められることが好きではなかった。

　けれど、女の子に綺麗、とか可愛い、と言われると、胸の奥がどきどきして、ほんわりと暖かい気持ちになった。

　無邪気さが消え、女の子は……イルザは蕾が花開くように、たおやかな女性へと成長していく。

　怒ったり、呆れたり、喜んだり。嘘だと丸わかりの演技をしたり。

　イルザの仕草のひとつひとつがアーベルを魅了した。

　そして彼女を好きになり愛おしく思うのに比例するように、胸の奥からじっとりとした感情が生まれてきた。

　愛しくて可愛い彼女が、自分の知らないところで誰かに傷つけられていやしないか。危ない目にあってはいないか。

　そして、アーベルのことを嫌いになって離れていったらどうしようと。

　彼女を大切に思えば思うほど、アーベルは不安になった。

　十四歳の誕生日、アーベルは母から、自身の異質な血について教えられた。

　自分が人とは違うことを何となく感じていたアーベルはさほど驚いたり、衝撃を受けたりはしなかった。

　ただ、イルザを想うこの気持ちが、王族の古い血のせいだと、そう決められた気がして不快だった。

　アーベルは一人の女の子を好きになっただけだ。

　彼女のことが可愛くて大切で、傍にいたいだけだ。

　自覚し、自制しなさいと母から言われたけれど、じっとりとしたこの執着を制御することなんてできなかった。

　それどころか、彼女がもし、自分の『おかしさ』を知ったら、離れていきはしないだろうか。

　そう思うと、ただでさえ不安だった心はさらに不安定になり、彼女への執着は強くなるばかりであった。

　イルザがアーベルの執着を嫌がっているのに気づいてはいた。けれど、結局のところ彼女は最後にはアーベルを許し受け止めてくれる。

　寛容なイルザにアーベルは甘え、依存心を強くさせていった。

　永遠に一緒にいてくれるとイルザが誓ってくれ、始まった結婚生活は幸せだった。

　彼女と共に寝て、朝に弱い彼女の寝顔を好きなだけ眺める。

　寝ぼけて甘えるようにすり寄って来る彼女があんまりにも可愛くて、心臓が止まりそうになるくらい胸が締め付けられたのは、一度や二度ではない。

『わたしのどこが好きなの――』

　張りのある長い焦げ茶色の髪も、優しげな面差しも。

　ぽってりした美味しそうな唇も、ふっくらした胸も、滑らかな肌も。

　仕方のない人ね、と髪を撫でてくる、柔らかな手も。少し低めで穏やかな声も。

　アーベルを見て、呆れて溜め息を吐く、その吐息までも。

　どこが好きなのかわからないくらい。なぜこんなに彼女でないと駄目なのか、不思議なくらい。

　どうしようもないくらいに、イルザのことが愛おしかった。

　それが王族の血のせいかなど、アーベルにはわからない。

　もしもイルザがアーベルの想いを疑うならば、体中の血を抜いて試してみてもよいけれど、きっとイルザは嫌がるだろう。




「おかえりなさい、アーベル」

　メイドから帰宅したことを告げられたのだろう。

　穏やかな笑みを浮かたイルザが、アーベルを出迎えに現れた。

　イルザに愛されていないことなど、カリーナに言われるまでもなく、アーベルはとっくの昔から知っていた。

　離れていこうとする心を必死で繋ぎ止めていたのは、アーベル自身だ。

　愛してくれなくてもよいのだ。

　傍にいてくれれば、それで我慢ができる。

（もし、イルザが僕を捨て、離れていこうとしたら――）

　何よりも愛おしいこの女性を、この手で殺してしまうのだろうか。

　そうしたら、彼女を本当の意味で手にすることができるのだろうか。

　彼女を想う底なしのような心が、満たされるのだろうか。

　カリーナの言葉が呪いのように胸の奥に染み渡っていた。

「どうしたの？」

「何でもないよ。ただいま。イルザ、大好き」

　自分はカリーナとは違う。

　イルザを失いたくないだけなのだ。

　不安を紛らわすように、アーベルはその体を抱きしめた。　







　それから、少しの間は今までと変わらない日々が過ぎた。

　カリーナに何度か呼び出されたが、無視をした。

　夜会の誘いはしばらく受けないことにし、付き合い上、断れない場合は、一人で出席した。

　母とイルザにも茶会に行くことを禁じた。

　いつもは外出を禁じると不満顔をするイルザも、カリーナのことがあるからか、どこか安堵した表情を浮かべ、受け入れてくれた。

  カリーナが再婚すれば、煩わしさも不安も消えるに違いない。

　噂になっているベントレー侯爵との縁談が、早くまとまってしまえばよい。

　そうしたらカリーナが王都に出戻ってくる前の、穏やかな日々が戻ってくるに違いない。

　不安を振り払うように、そう思っていたある日の午後。

　王宮の書庫で数人の同僚とともに、議会の書類を纏めていたアーベルは、王太子に呼び出された。

　そして、顰め顔のハンネスから、カリーナがアーベルと結婚したいと望んでいて王の周辺がカリーナの降嫁先をアーベルにするよう動いているという、信じがたい話を聞かされた。

　王は辺境伯のことでカリーナに借りがあり、同情をしていた。

　娘の望む人物を再婚相手にと思ってはいたのだろうが、アーベルは妻帯者である。最初は諦めるよう、カリーナに言っていたらしい。

　しかし、宰相であるベントレー侯爵が王を説得しているという。

　宰相はカリーナの熱心な信奉者になっていた。

　しかし、いくら国王命令だといえ、婚姻関係にある者を本人らの意思を無視し、離縁させることなどできない。

　それに王弟である父も一応は権力を持っているし、黙ってはいない。

　カリーナも無理な話だとわかっているはずだ。

　叶うはずのない無茶な話をして、イルザやアーベルの心を惑わそうとしているのだろう。

「カリーナは危ない。奥方には、しばらく王都を離れていてもらった方がよいのではないか」

　ハンネスはそう言ったが、アーベルは頷かなかった。

　カリーナはイルザがアーベルから離れるよう仕向けているのだ。

　離れて行こうとするイルザを、アーベルが許せず、罪を犯すことを期待している。

　カリーナ自身がイルザに危害を加えるとは思えなかった。

　――よく考えれば……カリーナが辺境伯の愛人に何かをした可能性もあって、ハンネスはそれを知っていて、イルザの危険を訴えていたのに。

　カリーナが自分に対して抱くものは『執着』ではないと知っていたから甘く考え、自身の欲求を優先してしまった。

　どこかで、カリーナとの結婚の噂を耳にしたのだろう。

　イルザは揺らいでいた。そんな彼女と離れることなどできない。アーベルのことを見切り、イルザに、捨てられるような気がした。

　ずっと、一緒だと。

　死が別つことになっても一緒だと誓ったのだから――。

　イルザとずっと一緒にいたい。そのためには、何を犠牲にしても構わないと。誰を傷つけても構わないと。

　アーベルは、そう思っていたのだ。









■大切なもの




　カリーナと会ってから、屋敷に引き篭る生活を送っていたイルザは、アーベルとカリーナの間に再婚の噂が流れていると、義姉に男児が産まれたことを報告しに来ていた母から教えられた。

　イルザに対するアーベルの態度を長年見ている母は、夫が心変わりをしたとは露ほども思っていないらしく、どうして間違った噂が流れているのか知りたいようだった。

　妻がいるにもかかわらず、普通ならありえない噂が広まっている。

　イルザが社交界で自身が軽んじられている証しのように思えた。

　母に余計な心配は掛けたくなかったが、何故かなど答えようがなく、笑って誤魔化すことしかできなかった。

　この流れで問い質すのもどうかと思ったが、せっかくの機会だ。聞かないままなのも鬱々とするので、イルザは母にアーベルとの婚約の経緯について訊ねた。

「今更何を言っているのよ。あなたがずっと一緒にいたい、結婚したいって言ったのでしょう。無理強いはしていないわよ」

　母は、あっけらかんと答えた。

　確かに結婚を望んだのは、両親でもアーベルでもなく、イルザ自身だ。

「そ、それはそうだけど……でも、アーベルが、少し……その、問題のある人だって知っていたのでしょう？」

「最初にあなたたちを会わせたときは知らなかったのよ。知ったのは婚約が交わされる前ね。公爵様は何度もいいのかと確認されていたわ。だから、私も、本当にアーベルでいいのかって何度も、あなたに訊ねたわ。けれど、あなた、何度訊いてもアーベルがいいって言うから」

「それは！　何も知らないし、子どもだったし……」

　もしそのときに、アーベルがおかしいということを教えてもらっていれば、婚約を考え直しただろうか。

　いや、教えられていても、幼い日のイルザは深く考えず、アーベルがよいと言い張っただろう。

「苦労するってわかってるのに。止めようとは思わなかったの？」

「イルザ。よく考えてみなさいよ。男の人って、浮気する生き物なのよ。あなたのお父さまだって、真面目そうに見えるけれど、娼館に通っていたことがあるし、私の兄、あなたの伯父さんはね、愛人が三人もいるの！」

「……それが？」

「あなただけ愛してくれてるのよ。生涯、浮気もしない。素晴らしいじゃない！　そのうえ、美形だし！　家柄も良くて、出世街道まっしぐら！　……まあ最初、聞いてたときはね、あなたに首輪つけたり、監禁したりするのかしらって、一応は心配していたのよ。そうなったら、流石に可哀相だし、公爵様に婚約解消をお願いしようって思ってたの。でも、そんなこと全然ないじゃない。拍子抜けだったわ」

　母の言葉の中には、納得できる部分も確かにあった。

　しかし、釈然としない。

「でも！　わたしの言うこと全然、聞いてくれないし……鬱陶しいし」

「首輪といえば、アーベルの方が犬のようね」

「……は？」

「あなたの後を嬉しげに付いて回って。あなたに名を呼ばれると、すぐに駆け寄って。怒られると、しょんぼりするの。腹が立つなら、アーベルに首輪でもつけたら？　きっと彼、喜ぶでしょうけど」

　喜ばせてどうするのだ。

　イルザのむくれ顔に、母は呆れた視線を向けた。

「イルザ、あなた、彼のことが嫌いなの？　本当は離婚をしたいと思っているの？」

「……嫌いじゃないわ。離婚だって、したくない」

「なら、どうしたいの？」

　イルザが答えられず黙っていると、母は困った顔をして、イルザの肩に手を置いた。

「私がカリーナ様との噂を話したせいね……ごめんなさい」

「違うわ。ただ……これで良かったのか……結婚したことが正しかったのか迷っているの」

「正しいかどうかなんて、わかるわけないわ。結婚しなかったもうひとつの未来が、どうなっていたかなんて、知りようがないのだから」

　母の言う通りだ。

　正しいかどうかなんて、考えても意味はない。

　頭ではわかっている。けれど、心が揺らぐのは、どうしようもない。

　イルザが揺らいでいるのを察してだろう。

　最近のアーベルはいつにも増して、情緒が不安定だ。

　夜の生活が今まで以上に執拗になって、翌日は昼まで起き上がることができずベッドの上というのも珍しくない。

　結婚をしてから落ち着いていたアーベルの態度は、結婚前の状態に戻って……いや、それ以上に酷くなっていた。

　どうにかしてあげたいと思うものの、イルザ自身に迷いがあるため、何もできずにいる。

「カリーナ様のことは、単なる噂なのでしょう？　時間が立てば、いずれ落ち着くわ」

　母が慰めるように、イルザの肩を撫でた。

　お似合いの二人を見て想像を膨らませ、みなが面白おかしく広めているだけならば、噂はいずれ静まるだろう。

　気がかりなのは、噂というよりカリーナ自身だ。

　彼女はイルザたちが別れることを望んでいる風だった。

　しかし……アーベルを理解できるのは自分だけだ、と口にはしていたが、そこに純粋な恋情があるようには見えなかった。

『心が決まったら会いに来て』

　カリーナの言葉を思い出す。

　心が永遠に決まらない場合は、放置していてもよいのだろうか。

　イルザは手持ちぶさたなのもあって、大量に縫い散らしていた赤子用の前掛けを、義姉宛てにと母へ預けた。










　母と会って一週間が過ぎた頃。

　執事に呼ばれ客間に行くと、ハンネス王太子が待っていた。

　王太子だけではなく、隣には兄のカールもいる。

　兄は跡継ぎが産まれたばかりとは思えぬくらい、陰鬱な表情をしていた。

　イルザがただならぬ様子に驚いていると、ハンネスが口を開く。

「面倒な挨拶は抜きにしよう。バーテン伯爵が五日前、横領罪で捕まった」

「……え？　……お父様が、ですか……？」

　てっきり、夫のこと……例の噂のことだと思っていたので、一瞬何を言っているのかわからなかった。

「治水工事の寄付金を着服していたらしい」

「……そんな……本当なの？　お兄様」

　実は娼館通いをしていた、と母から教えられたばかりであったが、父は仕事に関しては真面目だった。少なくともイルザは今までそう思っていた。

　実は違ったのだろうか、とカールを窺う。

　カールは気まずげにイルザから視線を外し、首を振った。

「父上は潔白だ。だが……ひと月後には罪人として辺境領の銀山に送られる。懲役の年数は決まっていないが、厳しくなるだろうとのことだ……爵位も剥奪されるだろう」

　カールの重々しい言葉に、イルザは青ざめた。

「潔白なのでしょう？　なら……どうして……」

「あなたの実家を潰し、アーベルと離縁させたいからだろう」

　静かな声でハンネスが答えた。

　イルザは息を呑み、彼を見返した。

「……カリーナ様、ですか？」

　恐る恐る、イルザは訊ねた。

「カリーナに訊ねたが、何も知らないと言っていた。だが、信用はできない。この件は宰相が首謀で動いているが、あれはカリーナに心酔しきっている」

　カリーナと初めて会った夜会。

　その夜会の主催者であったベントレー侯爵のことを思い出す。

　頭髪の寂しい男は『美しいものには価値がある』と、よくわからない嫌みらしきことを言っていた。

　あの時点では侯爵も、カリーナの降嫁先候補の一人であったはずだ。

　――王女に心酔しているからこそ、身の程を弁わきまえ、身を引いたのかもしれない。

（あれは……わたしにも、身の程を知れって意味だったのね……）

　腹立たしいというよりも、カリーナを想う余りなのかは知らないが、人の気持ちを無視し自分の考えを押し付ける男が、この国の宰相であることが、怖ろしく感じた。

「伯爵が辺境領に送られる前に宰相と話し合わねばならない。……これは、あなたの身の安全を守るためでもあるのだが……しばらくの間、王都を離れてはくれないだろうか。隠れ先は私が用意する」

「……それは、アーベルと離婚しろということですか？」

「そうさせないためだ。病気療養で別居中ということにして、時間稼ぎをする。病気で当人が不在だから、離縁を待って欲しいと言えば、一応は向こうへの言い訳が立つ。……今すぐに、バーテン伯爵の潔白を証明し、宰相を糾弾することができればよいが、難しい。一度、刑が執行されてしまえば、汚名をそそぐのも困難になる以上、これ以外の方法がないのだ」

　これ以外の方法がないのならば、イルザは頷くしかない。

「時間は掛かるかもしれない……だが、必ず。あなたを王都に、アーベルのもとに戻すと約束する。だから、私を信じて欲しい」

「わたしは構いません。わたしはよいのですが……アーベル、夫はその件について知っているのですか？」

　イルザの問いに、王太子が苦い顔をする。

「本来なら、もっと早くに、あなたとこの件について話す予定だったのだが……あれが、聞く耳を持たない。あなたから、アーベルを説得してもらえないだろうか」

「説得は、してみますが……」

　王太子でも無理なことを、イルザが言って聞き入れるだろうか。

　イルザだからこそ、余計に拗れてしまいそうな気がする。

　そのときだ。

　慌ただしい音が部屋の外から聞こえてきて、客間の扉が乱暴に開かれた。

　現れた男の姿を見た瞬間、イルザだけでなく、他の二人も『しまった』と思ったに違いない。

　焦りと後ろめたさで、しばし動きが止まっていた。

「僕の家に、勝手にズカズカ入り込んで、僕の妻と何の話をしている」

　冷え冷えした声でアーベルが言う。

　紫水晶の瞳は、怒りに染まっていた。

「お前と話しても埒らちが明かないからだ」

　王太子が溜め息混じりに返した。

「僕は断ったはずだ。話すことは何もない。今すぐ帰れ」

「アーベル。離婚しろと言ってるわけじゃない。奥方を安全な場所に移すだけだ」

「……ハンネス。お前、カリーナに頼まれたのか？　僕からイルザを遠ざけるよう言われたのだろう？」

「何を言ってる。そんなわけないだろう」

　疑いを向けられたのが心外なのだろう。ハンネスの声音が低くなる。

「アーベル。頼む。今は殿下に従って欲しい」

　剣呑けんのんに睨み合う二人の間に割って入ったカールが、アーベルに頭を下げた。

「頼まれても無理だ」

「だが、このままだと父上が」

「お前の父親のことなど、僕はどうだっていい」

　兄の言葉を遮るように、アーベルが吐き捨てた。

　それを聞いたイルザは、怒りと悲しみで、指が震えた。

「アーベル……わたしの父なのよ」

　アーベルがイルザの顔をはっとしたように見て、戸惑うように視線を外した。

　イルザは僅かに俯いた夫の姿を見つめた後、兄と王太子に向き直った。

「殿下、お兄様、今日はお帰りください。夫と二人で話します」

　イルザは二人に頭を下げる。

「わかった。だが、早く決断をして欲しい」

「決断などしない」

「アーベル、やめて」

　イルザは王太子に掴みかかろうとしているアーベルの手を握って、制した。

「お兄様も……ごめんなさい」

「お前は悪くない。謝らないでくれ」

　イルザが謝ると、疲労を滲ませながらも、カールはイルザに優しげな労わりの眼差しを向けた。




　二人が帰るのを見届けた後、イルザは重い口を開いた。

「お父様が捕まったって、どうして黙ってたの？」

　五日も前に知っていたのに、イルザに何食わぬ顔で接していたのだ。

「……言ったら、君が悲しむと思って」

「悲しむとか悲しまないとか、そういう問題ではないでしょう……アーベル、こちらを向いて」

　目を逸らしたままのアーベルの頬に手を伸ばす。

　端正な顔がイルザを見おろした。

　予想していた以上に紫水晶の双眸は仄暗く、一瞬怯ひるむ。だが、イルザにも譲れないものがあった。

「わたしは……殿下のご指示に従うわ」

「駄目。ハンネスが何を言ったのか知らないけど、彼の言葉に耳を貸さないで。カリーナは僕らの邪魔をしたいだけなんだ。君の心を惑わせて、僕から離れることを望んでる」

　カリーナのイルザを救いたいという言葉は嘘だったのだろうか。それともこれは救うことの一環なのか。

　夫婦の仲を裂くにしても、無実の父を犯罪者に仕立て上げるなど、悪意があるとしか思えない。

　カリーナの意思を汲くんだ、宰相の暴走という線もありそうだが、王太子がわからないことをイルザがわかるはずもない。

　わかっていることは――父が無実の罪で捕らえられている。その事実だけだ。

「離婚するわけじゃない……少しの間、離れるだけよ」

「駄目だって言ってる。我儘言わないで、イルザ」

　我儘なのはあなたでしょ、と怒鳴りたくなるが我慢をする。

　説得せねばならないのに、喧嘩をするわけにはいかない。

「アーベル、お父様を助けたいの」

「宰相は、君の実家を潰せば僕が離婚せざるを得なくなると思っているみたいだけど、そんなことにはならないから。君の父上がどうなろうとも、イルザが僕の妻なのは変わらない」

　妻でいられなくなることを心配して、だから父を助けたいわけではない。

　イルザはゆっくりと首を振った。

「そういうことではないわ……。自分の立場が心配だから、お父様を助けたいわけじゃないの。わかるでしょう？　アーベル。わたしの父親だけど、あなたの義父でもあるのよ……離れるのは今だけ。殿下は必ず、あなたのもとに戻れるようにしてくださるって、そう約束してくれたわ。それでも駄目なの？」

「いつまでかもわからない、そんな約束信じられない。ハンネスの用意する場所が安全だって保障もない。僕の目の届くところに居てくれないと、不安で堪らないんだ……イルザ、僕のことだけを考えて。君は僕の妻になったんだ。他の人より僕のことを想って。僕の傍にいて」

　夫が言い募る姿に、イルザは苦しくなる。

　やはり、カリーナの言う通りなのだろうか。

　カリーナなら受け入れ、理解できるのかもしれない。

　でも、イルザは彼を……こんなアーベルを受け入れることなどできない。

「あなたのことだけ考えて……お父様を見捨てろって？　本気で言ってるの？」

「……横領罪だよ。処刑されるわけじゃない」

「何も悪いことをしていないのに、刑罰を受けるのよ。爵位だけでなく、家財まで、没収されるかもしれない。お兄様は子どもが産まれたばかりなのに……それでいいって言うの？」

「……イルザ、なら君は、彼らのために僕を捨てるの？」

　アーベルは縋すがるように見つめてくる。

「あなたのことは大切に思ってるわ。でも、わたしは、両親のことも、お兄様のことも、お義姉様のことも、産まれたばかりの甥のことも大切なの。お義父様もお義母様も、公爵家のみんなのことも大切に思ってる。わたしは……アーベル、みんなを捨てて、あなただけを選んだりはできないわ」

「……イルザ」

　昏く沈んでいく紫の瞳を覗き込み、イルザはできるだけ穏やかな口調で語りかけた。

「わたしはあなたにも……わたし以外の人のことを大切に思って欲しい。わたしの大切な人たちを大事にして欲しいの」

　アーベルが生まれつき、普通の人とは心のあり方が違っていたとしても。

　イルザは彼に、自分の想いを理解して欲しかった。

　今までも自分勝手なアーベルに対して何度か似たような不満を抱いていたが、今ほど切実に、祈るように願ったのは初めてだった。

　しかしアーベルは眉間に皺を寄せたかと思うと、イルザの体を強く掻き抱く。

「僕は君以外いらない。君だけがいればいい」

「……アーベル」

「僕を捨てるなんて、許さない……絶対に、許さないから……」

　暗く低い声は、泣いているのか掠れていた。









■転落




「アーベル、あなたこれで本当に満足なの？」

　イルザの問いかけにアーベルは、視線を逸らした。

「僕は君がいればそれで満足だよ。君の世界が僕だけになればいいって、ずっと思ってたんだ」

　自嘲の笑みを浮かべ、病やんだ発言を残し、アーベルは部屋から出て行く。

　ドアが閉まった後、ガチャンと鍵を施せ錠じょうする音が響いた。

　あれから――。

　王太子の来訪から一週間が過ぎていたが、進展は全くなかった。

　しばらく離れるだけで、離婚するわけではない。

　このままだと、向こうだって何をしてくるかわからない。

　むしろ、離婚しないために、離れるのだ。

　そう言って、何度もアーベルに訴えたが、アーベルは『カリーナは僕らの仲が壊れるか、試しているだけ』とわけのわからない屁理屈をこねて、イルザの言葉を聞こうとしなかった。

　それどころか、説得の言葉を並べれば並べるほど頑なになっていく。

　最近は『憎まれてもいい、傍にさえいてくれれば』と、愛情の欠片もない、執着のみのような発言までし始めた。

　父の件は期限がある。焦りは日に日に強くなった。

　宥なだめても、怒っても、論じても。会話が成立しない日々に、苛立つよりも疲れてきた。

　ここまで融通の利かない、周りが見えていないアーベルは初めてだった。

　イルザの揺れる気持ちを察して、頑なになっているのだろうとも思い、何とか関係を修復しようとしたが、付け焼き刃の優しさは、余計に信用を失くすだけだった。

　被害妄想も激しくなり、王太子をカリーナ側の人間だと、敵認定までしてしまっているようだ。

　本当はひと時も離れず一緒にいたい、と。

　アーベルはそう口にしていたが、日中は今までと変わらず仕事に行っていて、屋敷には居ない。

　もしかしたら、宰相やカリーナの身辺を探っているのかもしれない。

　希望的観測だとしても、アーベルが今の状況に本当は満足などしていないと、打開策を練っていると信じたかった。




　アーベルは自身が不在のときは、部屋に鍵をかけ、メイドたちに監視させていた。

　監禁しているつもりなのだろうが、公爵家の人々は基本、イルザの味方である。

　執事はアーベルが外出するとすぐに鍵を開けてくれたし、メイドたちも監視するフリを止め、自分たちの仕事に戻った。

　流石に屋敷の外に出ようとすれば咎とがめられるだろうが、見張られているわけではないので、屋敷から逃げ出そうと思えばいつでもできた。

　出て行かなかったのは……イルザが彼を説得したかったからだ。

　渋々でもよい。納得して欲しかった。

　アーベルと喧嘩別れのように、離れ離れになるのは嫌だった。

　怒るとか憎まれる心配以前に、捨てられたと思い込んだアーベルが自死するのが怖かった。

　けれど日々が経つごとに、父の顔がちらつく。

　アーベルはだんまりだし、公爵家の使用人たちに父のことを訊ねるのも、気がひけた。

　このまま変わらぬ状況を嘆き続けているのは苦痛でしかない。

　母や兄、義姉がどうしているのか、知りたい。イルザが何かをしたわけではないが、アーベルの妻であることが原因なのだ。会って、謝りたい気持ちもあった。

　イルザは一度、実家の様子を確かめに行くことにした。

　実家に向かうことを決めたイルザは、アーベルに長い手紙を書く。

　今まで彼に幾度となく話してきたことと同じ内容なので、この手紙を読んだところで納得してくれるとは思えなかったが、一いち縷るの望みをかける。

　実家に行ったついでに、兄に頼んで王太子の用意した隠れ場所に行くつもりはない。しかし成り行き上、そうなる可能性もあった。

　アーベルが自死だけはしないよう、『捨てるわけではない』と、求婚のときにも言った『二人で幸せになることを考えましょう』を書きしたためた。

（そういえば手紙はたくさん貰ったし、長文の、鬱陶しい、手紙を何度も読まされたけれど……いつも素っ気無く返してたわ……）

　つい面倒くさくてアーベルに対し、おざなりになっていた。

　同じだけの分量の愛情は無理でも、もっとちゃんと、上手く愛してあげていたら。

　しばらく離れるということに、アーベルはこれほどまでの拒否反応は示さなかったのかもしれない。

　イルザは手紙の最後に『大好きよ、愛してるわ』と付け足した。

　どうしても面と向かって言えば、嘘っぽくなってしまうが、文字なら、多少は本気っぽく見えるかもしれない。

　書き終えた手紙を夫の机の上に置くと、イルザは外出の用意を始める。

　様子を見に行くだけだ。

　絶対とは言い切れないが帰ってくる予定なので、旅行鞄などは持たない。

　日差しが強そうだったので、つばの広い帽子を被っていると、義母が顔を覗かせた。

「お義母様。実家の様子を見に行って来ます」

「ごめんなさい……夫も動いてはいるのよ……陛下に掛け合っているのだけれど」

　憔悴した顔で言う義母に、イルザは頷く。

　義父からも同じことを言われていた。

　王は横領の件は宰相に一任してある、と言い、取り付くしまもないらしい。

「アーベルが帰宅する前には戻るようにします……戻る、つもりです」

「……あなたには謝っても謝りきれないと思っているの……でも……あなたが私の娘になってくれて、本当に嬉しかったの。……あの子のことは考えなくてもよいわ。私は何があってもあなたの味方よ」

　義母の指がイルザの頬を撫でた。

「最後の別れのようなことは仰らないでください」

　何だかしんみりしてしまうのが嫌で、イルザは少し拗ねてみせた。







　辻馬車を利用するつもりだったが、公爵家の馬車を出すと言われたので、遠慮なく使わせてもらった。

　公爵家の門を出てしばらくして、馬車が停まる。

　着いたにしてはやけに急に停まったな、と不思議に感じていると、馬車の外から御者の声が聞こえた。

　小窓を少し開けて外を見ると、路みちの脇で、御者と見慣れない男が何やら言い争いをしている。

「少しの時間でよいのだ。お話をしたいと仰られている」

「お話があるなら、正式に公爵を通じて、場を設けてください。不意打ちのように来られても困ります。私の役目は伯爵家まで送り届けることですから」

「我が主の頼みが聞けないというのか」

「……私は一介の使用人です。そのように脅されても……私の雇い主はシュテイツ公爵ですから」

　イルザは迷ったが覚悟を決め、馬車から降りた。

「若奥様。馬車にお戻りください」

　御者が焦った顔をする横で、体格の良い軍服を纏った男は、横柄な素振りで頭を下げた。

「イルザ嬢ですね。我が主が話をしたいと望んでいます。少しお時間をいただきたい」

「……主というのは、誰のことでしょう？」

「……カリーナ様です」

　男は声を落として、その名を告げた。

「なりません。イルザ様」

　最近の事情を耳にしているのかもしれない。

　御者が青ざめた顔で首を振った。

　周りを見回すと、イルザの実家であるバーテン伯爵家の門が見えている。

　門の傍には、豪奢な馬車が停まっていた。

　その馬車から、一人の女性が降りてくるのが見えた。

　地味な色合いの紺色のドレス。

　銀色の髪を靡なびかせながら、優雅な足取りで、カリーナが近づいて来た。

「こんにちは、イルザさん。少し、お時間いただけるかしら？」

　カリーナは華奢で、イルザの方が背も高い。

　なのに王族独特の威圧感のせいだろうか。逆らえない雰囲気があった。

　御者も同じなのか、なりません、と繰り返すが、先ほどより小声になり若干震えている。

　イルザが迷ったのは一瞬だった。

　威圧感に屈したわけではなく、彼女の真意を知りたかった。

「バーテン伯爵家で、よろしいですか？」

　立ち話で済む話でもなかろうと、イルザが実家に視線を向け言うと、カリーナは首を振った。

「今寄ったのだけれど、イルザさんのお兄様、お子が産まれたばかりなのね。入ってすぐに、子どもの泣き声が聞こえてきたわ。私、子どもが嫌いなの。だから別の場所にしましょう」

　つけられていたわけではなく、伯爵家に立ち寄ったカリーナと偶然、出くわしたということらしい。

　なぜ伯爵家を訪ねたのか、その理由を確かめねばならないが、聞くのが少し怖ろしくもあった。

　――公爵家に戻るか、それとも馬車の中で話すか。

　馬車の中は密室だ。

　たとえばイルザが嫉妬からカリーナに何かした、そういう状況を作られたら困る気がした。

　公爵家だと、彼女を迎え入れたことをアーベルに知られたら、いろいろ面倒だ。

「この近くに……歩いて行ける距離に、公園があります。見晴らしの良い、静かな場所なので、そこでもよろしいですか？」

　イルザが言うと、カリーナは薄く微笑んで、いいわよ、と答えた。




　綺麗に刈り揃えられた庭木と芝生。

　民の憩いの場所でもある公園では、ベンチに座り居眠りする学生らしき者や、ブランコに乗りはしゃぐ子ども、それを見守る若い母親の姿があった。

　レンガ畳の道を歩き、小高い丘へと向かう急な階段を上がった。

　イルザたちが歩く、その十数歩後を、カリーナの従者と公爵家の御者が付いてくる。

　ちなみに公爵家の馬車はカリーナ側の御者に任せてきた。

　丘の上には、四阿があった。

　昼時のためか四阿には人がいなかったが、少し離れた広場には丘からの景色を描いている画家や、散歩する老夫婦もいた。

　一応は人目がある。

　カリーナと二人きりになっても大丈夫だろう。

　イルザは四阿で話そう、とカリーナを誘った。

　カリーナが従者と御者に、離れた場所で待っているように指示する。

　顔を青くさせ、心配そうにしている御者に、イルザは軽く笑んでみせるが、上手く笑えている自信はあまりなかった。

「酷いわ。イルザさん。子どもが嫌いって言ったのに、子どもばかりのところに連れて来るなんて」

　吹き晒しの木造りのベンチだ。カリーナはドレスが汚れるのを気にした風もなく、平然と座ったが、別の不満を向かい合わせに座ったイルザにぶつけてきた。

「……赤ちゃんの泣き声が、苦手なのかと思ったので」

　この公園は、赤子よりも、わんぱく盛りの子どもが多い。

「子どもはみんな嫌いなの。その母親もね」

　子どもは無邪気ゆえに、扱いにくくもあるので、苦手な人はいるだろう。しかし母親までも嫌う人は珍しい。

　カリーナは母にはなりたくないのだろうか。

　不思議に思うが、彼女なりの事情や理由があるのだろう。

　それよりも、訊ねるべきことは他にある。

「……どうして、伯爵家に来られたのですか？」

　イルザは気に掛かっていたことを問う。

「ハンネスお兄様の虚言癖を、あなたのお兄様が信じ込んでいるみたいだから、誤解を解消するため訪ねたの。あとは、あなたと会える機会を用意して欲しいと頼みに。アーベルに頼んでも断られるし、あなたは……会いに来てって言ったのに、いつまで経っても会いに来てくれないし」

　彼女の思わせぶりな言葉に惑わされぬよう、イルザは自分の疑問と主張を優先しようと心がける。

「ハンネス殿下は……ベントレー侯爵が私とアーベルを離婚させるため、お父様に無実の罪を着せたと仰っていました。……カリーナ様が命じたわけではないのですね」

　緩やかに微笑むカリーナを、イルザはしっかりと見つめて言った。

「あなたもお兄様の虚言癖を信じてしまっているの？　私はそんな酷いことしないわ」

「なら、カリーナ様。カリーナ様から侯爵に、穏便に済ましてくださるよう、お願いしていただけないでしょうか」

　イルザの頼みを聞き、カリーナはすみれ色の瞳を細めた。

「私はね、イルザさん。これは良い機会だと思うの」

「良い機会？」

　父親が窮地に立たされているのが、良い機会だというのか。

「ええ。これを機会にアーベルから逃げたらどうかしら？　離婚をするの。大丈夫よ、あなたの将来は私が責任をもって面倒をみるわ」

　彼女の世話になるくらいなら、王太子に頼んだ方が良い気がする。

　いや、むしろ、別居ではなく離婚ならば、一人で田舎に越した方がよい。王家との関わりを断ち、離れた場所で、ひっそりやり直したほうがずっと幸せそうだ。

「……そうしたら……離婚をしたら、侯爵に頼んでくださるのですか？」

　イルザの問いにカリーナは答えず、意味深に笑むだけだった。

「……カリーナ様は……アーベルとの再婚を望んでいるのですか？　彼を……愛しているのですか？」

「アーベルとなら、再婚してもいいと思っているわ。彼を理解できるのも私だけだと思ってる。でもね、私自身のことよりもあなた達を救ってあげたい気持ちの方が大きいの」

　父が無実の罪で捕まっているのだ。それがどうしたら、救いに繋がるというのか。

　――アーベルを愛している。イルザから略奪したい。

　そう自分本位な理由を口にされるほうが、わかりやすいし、すっきりする。

　確かにカリーナならば、イルザとは違い、アーベルの執着や考え方を受け入れることができるだろう。

　けれど、アーベルは何を犠牲にしてもイルザとずっと一緒にいたいと、イルザを選ぶと言っている。

　アーベルから逃げるようにいなくなることが、彼の救いになるのだろうか。

　そもそも……救われたいと思うほど、イルザは不幸ではなかったし、この一年、アーベルは鬱陶しいくらい幸せそうだった。

　少なくとも、脅され、離婚することが、『救い』なのだとは到底思えなかった。

「わたしは……カリーナ様、救って欲しいとは思っていません。離婚もしたくはありません。本当に、私たちのことを想ってくださるなら……アーベルとの再婚をカリーナ様がそこまで望まれていないのならば、彼とこれからも夫婦でいられるよう協力して欲しいのです」

　イルザは迷ったが、正直な願いを気持ちを口にした。

　心のうちを明かすなら、今しかないと思った。

　彼女が発する言葉通りの人であって欲しい。裏などなく、思い込みの激しい、単におせっかいな人ならば、説得すればどうにかなるかもしれない。

　そんな淡い期待もあった。

「イルザさん。あなたの方こそ、アーベルのこと愛していないのでしょう？　結婚だって不本意だったはずよ。せっかく、離婚できる機会なのに、夫婦であり続けたいなんて間違っているわ」

「愛、かどうかはわかりませんが……わたしはアーベルのことを、わたしなりに大切に想っています。できれば、これからも、ずっと一緒にいたいのです」

　イルザなりの、アーベルへの真しん摯しな想いだった。

「可哀相な人ね。あなた彼のこと何も知らないから、そんなことが言えるのよ」

　けれどそんなイルザの想いを、カリーナは嘲あざける。

　イルザの知らない何もかもを、カリーナは知っているというのか。

（……もしかして……すでに体の関係があるとか……）

　イルザに愛しているとしつこく言っているくせに、アーベルがカリーナと不実な関係を結んでいるとしたら。

　一片の悔いすらなく、アーベルを切り捨てられそうだ。

　それならそれで、すっきりするかもしれない。

「彼ね、最後にはあなたを殺すわよ」

　身構えていたイルザに、カリーナは想像外のことを言った。

「……アーベルが、わたしを、ですか？」

「ええ。あなたがご実家のために、離婚をせざるを得なくなったとき、アーベルは自分を捨てるあなたが許せなくなって、殺してしまうの」

　カリーナは自信満々に言っているが、イルザの方は拍子抜けだった。

「それは……ないです」

「言ったでしょう？　私たちは愛する者への執着が他の人より強いの。愛を失うくらいなら、罪だって平気で犯すわ」

「罪を犯すかは、わかりませんが――私を殺すくらいなら、彼は大人しく自死すると思います」

　今、目の前にアーベルがいたとして、イルザが彼の死を望んだとしたら、迷うことなく死を選ぶに違いない。

　確かに、別れるくらいなら心中したいと思ってはいるかもしれない。

　求婚されたとき『死んでも永遠に一緒にいる』と誓わされもした。

　けれど、いざそのときになって、イルザが嫌だと言い張れば、大人しく一人で死ぬような気がする。

　精神的なことはともかく、肉体的に傷つけたりはしない。真冬の湖上に連れ出すくらいが精一杯だ。

　現に今だって、口では危ういことを言いながら、監禁方法はゆるゆるである。

「あなたは何もわかっていないわ。あなたが大人しく彼の傍にいるから何もしないだけ。離れると決めれば、彼は変わるわ。あなたを殺してでも繋ぎ止めようとする。あなたが彼の想いを完全に受け入れることができないように、アーベルだってあなたの心は理解できないのよ」

　カリーナは哀れむような笑みを浮かべた。

（……決め付けるように、話さないで）

　イルザはカリーナから王家の血というよくわからない話をされ、ずっと釈然としない思いを抱えていた。

　自分ではアーベルを受け止めることができないとの迷いも生まれたし、騙されていたような苛立ちもあった。

　そんな中、父が捕まったと教えられた。

　イルザは父を救いたい、実家を守りたいだけだ。

　なのに、アーベルはその気持ちをわかってくれない。

　イルザが大切ならば、イルザの大切なものも大切に想って欲しい。それは欲張りなことだろうか。

　目の前の美しい女性が、したり顔でアーベルやイルザのことを話すのが、だんだんと腹立たしくなってくる。

　アーベルに似た風貌で、理解できない、と決め付けられると苛立たしくなる。

　彼女の言う通り、アーベルのおかしな部分を、完全に受け入れることはできやしない。

　アーベルがイルザの気持ちを無視しているのも事実だ。――けれど、事実であったとしても。

（できない、できない、って、しつこい……）

　イルザは振り回されながらも、アーベルとそれなりに上手く付き合ってきたのだ。

　確かに、『できない』かもしれない。だが、それをいちいち言ってくれなくともよい。余計なお世話だ。

　彼の従姉妹で、王族の姫ならば、イルザの今までの頑張りや諦めを、否定する権利があるのだろうか。

　いや、ない。

「繋ぎ止めるって。殺してしまったらそこで終わりなのに、そんな馬鹿な真似、いくらアーベルだってするわけがないです。それに、完全には受け入れてはいないけれど、わたしはアーベルをそれなりに受け入れていますから。アーベルだって、きっと、これから、もっと、ちゃんと……たぶん！　少しは……わたしの意志を尊重してくれるようになるはずです。わたしはアーベルを信じてます」

　声を少々荒らげて、早口で言った。

　イルザはすっきりしていた。胸の中のもやもやしたものが、晴れた気がした。

　言ってやった！　という気持ちになり……目の前の、すみれ色の双眸を見て――心が冷えた。

　口から出した言葉は、なかったことにはできない。

　だから今まで、言いすぎないように、失言をしないように、気をつけてきたというのに。

　父のことを頼まねばならない相手に、いくら彼女の態度に腹が立ち苛立ったとしても、声を荒らげるなど論外である。

　我に返ったイルザは青ざめ、おどおどと視線を揺らしながら頭を下げた。

「も、申し訳ありません……」

　先ほどまでのすっきり感は完全になくなり、イルザは弱々しい震え声で謝罪した。

「……ずるいわ。…………私は……信じてもらえなかったのに……」

　カリーナにしては覇気のない、消え入りそうな声がした。

　イルザは、はっとして下げていた頭を上げる。

　けれど、そこには弱々しい姿などなく、いつも通りの優雅な笑みを浮かべるカリーナがいた。

「あなたの気持ちはわかったわ。私がしようとしたことは余計なことだったみたいね。……あなたのお父様の件は、侯爵と話してみます。侯爵は悪い人ではないけれど、思い込みが激しい方なの。きっと社交界での噂を真に受けて、私のことを思い、先走って動いてしまったのでしょう。お父様も……陛下は私には甘いから……見て見ぬふりをしていたのだと思うわ」

「……ほ、本当ですか？」

「ええ」

　カリーナは単におせっかいなだけの人だったのか。

　それともイルザが心のうちを明かし、怒ってみせたことで、気づいてくれたのか。

　彼女の中で、どのような心の動きがあったのかは知らないが、イルザは安堵した。

「ありがとうございます」

「いいのよ。もう、いいの」

　イルザが礼を口にすると、カリーナはふっと目を逸らして、言った。

　話が終わったため、四阿を後にする。

　離れた場所で見守っていた御者も安堵の表情を浮かべていた。

　父の件がなくなれば、あとは時間が解決してくれる。

　いくら無実だったとはいえ、逮捕された事実は消えないだろう。父は隠居し、兄が爵位を継ぐことになるかもしれない。

　イルザの知らぬところで起こったことで、知っていても何かができていたとは思えないが、それでも父にはきちんと謝りたい。

　噂もいずれは下火になるだろう。

　アーベルとは、きちんと話そう。

（今までだって話したし、話しても、向こうに聞く耳がなかっただけだけど……）

　別居の話がなくなれば、すごくおかしいアーベルから、おかしいアーベルになるだろう。

　けれど、いつまでもあんな、イルザにばかり依存されていては困る。

　わかりあったり、全てを受け入れたりはできなくとも、上手く折り合いをつけていくのだ。

　今までそうしてきたように。

（とりあえず、何とかして……わたしの実家に敬意を持たせるように、仕向けないと……）

　青い空を見上げながら、イルザはこれからのことを思った。

　階段を下りようと、手摺りに手を掛けようとしたときだ。

「あなたが私の愛したあの人のように、残酷だったら……あっさりとアーベルを捨てたなら、私、あなたにこんなことまでしようとは思わなかったのよ……あなたが残酷な人で、アーベルがあなたの信じた通りの人だったら、あなた、生きていられたかもしれないのに」

　抑揚のない呟きのような声が背後から聞こえてきて、イルザは振り返った。

　すみれ色の瞳は傲慢ごうまんに輝いてはいたが、痛みに堪えるような苦さもあった。

　今までも何度か、強さこそ違えど、向けられたことのある眼差しだった。

　イルザに対してなのか、アーベルに、なのか。

　それとも――もっと別の誰かに対してなのか。

「あなたが悪いのよ」

　双眸に嫉妬を湛え、カリーナが微笑んだ。

　背中に衝撃があった。

　風が吹き、イルザの帽子がふわりと飛んだ。

　雲のない青い空が見えて、ドンという音がして。

　体が熱くなり、イルザの意識は途切れた。









■後悔




『アーベル、あなたこれで本当に満足なの？』

　今朝、部屋から出るときに言われたイルザの声が、頭から離れない。

　彼女が傍にいればそれでよい。それだけがアーベルの望みだ。

　彼女を手放すくらいなら、彼女の両親や兄、彼女の実家の者たちがどうなろうが構わないし、アーベルの家族がどうなったって構わなかった。いざとなったら、イルザと二人でどこか遠くの国へ逃げたっていい。

　でも……本当にそれで満足か、と問われたら……違うのだろうとも思う。

　イルザの父親が刑罰に処されれば、彼女はそれをアーベルのせいにするだろう。

　もう二度と笑いかけてくれないかもしれない。

　イルザが傍にいてくれさえするのなら、笑ってくれなくたって、憎まれたってよいけれど。

　彼女が離れるのは怖い。けれど――嫌われるのも怖かった。

　この状況を打開するには、イルザの父の潔白を証明し、釈放させるしかない。もしそれができれば、イルザはアーベルを嫌ったりしない。それどころか父を救ってくれたと、褒めてくれるかもしれない。

　そう思い、動いてはいるのだが。巧妙に企てられた冤罪えんざいのため、無罪の証拠が見つからない。

　アーベルは完全に行き詰まっていた。

　誰か協力者を探した方がよいのだろうが――。

　イルザと別れさせようとしているハンネスのことは信用がならない。彼は、あの女の兄なのだ。国王が私情で自分たち夫婦を引き裂こうとしているように、妹への情からカリーナの味方をしているのかもしれない。

　アーベルとハンネスとは長い付き合いである。彼の生真面目な正義感を、アーベルはよく知っていた。

　冷静に考えたらハンネスがカリーナの考えに同調するわけがないのだが、このときのアーベルは誰のことも信用ができなくなっていた。ハンネスに相談され説得してくる父ですら、イルザとの仲を邪魔する敵のように感じていた。

（冤罪の証拠を見つけるのではなく……宰相の不正を見つけたほうが早いな……）

　不正を見つけ、脅すのだ。王が庇うならば、民に不正の事実を広めればよい。民意により宰相の座から引きずりおろすのだ。

　不正などしていなければ、罪を作り出す。

　何なら、カリーナの方を、どうにかすればよい。

　あの女と同じ空気を吸うのすら気分が悪いが、少しの間なら懐柔された振りだって我慢できる。

　上手くやって、追い落として。自分からイルザを奪おうとした者に罰を与えてやる。

　そのためなら、悪事だろうが色仕掛けだろうが、何だってやれる気分になっていた。




　アーベルはベントレー侯爵家の縁戚にあたる子爵家に立ち寄っていた。

　縁戚ではあるが宰相とは仲が悪いと耳にしていた。

　子爵とは何気ない会話をしただけであったが、いざというときには良い駒になってくれそうな小物感があった。香水臭い子爵令嬢との会話は吐き気を催したが、イルザのためだから、と耐えた。

　アーベルが職務のため王宮へ向かったのは、正午をずいぶん過ぎてからだった。

　馬車から降りるなり、ハンネスが青ざめた顔で駆け寄ってきた。

「早く、戻れ。いや……近いから、伯爵家に運ばれている。早く、行け。先ほど、王宮医師も向かわせたところだ」

「伯爵家？」

　意味がわからず眉を寄せると、ハンネスはアーベル以上に眉を寄せた。

「イルザ嬢が……事故にあったそうだ。バーテン伯爵家にいる…………意識が、ないらしい」

　ハンネスは最後の一言を迷いながら口にした。




　何も感じなかった。現実感がなかった。夢の中にいるようだった。

　馬車の中でぼんやりと、ハンネスの言葉を、頭の中で繰り返す。

　事故？　なぜバーテン伯爵家にいるのだ。監禁していたのに。いや、家の者は母を筆頭にイルザに甘い。彼女が望めば、外出を許可しただろう。首輪をして鎖でつないで、縛ったりした方が良かったのだろうか。でも、そんなことをしたら嫌われるし、イルザが可哀相だ。

　ぐるぐるとよくわからないことを考えていると馬車が停まった。

　停まると同時に自らドアを開き、馬車から降りた。

　幼い頃から何度も出入りしている伯爵家だ。

　しかし。見慣れた風景なのに、ここにいるはずのない女がいる。

　銀色の髪に、すみれ色の瞳。いつものごとく紺色のドレスを着ていた。

　女はアーベルを見つめ、微笑んでいた。

「どうしてここにいる？」

「あんな場所から落ちたのに、生きているなんて。彼女、強運ね。でもそれも時間の問題かもしれないわ。ぐったりして、血だらけで、意識もなかったもの」

　アーベルの質問を無視し、女は自分の言いたいことを口にする。

　彼女というのが誰のことか、考えると体が震えた。

「今は辛いでしょうけど、すぐに私に感謝するようになるわ」

　女は挑むようにアーベルを見上げている。

　事故とハンネスは言っていた。だが、この女が何かをしたのだ。

　アーベルは衝動のまま、女の細い首を掴んだ。

　この女が王族だろうがどうでもよい。目の前から消えていなくなって欲しかった。

「アーベル！　やめろっ！」

　彼女と、イルザと同じ色合いの髪をした男が怒鳴りながら駆け寄ってくる。

「……カール。どうして止めるんだ」

　イルザの兄である彼が、どうしてこの女を消そうとするのを止めるのか。

　この女さえいなくなれば、彼の父親も釈放されるかもしれないのに。

「イルザに会いに来たんだろう？　イルザの傍にいてやってくれ」

　彼女と同じ黒い瞳がアーベルに乞う。

　アーベルは女の細い首から指を外した。

　ここでこの女を殺し捕まってしまったら、イルザの傍に行くことができない。そのことに、気づいた。

　咳き込みながらも、カリーナはまだ言い足りないとばかりに、アーベルの心を惑わそうと、言葉を発し続けている。

　アーベルはそんな女を無視し、カールとともに屋敷の中に入った。




　医師の処置を終えた彼女はベッドの上で目を閉じていた。

　臓器は無事だが、全身の打撲が酷く、骨折もしていると教えられた。

　命は今のところ心配はいらないが、目が覚めないことで死に至る危険性も否定できないと医師は言った。

　現実を受け入れることを拒否しているのか、心は麻痺したように静かで、何も考えることができない。

　ベッドの傍に佇んで、彼女の顔をじっと、ひたすら見続けた。

　翌日になり、母が姿を見せ、アーベルに一通の手紙を渡した。

　実家に戻る前に、彼女が書き残していたものらしい。

　彼女はどうして実家に戻ろうとしたのか。アーベルから逃げるつもりだったのだろうか。

　そんなアーベルの疑問に気づいたのか、『実家の様子を見に行っただけで、あなたが帰ってくるまでには戻ると言っていた』と、母は言った。

　こんなことになるなら、止めれば良かった、とも言う。

　その通りだ。外には出すな、と命じていたのに。こんなことになったのは、外出を許した母のせいだ。

　心の中で、アーベルは母を詰なじった。

　母がいなくなり、しばらくして、手紙の封を切った。

　手紙の中身は、今まで彼女がアーベルに訴えてきたこととほとんど変わらなかった。

　ただ最後の方に『あなたを捨てるわけではない』、『二人で幸せになることを考えましょう』、と。強調するように、そこだけ大きな文字ではっきりと書いてあった。

　そしてその文字のあとにさらりと。まるでその場で思いついたかのごとく、薄く小さな文字で、『大好きよ、愛してるわ』と付け足されていた。

「……嘘つき」

　思わず、不満が口から零れた。

　手紙の中でくらい本心ではなくとも、真剣に、愛情を綴ってくれてもよいだろうに。

　愛おしかった。そういう、薄情なところもすべて、愛しくて仕方がなかった。

　こんなに愛おしいのに。愛おしくて大切で堪らないのに。

　愛する人を自らの手で失くすなど、できるわけがない。

　カリーナは愛する人が自身を嫌う姿が見たくなくて、愛する人を殺したという。

　しかし、アーベルはどれほど嫌われても、憎まれても、捨てられたとしても。イルザを殺したりなど、できやしない。殺すよりは、死んだ方がずっとよい。

　カリーナとアーベルは、似ているようで、根本的なものが違ったのだろう。

　現に死の影がちらつく彼女を見ても、永久に自分のものになるなんて思えない。失う怖さしかない。

　ちっとも満たされなかったし、苦しくて頭がおかしくなりそうだった。

　自分が傍にいたせいで、彼女がこんな目にあうというならば、ずっと一緒になんていなくてもよい。

　求婚のとき、イルザを幸せにする、そう誓ったのに。

　口だけだった。彼女の幸せなんて、これっぽっちも考えていなかった。

　間違っていたのだ。

　自分の欲を優先した結果が、目の前の幸せから程遠いイルザなのだ。

　母のせいなどではない。カリーナが原因だとしても、この状況を招いたのは自分だ。

　もっと早くにハンネスの忠告を受け入れて、彼女の言葉に耳を傾けていれば……。

　後悔しても、もう遅い。

　けれど、赦ゆるされるのであれば――。もし、彼女が目を覚ましてくれるならば。

　彼女のために何ができるだろう。

　彼女と出会って初めて、アーベルは自らの幸せではなく、イルザの幸せについて考えていた。

　彼女からの手紙を握り締める。

　アーベルは包帯を巻かれた痛々しい姿でベッドに横たわるイルザを、祈るように見つめ続けた。









■離縁




　体が重く。酷く、だるい。

　身を起こすどころか瞼を開けることさえ億劫だった。

　寝起きは悪い方だが、そういうのとはまるで違う。

　二十年の人生の中でこれほど不快な目覚めは初めてのことだった。

　自身に何が起きているのか考える。

　実家の様子を窺うため公爵家を出て、カリーナに出くわした。

　そこで彼女と話して、父のことは侯爵に頼んでくれるとカリーナが口にして、安堵して。

　あなたが悪いのよ、そう彼女は言った。

　そして――彼女に背中を押されて、階段から落ちたのだ。

　イルザは思い出してから、重い瞼を開いた。

　見慣れた男が傍に立っていて、ベッドに横たわっているイルザの顔を覗き込んでいた。

「君と離縁する」

　いきなり投げかけられたアーベルの言葉に、イルザは笑ってしまいそうになった。

　おそらく、この体の重さからして、『あの後』すぐではなく、何日かが過ぎている。

　なのに病床で目を覚ました妻に掛ける最初の言葉が『離縁』とは。

　もう少し気遣いはできなかったのだろうか。

　イルザは呆れるが、できなかったのだろうな、とも思った。

　わかった、と答えようとしたが、声が出ない。

　気持ち的な理由ではなく、喉からは掠れた息しか出なかった。

　歯がゆく思いながらも、イルザは静かに頷いた。

　あの高さの階段から落ちて、生きていたことは、奇跡なのかもしれない。

　何日も眠りから覚めなかったのならば、かなり危ない状態だったはずだ。

　――その原因がカリーナだということも知った上で、出した答えなのだろう。

　別居ですらあれほど嫌がっていた男が、離縁すると言っている。

　本当にそれでよいのか、なぜ離縁するのか、などと訊ねる気持ちにはなれなかった。

　不思議なことに怒りはなかった。

　大事な決断を、どんな理由があったとしても……たとえイルザの身を守るためであったとしても、アーベルは一人で、話し合うことすらせず決めてしまった。

　結局、アーベルにとってイルザの気持ちなど、わかり合うどころか、聞く必要のないものだったのだ。

　怒りはなかったが、空しくはなった。

　カリーナに対しては、彼女を信用してしまった自分の愚かさが悔しい。

　あの日、カリーナは、陛下は私には甘いから、とも口にしていた。

　王がカリーナを守るなら、イルザへの殺人未遂もなかったことになるのだろう。

　どうすることもできない。諦めるしかなかった。

　ただ――。

　イルザを見つめる紫水晶の瞳が、凍えてしまいそうなほどに冷たい。

　何を決意し、これから何をするつもりなのか。それを考えると切なくなった。

　アーベルは冷たい瞳のまま。

　離縁する以外の言葉は発することなく、部屋を出て行った。

　少しして、母と、医者らしき人が部屋に入ってきた。







　階段の途中で足が引っかかり、落ちる速度が緩められたのだろうと。芝生の上だったのも運が良かった、と医者から言われた。

　しかし、体の状態は酷く、全身を打ちつけ、五日もの間、昏睡状態だったこと。打撲やすり傷以外に、右手首と右足を骨折し、太股の皮膚が裂けていたため縫合していると教えられた。

　傷痕だけでなく、後遺症が残る可能性もある、そうも言われた。

　運ばれたのは、近かったのも理由なのだろうが、イルザの生まれ育ったバーデン家の屋敷だった。

　カリーナの護衛たちが運んできたという。

　イルザは足を踏み外したことになっていた。

　丘の上にいた他の者たちが、あの場面を目撃した可能性はないかもしれないが、御者は見ている。

　けれど――話し合いの結果、イルザの不注意による事故になった、とカールの口から教えられた。

　兄の言葉に、イルザは、そう、とだけ答えた。

　事実を訴えたところで、どうにもならないのはわかっていた。

　痛みが酷いため、鎮痛剤を打たれた。

　昏睡状態ではなくなったものの、数日間は、寝てばかりいた。

　少しして、食事を少しずつ始めた頃に、父が帰ってきた。

　どうやらカリーナは、父に関しての約束は、守ってくれたらしい。

　イルザが謝ろうとすると、父は悲痛な顔で首を振り、手を強く握り締めてきた。

　折れている方の手だったため、イルザが悲鳴を上げると、父は悲痛な顔を青ざめさせ、すまん、と繰り返した。

　それから数日が経った頃。

　義母が姿を見せた。

　ごめんなさい、と一言零すと、あとはもう声にはならなかった。

　泣いているだけで会話のできない義母を見兼ねた母が、肩を抱いて部屋から連れ出した。

　入れ替わりにあの日、一緒にいた御者が入って来る。

　入って来るなり、申し訳ありませんでした、と謝られる。

　守れなかったことだけではなく、事実を語れず、ただの事故として扱われたことへの詫びらしかった。

　あなたのせいじゃない、と。イルザがそう言うと、御者は号泣した。

　イルザ自身が実家に行くことを、カリーナと二人きりで話すことを決めたのだ。

　義母のせいでも御者のせいでもなかった。

　骨が繋がるまでは、動くことを禁じられていた。

　ベッドの上でじっとしていることに苦痛を感じ始めた頃、兄が離婚証書を持って現れた。

　署名するように言われる。

　右手が動かないため、左手で書いた。

　ミミズが這はったような、酷い字だった。

　時折、産まれたばかりの赤子の声が聞こえていた。

　義姉がうるさくないか案じていたけれど、逆に静かな方が不安になるのだ。

　生きていると叫んでいるような、生命そのものであるような子どもの声は、昏く沈みそうになるイルザの心を何度も救ってくれた。

　――その間。

　一度もアーベルは姿を見せなかった。







　ようやくベッドから起き上がれるようになった頃。

　思いつめたような顔をしたカールが部屋に姿を見せた。

　兄はベッドの傍にある椅子に座り、しばらく視線を彷徨さまよわせた後、苦い声音で、アーベルがカリーナと再婚したことをイルザに告げた。

　アーベルが離縁をする、と言ったときから。別居ではなく、離縁を決めたのだから、そういうことになるのだろうと思っていたので驚きはしなかった。

　カリーナに心変わりしたとも思えないし、事情があるとはわかっている。

　カリーナに脅されでもして、イルザを守るために決断をしたかな、とも思った。

　しかし、それでも……。

　イルザの想いを聞き入れず、幼子のように捨てないで、と繰り返していた男から捨てられたのだ。

　イルザを捨てるくらいなら自死するのでは、などと思っていたが、余計な心配だったようだ。

　離婚よりは別居だろうと、アーベルを説得していた日々が……カリーナに離婚したくない、と言った自分が、ひどく滑稽こっけいに思えて、空しくなった。

　カールは社交界での流れている噂も、事細かくイルザに教えてくれた。

　後からイルザが耳にして傷つかぬためと言っていたが、いくら何でも包み隠さず話しすぎだろうと、兄の無神経さに少し呆れた。

　以前から社交界を賑わしていた噂は、さらなる尾お鰭ひれを付け、面白おかしく、みなを楽しませているようだ。

　噂の中には、アーベルとカリーナが昔から想い合っていたというものもあるという。どうやら『略奪愛』のように見える再婚を、綺麗な恋物語にするべく宰相たちが噂を流しているらしい。

　アーベルのイルザに対する甘やかな態度は有名だった。

　カリーナに気を遣い、表立って噂を否定する者はいないものの、胡散臭さを感じている者たちも少なからずいる。

　そんな、慰めのようなことも言われたが、噂好きの人たちの話の種にされているだけである。慰められるどころか、心は荒すさんだ。

　現状を話した後、カールはイルザのこれからについて口にした。

「伯父上が、お前を預かってくれることになった。おじい様たちもいる。しばらく、そこで療養するといい」

　体が長距離の移動に耐えられるほど回復したら、母の実家に移すと言われた。

「……アーベルが指示したの？　そうしろって」

「……いや殿下と俺とで決めた。王都にいれば、お前は好奇の目に晒され続けるだろう」

「お兄様、王都から離れなければならないなら……私、修道院に行きたい」

「……駄目だ。……修道院は俗世から離れた子女ばかりとはいえ、集団生活だ。お前に何かあっては困る。……それに修道女になれば、もう、家庭を持てなくなるんだぞ」

　辛抱強く訓練すれば歩けるようになると言われたが、後遺症は少なからず残るだろうとも告げられていた。

　骨が折れただけでなく、太股辺りの皮膚は裂けていた。傷痕だって残る。

　そのうえ再婚だ。

　この先、まともな結婚ができるとは思えない。

「こんな体よ……結婚なんて、もう、できないわ」

　イルザはゆるく首を振った。

「……待っては、やれないか？」

　兄が惑いながらも問うてくる。

　誰のことかは、聞くまでもない。

「……再婚したのでしょう？」

「殿下は、三年で片付けると言っていた」

　何を片付けるのだ。

　カリーナか、宰相か。それとも国王か。そのどれもか。

　王太子が何を考えているのかはわからないが、イルザはもう一度首を振る。

「お兄様。わたし、もう疲れたの」

　目覚めたとき以上に、今の方が辛かった。

　目覚めたときは知らなかったし、実感もなかったが、今は違う。

　自身の体が前とは違うことに、嫌になるくらい気づかされている。

　まだひと月だ。

　歩く訓練すらまだである。思うように動かないことを嘆くには早い。

　そう楽観的に考えようとするが、これから先のことを思うとどうしたって不安になる。

　体だけではない。

　人から悪意を向けられることはあっても、殺意を向けられることは初めてだった。

　カリーナの存在が怖くて堪らない。

　そして――。離縁すると告げられたときは仕方がないと思った。今だって仕方がないと思っている。

　しかし、ずっと。

　八歳のときから傍にいた男の姿がない。

　イルザにいつも鬱陶しく付き纏っていた男がいないのだ。

　体が痛くて、重くて、辛くて堪らないのに。こういうときほど、傍にいて欲しいのに。

　重くて痛い体を擦さすって欲しい。

　心配しなくても、すぐに歩けるようになると慰めて欲しい。

　つまらないことを言ってイルザを呆れさせ、カリーナのことなんてどうでもよいと思わせて欲しい。

　日々が、時が過ぎるごとに切なくなった。

　胸の中に穴が開き、そこに冷たい風が吹き込んでくるようだった。

「疲れたなら、伯父上のところで、ゆっくり休んで、それから考えればいい。今すぐに、答えを出すことでもないだろう」

「そうして、いつの間にか三年経って、アーベルが迎えに来たら？　大人しく受け入れろって言うの？」

　イルザを殺害しようとしたカリーナとの再婚だ。

　アーベル自身も苦しんでいるに違いない。

　しかし王太子に最初に話を持ちかけられたとき、アーベルがその案をすぐに受け入れていたら。

　イルザがアーベルから離れ、別の場所に匿かくまわれていたとしたら。

　イルザは今、こんな体になってはいないのだ。

『カリーナは僕らの仲が壊れるか、試しているだけ』

　彼はそう言っていた。

　自分の身が危ないかもと訴えたのに、アーベルはわけのわからない思い込みで、大丈夫と決め付けた。

　その結果、イルザはこんな目にあった。

　愛してるなんて、口だけだ。

　肝心なときにイルザを守らない。肝心なときに傍にいてくれない。

　そんな無能男と、もう一度やり直せというのだろうか。

「アーベルが会いに来ても、お前が許せないと思ったならば、追い返せばいい。それに三年の間に、まともな男と出会って、お前は幸せな家庭を築いているかもしれない」

「……アーベルは許さないわよ。また前みたいに。いいえ、それ以上に、わたしを束縛したらどうするの？」

「そうはならないと思う」

　カールは少し微笑んで、イルザを見つめた。

「イルザ、アーベルは……頭を下げたんだ。バーテン伯爵は横領などしていないと、宰相と陛下に父上の無罪を訴えた。頭を下げて……父上を釈放するよう頼んだんだ。それと引き換えに、カリーナとの結婚を自分から申し出た」

　イルザは黙った。

　何を言えばよいのかわからなかった。

「……お前がこんな目にあう前、アーベルに会ったんだ。あいつ、お前と引き離そうとするなら、カリーナや宰相が手を出す前に僕が家を潰してやる、って。イルザに家よりも僕を優先しろと言え、って、脅してきたんだ。そんな、自分本位の頭のおかしい男が、俺たちのために……いや、お前のためだな。憎い相手に頭を下げた」

「頭を下げるなら、もっと早くにすれば良かったじゃない。もっと早く……別の方法だってあったのに」

「そうだな。あいつがもし、お前を迎えに来たら、そう言ってやれ。それでもお前にしつこくするようなら、結婚のときは何もできなかったが、今度こそ俺が追い払ってやる」

「……できるの？」

「……王太子殿下に協力してもらう。……何とかしよう」

　王太子任せではないか。

　イルザは呆れて、はぁ、と大きく溜め息を吐いた。

「頼りにしてるわ、お兄様」

　少しだけ笑って、イルザは言った。

　できる限りのことはする、とあまり頼りにならない返答をしながら、兄は立ち上がった。

　イルザはふと、気になっていたことを思い出した。

「わたしが昏睡状態だったとき、彼、泣いていた？」

「いや……そういえば、眠ってるお前の横で自害でもしやしないかと心配してたんだが、意外としっかりしていたな。お前の傍からは離れなかったが、取り乱したりはしていなかった」

「……そう」

　あの泣き虫な男が、一粒の涙も零さなかったのか。

『わたしはあなたにも……わたし以外の人のことを大切に思って欲しい。わたしの大切な人たちを大事にして欲しいの』

　アーベルに向けて放った自身の言葉を思い出す。

　カリーナは、アーベルはイルザの心を理解できないと言っていた。

　でも、違った。

　アーベルはイルザの気持ちを尊重してくれたのだろう。

　イルザの信じていた通りに――。

　そして、実家に行く前に書き置いていた手紙の効果なのだろうか。

　離れるくらいなら死ぬと、何度もそうイルザを脅していた男は、死ではなく、別れを選んだ。

　求婚のとき誓った『死んでも永遠に一緒にいる』ではなく、『君を幸せにする』という約束を守ろうとしたのかもしれない。

　幸せには全くできてはいないけれど……。

（わたしが、死ぬような目にあってから、やっとなんて……お間抜けすぎるわ……）

　兄が部屋から出て行き、一人になったイルザは少しだけ泣いた。

　涙ひとつ零さず、イルザに離縁を告げた愚かな男のために、泣いてやった。










　アーベルは公爵を継ぎ、兄もまた伯爵家の当主となった。

　イルザは支えは必要だが、何とか一人でも立ち上がれるまで回復した。

　アーベルと離縁して二カ月半後。

　イルザは生まれ育った王都を出て、ロイマー街に移り住み、伯父の用意してくれた小さな離れで、新たな生活を始めた。

　王太子がイルザのために、医療の心得のある侍女を寄越してくれていて、彼女の指導の下、体を動かす訓練をした。

　自主訓練の方法も学び、イルザが杖で歩けるようになると、彼女は王都に帰ったが、ひと月に一度は、治りの経過を診に、田舎街に足を運んでくれた。

　緩やかなときが過ぎ……いつ頃からだろうか。

　封筒の裏に『兄』の名前が記された手紙が届くようになった。

　特に意味のある手紙ではない。

　最初のときですら、謝罪もなければ、体の心配をする、一文もなかった。

　愛している、の一言もない。

　神経質そうな見飽きた文字は、花が咲いていた、とか、空が青かった、とか、こんな本を読んだ、とか。つまらない、日常を綴っていた。

　手紙というか、日記を送りつけられているようだった。

　田舎暮らしはイルザの性に合っていたのか、思っていた以上に快適だった。

　体の動きが以前とは違うのは事実で、全てのことを水に流すことはできやしない。

　時折腹立たしさは襲ってきたし、夢であの日のカリーナが現れて、恐ろしくて震えたこともあった。

　けれど、日々が繰り返される中で、イルザは葛藤する自分自身と折り合いをつけていった。

　イルザは『兄』に手紙を書いた。

　仕返しはしないで欲しい、と。

　できるだけ綺麗な文字を書けるよう、何度も練習して、幾度も失敗して、書いて……『兄』に手紙を送った。

　カリーナのことを恨んでいないといえば嘘になる。同じ目にあえばよい、と思ったことだってある。

　けれど、罪は償って欲しいが、イルザにしたことへの『仕返し』を彼がするのは嫌だと思った。

　過度な仕返しをしそうで、寝覚めが悪くなりそうだ。

　それに対する返信はなかったけれど、しばらくして杖が届いた。

　届け主は兄の名であったが、兄がこんな気配りをするとは思えない。

　何かの暗示だろうか、と、訝しんだが、おそらく普通に杖を贈りたかっただけだろう。

　杖が届いた日は、すっかり忘れていたが、イルザの誕生日だった。

　穏やかな日々が、ゆっくりと過ぎる中で、イルザは少しずつ本来の自分を取り戻していった。

　ささやかな喜びを見つけ、苛立つことは適当に受け流し、負の感情は溜め息とともに吐き出して。

　そうやって、毎日を過ごした。

　不慣れな体に慣れていくように。

　最初は寂しくもあったが、彼のいない生活に慣れていった。

　王都でカリーナとどんな夫婦生活をしているのだろうか、と。

　ふと頭を過よぎることがあったけれど、考えても仕方ないことだった。

　寂しいと思うことがなくなって、むしろ――執着や束縛から解放されたことへの快適さを感じていた頃。

　イルザは茶会で、彼と王女が離婚したことを知ったのだ。









■見守り




「アーベル様……そのお声は掛けられないのですか……？」

　アーベルがイルザを見守る日課を終えた後、御者が恐る恐るといった風に訊いてきた。

「お前は、もう王都に戻ればいい」

　王都からこちらに向かうためには馬車が必要で、そのための御者であった。

　どれくらいになるかわからないが、しばらくこちらに滞在することになる。いつまでも彼を留めておくわけにはいかない。

　公爵家も御者だけでなく馬車がなければ不便だろうし、彼の家族も心配しているに違いない。

「いえ、ご一緒します」

「僕のことは心配いらない」

　母に頼まれでもしたのだろう。そう思ったが、アーベルの言葉に首を振る御者の眼差しにはどこか悲愴感がある。

『私のせいです。若奥様をお守りできなかった、私のせいです……』

　あの『事故』の後、イルザが目覚めて少しして、御者が断罪を求めるかのように言ってきた。

　彼が目撃者として傍にいて、転落したイルザのために大声で救けの声をあげ、伯爵家に運ぶよう指示したと聞いていた。

　彼がいなければ、カリーナたちが『事故』自体をなかったことにするために、イルザを連れ去った可能性だってあった。

　どれだけ断罪を願われたところで、感謝こそしても、彼の『せい』になどできるはずもない。

　彼にもそう言ったのだが……御者の心はアーベルの言葉では晴れなかったのだろう。

　責任を感じ、アーベルたちのことを見届けようとしているのかもしれない。

　しかし残念ながら、イルザはともかく、自分に関しては彼の心を晴れやかにさせることはできそうになかった。

　終わることのない見守る日課に、彼を付き合わせるのは心苦しい。

「お前にも家族がいるのだろう？　家を空けるのはよくない」

　彼の妻は公爵家に長く仕えるメイドだった。彼女との間に子どもがいたはずだ。

「上の子は成人です。下の子たちも、もう父親の手など必要とする年齢ではありませんよ。思春期の娘などは、目も合わせてくれませんし。妻もまあ……私の顔をしばらく見ていなくても、平然としてますしね……家には私の父もいますし、防犯的な意味でも、まあ、私がいる必要など……」

　徐々に声が沈んでいった。

「男親というのは……寂しいものです」

「そ、そうか」

　御者の暗い声に、アーベルは戸惑いながらも相槌を打った。

　そして、彼の妻と同じように、イルザも自分の顔をしばらく……いや永遠に見なくとも平然としているのだろうな、と思い昏い気持ちになった。

　御者がロイマー街で買ってきたパンを、男二人で、向かい合わせで食べた。

　美味しいも美味しくないもない。

　イルザのいない食事は、味などしなかった。

　もうずっと――食事はアーベルにとって楽しいものではなく、味のないものを無理やり、口に放り込む。死なないための作業のようなものだった。







　イルザと別れ、カリーナと再婚し、二年間。

　アーベルはカリーナを公爵夫人にし、表向きは普通の夫婦として過ごした。

　しかし、その裏ではハンネスに協力し、彼が王位を継ぐための足場を固めていた。

　彼の治世に不必要なものは排除していく中で、アーベルの望み通り、カリーナも二度と自分たちの前に現れぬよう、修道院送りにした。

　もっと反抗するかと思ったが、カリーナはハンネスの言葉に大人しく従っているという。

　最期に会ったとき、自分勝手な言葉でアーベルを惑わせようとするのだろうか、と身構えていたが、カリーナは何も言わなかった。

　殺してやりたい。そう思ったことは一度や二度ではなかった。

　しかし――カリーナが何も言わなかったように、アーベルも何も言わなかったし、何もしなかった。カリーナを裁くのは、裁く権利があるのはアーベルではない。

　昏く、虚ろで、寂しげなすみれ色の瞳を見て、イルザを失えば、自分もいつかはこんな風になったりするのだろうか、と少しだけ思った。

　カリーナと離婚し、ハンネスに謹慎を言い渡されたアーベルは、その足でイルザの住むロイマー街に向かった。

　宿を借り、数日過ごしていると、ハンネスの部下が来て、隣村の空いていた屋敷を買ったから、そこに移り住むよう指示された。

　二年前に比べ、痩せ細った体と疲弊した心を、ハンネスは案じているのだろう。王都がごたごたする間は、イルザとともにそこでしばらく療養しろ、との伝言も聞かされる。

　そうして、イルザのいる街の隣の村ラトルで、アーベルが暮らすようになり、ひと月半が経過しようとしている。

　しかしアーベルは未だに、イルザとは話をしていないし、会ってもいなかった。

　ハンネスたちはアーベルが復縁するつもりでいると思っているようだが……。アーベルはただひたすら、イルザを見守り続けていた。

　日中は、彼女を預かってくれているヤンセン子爵家の近くに馬車を停めたり、変装して隠れたりして、ずっと門を見つめている。

　一日に一度は歩くことを日課にしているのだろうか。

　イルザは杖をつきながらだが、思っていたよりはしっかりとした足取りで、門の中から姿を見せた。

　王都にいたときのようなドレス姿ではなく、平民のような装いをしていた。

　杖をつかないと歩けないせいで、不自由な思いをしているのだろうか。二年前より彼女は若干ふくよかになっているようだった。

　日中出歩くせいだろう。白かった肌は、日に焼けている。

　以前とは違う彼女の姿に、彼女の二年間の苦労を思い胸を突かれるような気持ちになる。自分のせいだと感じ、罪悪感に苛さいなまれた。

　しかし、同時に――最後に見た、ベッドの上で包帯だらけだった彼女を思うと、涙が零れてきた。

　彼女が生きて、そこにいることを全ての人たちに感謝して回りたくなる。

　生きて、笑って、幸せでいてくれるならそれでよい。

　それが望みだった。それだけが望みなのだけれど……遠くから見ていると、切なくなった。

　穏やかなあの声で名前を呼んで欲しいし、指で髪を撫でて欲しい。抱きしめたいし、抱きしめられたかった。

　しかし、イルザはアーベルの顔など見たくないかもしれない。

　あなたのせいよ、と罵るかもしれない。

『仕返しはしないで欲しい』

　一度彼女から貰った手紙にはそう書いてあった。

　彼女はあんな酷い目にあわされたというのに、カリーナのことを赦したのだろうか。

　あれほどの罪を赦すのならば、自分との関係もやり直してくれるかもしれない……。

　彼女が生きているだけで満足しているはずなのに、つい甘えた身勝手な期待を抱いてしまう。そんな自身に腹が立った。










「アーベル様……その、よろしいのですか？」

　イルザの見守りを早めに切り上げた後、屋敷に戻るなり、御者が恐る恐るといった風に訊いてきた。

「よろしいも、よろしくないもない。僕は見守るだけだ」

「ですが」

「よろしいも、よろしくないもないっ！　僕は……見守るだけだ……」

　しつこく訊いてこようとする御者に、アーベルは同じ言葉を返した。彼を残して、ひとり私室へ向かう。

「あのお食事は」

「いらない」

　首を振って言い、乱暴にドアを閉め、私室に篭った。

　今日の見守りは馬車の中からだった。

　散歩ではないのだろう。肩から斜めにバッグを提げていた。彼女は買い物のときは、いつもそうしていた。

　杖をついて向かった先は酒類を売っている店であった。

（酒瓶は重いだろうに。持ってあげたい）

　そんなことを思いながら、店から出てくるイルザを見つめていると、亜麻色の髪をした、いけ好かない長身の男が、イルザの名を呼んだ。

　その男は、アーベルが彼女にしてあげたかったことを平気でやってのけた。

　彼女の重たい荷物を持ってあげたのだ。

　腹立たしかった。

　こんなに傍にいるのに、見ていることしかできないことが腹立たしい。腹立たしいと思ってしまう自分も、腹立たしかった。腹立たしくて腹立たしくて、どうにかなってしまいそうだった。

　以前から何度か、その亜麻色の髪の男がイルザに話しかける姿は目撃してはいた。

　ただの知り合い程度だと思っていたが、徐々に距離が縮まっていっている気がした。

　恋愛に発展するのだろうか。彼女はあのいけ好かない男を愛するのだろうか。

　そう思うと、胸が痛く、今すぐにでも彼女を攫さらって行きたくなった。

　けれど――。

　並んで歩く二人の姿を見るのが辛く、今日の見守りは早めに切り上げた。

「よろしいも、よろしくないもない……僕は見守るだけだ……」

　ひとりきりになり、御者に向け言い放った言葉を繰り返す。

　アーベルは泣きたくなる気持ちを抑え、鞄の中から、二通の手紙を取り出す。

　一通は彼女と別れる前の。もう一通は別れてからの手紙だ。

　『大好きよ、愛してるわ』と書いてある手紙も宝物であったが、もう一通の、カリーナを庇うような内容だけの手紙も、アーベルにとっては宝物だった。

　弱々しくも丁寧に書かれた文字は、イルザが弱さを見せまいと必死に書いたものだろう。その気丈さが愛しかった。

　イルザがいなくて苦しくて、死んでしまいたくなるときは、この手紙を胸に抱いて、苦しみに耐え抜いてきた。

　自分より、あんな酷い目にあったイルザの方がきっと苦しんでいる。

　彼女の苦しみを全て自分が背負えたらよいのに。

　そんなことをぐるぐると思いながら、苦しさを受け入れてきた。

　だから、これからもきっと、苦しくても何とかやっていけるだろう。

　そう思ってはいたが、もしかしたら、あの男は悪人で、イルザが騙されている可能性もあった。

　アーベルは念のため、あのいけ好かない亜麻色の男のことを調べることにした。

　少し聞き込みをしただけなのだが、商家の三男で、そこそこ顔立ちの良い男は、割りと有名なのだろう、ある程度の情報を集めることができた。

　ダリルという名で、子爵家の令嬢の婚約者だという。

　あの男は、許し難いことに、イルザと彼女の従姉妹とで二股をかけていた。

　あんな男、イルザには相応しくない。

　――相応しくなくとも……彼女があの男を愛しているというのならば。

　アーベルは悶々もんもんと、これからどうイルザを手助けしていくべきか考えていた。




　その日も、アーベルはいつものように見守りをしていた。

　あまり馬車を使っていると、イルザに不審がられるかもしれない。最近は歩いて見守ることの方が多かったが、この日は御者が買い出しをしたいとのことで馬車で見守りをしていた。

　大通りに向かい歩いていく彼女を、馬車の小窓からこっそり見つめていると、例のいけ好かない男が現れ、イルザの名を呼んだ。

　大きな声だったため、結婚して欲しい、と。男がイルザに求婚する声が聞こえてきた。

　――嫌だ。置いて行かないで。許さない……。

　幼子のような願いは、じっとりとした昏さを帯びていく。

　――すぐさま、あの男を殺し、彼女を奪って逃げたい。

　目を固く閉じて、押し寄せてくる誘惑と必死に戦った。

　彼女の幸せを見届けよう。そう覚悟を決めたアーベルが、目を開けると、小柄な女が増えていた。

　キンキンとした金切り声をあげ、いけ好かない男に怒鳴っている。

　金髪の少女は確か、イルザの従姉妹で、あの男の婚約者だ。

　二股の結果、修羅場になっている男をいい気味だと思った。

　もっとやれ、もっと責めてやれ、とイルザの従姉妹を応援していると、女の眼差しが男からイルザに移った。

　見守るだけだと。彼女の幸せを遠くから見守ろうと決めていた。

　彼女と会ってはならない、とさえ思っていた。けれど。

　アーベルの脳裏に、あの日の、包帯だらけでベッドに横たわるイルザの姿が浮かぶ。

　迷うより先に体が動いた。

　アーベルは無我夢中で、馬車から飛び出した。









■復縁




　過去にあった様々なことを思い出しながら、アーベルの銀髪を梳いていたイルザは、あることに気づき、指を止めた。

（……何てこと……禿はげているわ……）

　最初はつむじかと思った。

　しかし、つむじは別にきちんとある。

　頭のてっぺんの斜め右、少し下。その部分の髪が抜け落ちていて、丸く白い地肌が見えていた。

　イルザは指で髪を掻き分け、他に脱毛部分がないか探した。

　後頭部に、先ほどより少し小さめの丸い脱毛部分を見つけて、眉を顰めていると、アーベルが顔を上げる。

　鮮やかな紫水晶の瞳は泣き濡れていた。

　イルザは脱毛を指摘するべきか迷う。

　男性は脱毛について非常に気にすると、耳にしたことがあった。

　アーベルの場合、若禿げというか、精神的な脱毛に違いない。

　アーベルも気づいているのかもしれないが、指摘するのはやめた方がよいだろう。

　イルザは見なかったことにする。

　代わりに、気になっていたもうひとつの変化を訊ねる。

「何だかすごく痩せてるけど……きちんと食べてるの？」

　涙の跡のあるこけた頬を、指で撫でながらイルザは訊ねた。

「君がいない食事は味がしない……でも餓死したら、駄目だから……必死で、死ぬ思いで食べてた」

「……そう」

　餓死したくないから死ぬ思いで食べる。……どのような状況か、食に対し何の悩みも抱いたことのないイルザには、いまいちわからなかった。

　しかし、大変な状態だったことは窺える。イルザは半端に慰めるのもどうかと思い、相槌だけ打った。

「イルザは……太ったね」

　アーベルの言葉に、イルザは労わるように撫でていた指の動きを止めた。

「……太ってないわよ」

「抱き上げたからわかるよ。太ってる」

「……気のせいじゃない？」

「気のせいじゃないよ。あの頃より、体重が増してる」

「…………アーベル、あなた、わたしを怒らせたいの？」

　いくら元妻であったとしても、女性に対し体重の増加を指摘するのは失礼だろう。

　脱毛の件は黙っていてあげたのに、と心の中で思いながら、アーベルを睨み下ろすが、彼はなぜ怒られているのかわからない、といった風に首を傾げた。

「でも、前はここ、抓めたりしなかったから」

　衣服の上から、脇腹の肉をふにっと抓まれた。

「ちょっと！　やめて！」

　パシッ、と失礼な手を叩く。

　アーベルは睫を伏せ、俯くと、叩かれた手で自らの顔を覆った。

「……アーベル……」

　失礼な真似をするから、軽く叩いただけである。

　あまりの落ち込みように、イルザは戸惑う。

「イルザが太ったのは……僕のせいだね……」

　取り繕う言葉を探すイルザに、アーベルが暗く沈んだ声で言った。

　イルザが太ったのはイルザのせい……いや、料理上手のヤンセン子爵家の使用人のせいである。

　二年の間、離れて暮らしていたアーベルのせいでは決してなかった。

　親しくなったメイドに、指の訓練のために料理はどうかと勧められた。そしてイルザはこちらに来て初めて、自ら料理をする喜びを覚えた。

　パン作りに凝っていた時期は、大量に、パンをこね、焼いた。

　朝食べる用のパンを誘惑に負けて、夜寝る前に口にしてしまったこともあった。

　しかし、太ったといっても、去年までゆったり着ていた下着が窮屈になったくらいで、そこまで増量はしていないはずだ。

　そんなにしつこく、悲嘆にくれた顔で言われたら、何だかものすごく体型が変化してしまったように感じてしまう。

「……足が……杖をつかないと歩けないから……太ったんだ……」

「違うわよ」

　アーベルが涙声で全く見当外れな原因を口にしたため、イルザは即座に否定した。

　結婚前は深窓の伯爵令嬢、結婚後は控えめな若妻。王都にいた頃の方が、屋敷に篭ることが多く、外出するときは馬車を利用していた。

　こちらに来てからの方が、訓練がてらに散歩しているのもあって、運動不足は解消されている。

　少々体重が増えたとしても、それはただの肉ではなく、筋肉なのでは、と。

　むしろ健康的になったのだ、と信じたい気持ちもあった。

　違うと言ったのにアーベルの耳には届いていないようで、肩を震わせながら、再び本格的に泣き始めた。

　単にイルザの体型変化を嘆いているわけではなく、動き辛くなった足を想い泣いているのだろう。

　イルザは小さく息を吐いた。

「ごめん、とか……赦してくれとは、言わないのね」

　泣くばかりのアーベルにイルザは呟くように問う。

「……僕はもう……赦されているから」

　てっきり、謝罪する資格がない、など殊勝な答えが返ってくると思っていた。

　自分本位の答えに、イルザは眉を顰める。

「赦してないわよ」

　弁明も謝罪もされていないのだから、当然、赦す機会もなかった。

　もしかしたら、先ほどの修羅場を乗り切るためにした演技で、赦されたと思ってしまったのかもしれない。

　だとしたら、今更あれが本心ではなかったと言っても、アーベルは納得しないだろう。

　けれど、赦したつもりはなかったが、二年前の件で、アーベルを責める気持ちは失せてしまっていた。

　彼を責めたところで、体が元通りになるわけでもなく、イルザを実際に傷つけたのも彼ではない。

　やつれて、脱毛症になったアーベルからは、二年間の苦労が窺えた。

　泣いているアーベルを前にすると、あのとき、涙を零さなかった姿を思い出してしまい、イルザは絆ほだされてしまいそうになっていた。

　しかし、このまま流されてもよい気がしつつも、自分本位なアーベルを受け入れてしまうことへの抵抗感もある。

　そして――。

　アーベルのいない生活に慣れてしまった今。快適な日常を失うのが惜しいという気持ちも、少しだがあった。

　傍にいないと心まで離れてしまう、と不安がっていた。あのときのアーベルが正しかったのだと、認めてしまうことに繋がるので、決して口には出さないけれど。

　イルザがどう彼に応えるべきか迷っていると、アーベルが顔を覆っていた掌を外し、イルザを見上げた。

「君は生きている……イルザが生きていることが……僕への赦しだから……それ以上に望むものなんてないよ」

　泣き濡れた双眸で、アーベルは微笑んだ。

　その微笑みを見たイルザは、アーベルが今までなぜ、カリーナと再婚した理由を説明せず、謝罪の言葉を口にしなかったのかに気づいた。

「あなたは……わたしに赦されたいとは思っていないのね……」

　てっきり復縁するために会いに来たのだと思っていた。

　そういえば、王太子は三年という区切りを口にし、兄からは待っててやれないか、と言われたが、アーベル本人からは、手紙という名の日記を送り付けられただけで、復縁を望む言葉は全くなかった。

「だから、カリーナ様と離婚しても、すぐに会いに来なかったの……？」

「……ずっと遠くから見ていようって……陰から、君の幸せな姿を見るだけで、僕はそれで良かったんだ……」

　アーベルが乗っていたであろう馬車を見かけたのは一週間前になる。

　イルザのことを探っていたのではなく、ただ、見ていただけなのだろうか。

「なら、どうして現れたの？」

「あの女が……君にっ、暴力をふるおうとしたから……君が、死んだら……どうしよう、って……」

　紫色の瞳からは、涙が次から次へと溢れ出してくる。

「頬を叩かれたくらいで、死んだりはしないわよ」

　イルザは苦笑し、アーベルの横髪を撫で、涙を親指で拭った。

「そんなの、わからない……叩かれた弾みで転んで、道路に頭をぶつけるかもしれない……。イルザ、イルザはあのダリルって男のことが好きなの？」

「……好きだったら、あなたと復縁するとか、愛してるとか言わないわよ」

「……僕がつい、妻とか言って……怒っていたから、そう言っただけでしょ。君の嘘は、すぐにわかるよ……嬉しいから騙されるけど……。ねえ、イルザ。あんな二股男はやめた方がいいよ……。婚約者がいるのに、イルザに手を出そうなんて、最低だ……」

　確かに、修羅場から逃げたくて、勢いに任せて『愛している』と叫んだ。演技の部分もあった。

　しかし嘘と決め付けられると、それはそれで何だか胸の奥が軋きしむ。

「イルザ、あんな男、ダメだよ。もっと誠実な人を選んで欲しい」

「あなたはもう、わたしの婚約者でも夫でもないのだから、関係ないでしょう」

　他の男を薦める言葉が続き、胸の奥の軋みが激しくなる。

　きつい口調で返すと、アーベルは仄暗くなった瞳を瞬かせた。

「……そうだけど……でも、イルザは、あの男が好きなの？」

「……だったら何？」

　以前のように、おかしな行動をするかもしれない。

　そうなったときのために身構えていたが、アーベルは薄く微笑んだだけだった。

「なら……僕も彼を愛するよ」

「……は？」

「すぐには無理かもしれないけれど……。イルザが彼を好きなら、僕もちゃんと、あの男のこと好きになるから。イルザだけでなく、あの男のこともきちんと守る。あと、あの女は僕が何とかする」

　昏い瞳のまま、言い募る男の姿に、胸の軋みがすうっと消えていく。

「何とかなんて、しなくていいわ。困ったところはあるけど、従姉妹なの」

「上手くやるよ……色仕掛けとかで、僕に惚れさせて……ん」

　イルザはアーベルのかたちの良い唇に、そっと自身の唇を重ねた。

「……イ、イルザ……どうしたの……」

　アーベルは頬を紅潮させ、戸惑っている。

「復縁を望んでないなら、どうして、あんなにしつこく手紙を送ってきたの？」

「手紙も駄目？　別に読まなくていいし、すぐに捨ててもいいから、送るのくらい許して欲しい……傍にいるのは駄目でも、気配くらいは感じていたい…………イルザ、キスしないで」

　涙で湿っぽくなった頬を唇で辿ると、アーベルが顔を背け、イルザの肩を押した。

「嫌なの？」

「イヤなわけ、ないけどっ……期待してしまうから……」

　アーベルと再会したら、どうするのだろう。

　腹立たしく思うのだろうか。憎しみを抱くのだろうか。

　鬱陶しく思うのだろうか。

　それとも、何も感じないか。

　イルザは彼と再会するまで、自分の心がどこに向かうのかわからなかった。

　やり直したい気持ちもあったし、別れて新たな人生を送りたい気持ちもあった。

　けれどまさか、アーベルの方が復縁を望まないなど、思いもしなかった。

　若干の悔しさはあるものの、イルザのために変わった彼が切なく、愛おしいと思う。

「わたしは……あなたと同じだけの想いをあなたに返してはあげられないし、あなたのために、全てを放り出したりも、できないわ……時々、あなたのこと鬱陶しくは思ったりもする。でも、アーベル。あなたがそれでもいいと言ってくれるなら、わたし、あなたと一緒にいたい」

　再婚の再婚だ。

　正式な婚姻は難しいかも知れない。

　それでも、彼の傍にいたいと、自然に思うことができた。

「……それは、嘘とかじゃなくて？　本当に？」

　アーベルは、ぽかんとした顔でイルザを見返していたが、少しして疑い深く訊ねてくる。

「僕の傍にいてくれるの？」

「ええ」

「ダリルじゃなくて、僕の傍に？」

「ええ……だから、色仕掛けなんてしたら駄目よ」

　もう一度、唇にキスを落とす。

「……ダメ、イルザ……あっ」

　ちゅっと音を立てて吸うと、アーベルがひどく艶なまめかしい声を出した。

「………………アーベル」

　前屈みになり、股間を押さえたアーベルに、イルザは冷めた視線を向ける。

「だって……イルザが、キスとか、するから……ずっと、禁欲してたし……だから」

　ごにょごにょとアーベルが言い訳を始めた。

　馬車の中に、独特の匂いが漂い始める。

　本当に復縁してよいのだろうか。

　イルザは先ほどしたばかりの決断を撤回したくなった。









■挿話　とある女の話




「俺のせいだ。俺が止めていれば、こんなことにはならなかったのに」

　うな垂れ、青ざめた顔で後悔を口にする夫に、私は『あなたのせいじゃない』と口にすることしかできなかった。

　夫はただの御者だ。護衛でもない。

　平民である夫が貴族、ましてや王族に逆らえようはずもないのだ。

　彼だって本当はわかっている。

　けれど――。

　自分の見た『真実』を決して誰にも話さぬよう口止めされたことが。

　罪を犯したものに何の罰も与えられないことが。

　目の前で消えかけた命があった事実が。

　頭では、どうしようもなかったと理解していても、自身の無力さを、嘆かずにはいられないのだろう。







　私がシュテイツ公爵家で働き始めたのは十六歳のときである。

　知人の伝手でメイドとして雇われることになったのは、幸運だった。

　使用人を冷遇する家もあるというが、公爵家は給金も良く、時間外労働を強いたりはしない。働きやすい職場として有名であったからだ。

　働き始めて半年が経った頃、同い年で父親に付いて御者見習いをやっている男から告白をされた。

　人は良さそうだったが、冴えない感じで、やぼったいし、最初の頃は乗り気ではなかった。

　使用人で、将来は御者。彼の職業も正直なところ不満だった。

　お金持ちな商人とか、役人とか、それなりに蓄えがあり将来性がありそうな男性に見初みそめられたい。そんな夢を抱いたりしていた。

　けれど彼の人柄に触れるうちに、まあいいかな、と思うようになった。

　彼とならばささやかではあるが、確かな幸せを掴めるような気がした。

　私達が結婚する少し前、公爵家では慶事があった。

　公爵家の旦那様は厳しくもあるが品行方正なお方で、奥様は天真爛漫てんしんらんまんなお方だった。

　そのお二人に待望の男の子が産まれた。

　みな、喜び祝福していたのだが、時が経つに連れて、奥様が浮かない顔をするようになった。

　原因は嫡子であるアーベル坊ちゃまである。

　坊ちゃまは非常に美しく愛らしい子どもだった。そして、大人しく扱いやすい子どもでもあった。

　賢くて素直な良い子だと、私たちも最初は喜んでいたのだが……泣いたり、はしゃいだりしない。

　子どもらしい我儘もなく、大人たちの言葉に反抗することもない。

　聞き分けの良い子どもというよりも、容姿が整っていることもあって、まるで精巧な自動人形のようで。

　それに気づくと、奥様の浮かない顔の理由も察せられ、喜びは不安になった。




　人形のように大人しかった坊ちゃまが変わったのは、八歳のときにご婚約をされてからだ。

　貴族の方々は幼い頃に婚約者を決めるらしく、坊ちゃまは伯爵家のご令嬢と婚約をした。

　婚約者はバーテン伯爵家のイルザお嬢様。

　焦げ茶色の髪をした愛らしい少女だったけれど、どこにでもいそうな子どもでもあった。

　容姿端麗な坊ちゃまの横に並ぶと、少々釣り合わない。

　今は良いけれど、大人になれば苦労するだろう、と他人事ながらにイルザお嬢様に同情した。

　けれど――そんな同情など、吹いて飛ばす勢いで、坊ちゃまはイルザお嬢様を恋い慕うようになった。

　公爵家に遊びに来るお嬢様を迎えるときは、白い肌を仄かに朱に染め、はにかむように微笑んでいた。

　お嬢様の家に遊びに行くときは、前日の夜からそわそわしていた。

　幼い頃はそんな少年と少女の関係を微笑ましく見守っていたのだが、年月が過ぎていくうちに、別の意味合いで、イルザお嬢様に同情するようになった。

　何というか、とにかく、坊ちゃまの執着っぷりが凄すさまじく、いくら美形で身分があり優秀であっても、坊ちゃまのような男に惚れられることは災難なのでは、と思うようになった。

　そして、お嬢様への溺愛っぷりとはうらはらに、坊ちゃまは酷薄な青年に成長していった。

　笑顔を見せることも世間話をすることもなく、愛想なども全くなかったが、使用人たちに無理難題を言って困らせたり、ところ構わず叱責したりもしない。

　私たち使用人にとっては何ら問題はなかったが、若いメイドなど、坊ちゃまに不相応な恋心を抱く者たちの中には、傷つく者も少なからずいた。

　私と夫には三人の子どもができた。

　出産後の一年間は休みを貰ったが、それ以外はメイドとして公爵家に仕えた。

　育児に協力的であった夫と義母のお陰で、子どもたちはすくすくと育っていった。

　上の子どもがそろそろ独り立ちするかしら、という頃、坊ちゃまは――アーベル様とイルザ様は無事ご結婚された。

　小さい頃から知っているイルザ様は、穏やかで優しい淑女に成長されていた。

　私たちにもいつも優しく接してくださるのだが、アーベル様に対してだけは、少々素っ気無くなる。

　アーベル様はイルザ様に対してだけ、異様に熱量が濃くなるので、それくらいがちょうど良いのかもしれない。

　イルザ様は奥様について、公爵夫人としてのあり方や、こまごました仕事を学ばれていた。

　アーベル様もイルザ様を娶めとられてから、本当に幸せそうで――。

　公爵家はイルザ様が来られてから、春が訪れたかのように雰囲気が暖かくなり、以前よりも働き心地が良い職場になった。

　不穏な空気が流れ出したのはいつの頃からだろう。

　アーベル様と王女様のおかしな噂が流れ出した頃だろうか。

　アーベル様の異常なイルザ様への執着を知っている私達は、そんな噂など、これっぽっちも信じていなかった。

　けれどお二人はそうもいかないようで、ぎくしゃくしていて、喧嘩までしてしまったのか、アーベル様がイルザ様を部屋に閉じ込めてしまったりと、いろいろとあるようだった。

　でもまあ。

　夫婦を長年やっていればわかることだが、腹が立ったり、やつ当たりしたり、後悔したり。それでもまあ幸せかな、とか思ったり。夫婦とは、そういうことの積み重ねである。

　お二人もそうやって夫婦としての絆を作られていくに違いない。

　あの事故……事件が起こるまでは、みな、そう思っていたのだ。

　事件は夫がイルザ様をご実家へお送りする途中に起こった。

　居合わせた夫は、公爵夫妻、王太子殿下、そしてアーベル様に、そのときのことを口にしてはならないと、強く言われたらしい。

　けれど夫の心の内を案じて、妻の私にだけは――長年公爵家でお仕えしていて信用の厚い私にだけは、話してもよいと許された。

　公爵夫人からは、そのことについて謝られ、憔悴している夫を支えてあげて欲しいというお言葉と謝罪を貰った。

　その事件から少しして、アーベル様はイルザ様と離婚をされた。

　イルザ様を失った公爵家は、寂しく、冷たい風が吹いているかのようだった――。







　イルザ様と離婚されたアーベル様は、カリーナ様と再婚し、公爵家を継がれた。

　アーベル様は以前にも増して冷たく、感情を見せないお方になった。

　あの事故の真相を知っている私や夫だけでなく、アーベル様のイルザ様への溺愛っぷりを知っている家の者たちは、この結婚は何らかの事情があってのことだろうと思っていた。

　けれども私達は使用人だ。複雑な感情は仕舞い込み、新たな奥様を迎えねばならない。

　イルザ様の使っていた部屋ではなく、日当たりの良い客間がカリーナ様の部屋になった。

　イルザ様をあのような目にあわせた恐ろしい方――。

　一度、イルザ様を訪ねていらっしゃったときにお顔だけは拝見していたが、喋ったことはない。

　きっと高慢で気位の高い、頭のおかしい人に違いない。そんな風に思いカリーナ様に会った私は、拍子抜けした。

　アーベル様欲しさに人を殺しかけるような凶暴さなど全く見えず、穏やかで儚げに見えた。

　私達使用人に対する態度も、王族のお姫様にしては偉ぶっていない。

　夫から真相を聞いていた私ですら、カリーナ様が『良いお方』に見えたのだ。イルザ様を追い出した悪女だと身構えていた他の使用人たちも、少しずつ新たな公爵夫人を受け入れ始めた。

　――夫であるアーベル様を除いて。

　アーベル様は新しく娶った妻をいない者として扱った。

　夜会など、公の場に出るときはカリーナ様をエスコートされていたが、寝室は別だった。

　イルザ様を殺そうとしたカリーナ様を、許せるわけがない。当然である。

　しかし使用人たちの中には、冷遇されるカリーナ様に同情し、どんな事情があるにせよ妻にする態度ではない、とアーベル様を責めるものもいた。

　時折、そんな彼女たちを見ると、真実をぶちまけたくなった。

　けれど、しない。

　夫だけではない。アーベル様も旦那様や奥様も、みな真相を知っていて、もどかしい思いをしながらも、黙っているのだ。私だけが軽はずみな行動をするわけにはいかなかった。

　カリーナ様に好意的な使用人たちが増える中、平静を装っていても、どこか浮いていたのだろうか。

　カリーナ様は私に、専属のメイドになるよう命じられた。

「どうして、私、なのですか？」

「あなた、あの御者の奥様なのでしょう？」

　カリーナ様は思わせぶりに笑った。

　いつもは穏やかそうに微笑む彼女が、心の底から愉快げに笑んでいる。

　ぞっとするような美しい微笑だった。

「そう怯えないで。特に深い意味もないし、何もしたりしないわ」

　青ざめている私にカリーナ様は肩を竦めて見せた。

　夫だけでなく、珍しいことにアーベル様まで、私が彼女の専属になったことを案じておられていた。けれど何もしたりしない、その言葉通りにカリーナ様の私への態度は、他のメイドたちに向けるものと変わりはしなかった。




　華やかなカリーナ様は公爵夫人として、社交界で持て囃はやされていた。

　冷静に考えれば略奪婚ともいえる再婚ではあったが、何者かが事実とは異なる話を広め、美談にしようとしているようだった。

　アーベル様とカリーナ様は昔から想い合っていた、などという根も葉もない噂まで出回っていた。

　公爵家の中でもカリーナ様の姿は馴染んできた。

　前公爵夫妻が別宅へ移られてからは、公爵家の女主人として家を仕切り始めた。

　カリーナ様の存在が大きくなればなるほど、私はここにいないイルザ様のことを思うと胸が苦しくなった。

　夫も同じであろう。

　苦しみや、もどかしさを、打ち明けられる夫がいることは幸いだった。

　誰にも打ち明けられず、独りでイルザ様のいない寂しさに耐えているアーベル様は、徐々に食事の量が減っていった。




　アーベル様が再婚されて、一年とふた月ほどが過ぎようとしていた頃。

　私はカリーナ様に付き合い、王都の有名な服飾店に来ていた。

　店内から出たとき、子ども連れの女性が通りかかって、カリーナ様が足を止めた。

　六歳くらいだろうか。男の子を連れた女性は、カリーナ様を見て驚いていた。

「……お久しぶりです」

　先に口を開いたのは女性の方だった。

「お元気そうね。ずっとこちらに？」

「はい」

　女性は心苦しそうに顔を俯けた。

「ご存じかしら？　彼、亡くなったの」

「……はい」

「葬儀にくらい来て欲しかったわ。彼は、他の誰よりも、あなたに見送られたかったでしょうに」

「……合わせる顔がなかったのです。申し訳ございません」

　女性は頭を下げた。

「カリーナ様にも……何と、お詫びすればよいのか……。私の浅はかな行動が、あなたをどれだけ傷つけたか」

「もういいわ。終わったことだもの」

　冷えた口調でカリーナ様が言った。

　あまりに冷たい言い方だったため、私は女性にカリーナ様が何かしやしないか不安になった。

　それくらいに、普段の彼女からは考えられないくらい、冷えた口調だった。

「母さま？　だあれ？」

　腕白わんぱくそうな男の子がカリーナ様を見上げていた。

「……母さまの、昔の知り合いよ」

「お姫さまみたい！」

　無邪気に子どもが声を弾ませた。

　カリーナ様の華奢な肩が一瞬、びくりと震えた。

　背後にいる私からは、カリーナ様の顔は見えない。

「おーい！　行くぞー」

　呑のん気きな声が聞こえてきた。

　道を挟んだ向こう側から、大柄な男性が手を上げていた。

「……夫です」

　女性が静かな声で言った。

「そう結婚したのね……ねえ、あなた、今、幸せ？」

「不幸では、ありません」

「……そう」

　女性はカリーナ様に会釈をし、男性の方へと向かう。

「お姫さま！　さようなら！」

　子どもが無邪気に手を振った。

　女性の家族を目で追っているのか、しばらくの間、カリーナ様はそこに佇んでいた。

　帰りましょうと、カリーナ様が抑揚のない声で言う。

　わたしはカリーナ様の後に付き従い、馬車へと戻る。

　御者である夫はカリーナ様のために馬車のドアを開けるが、目は決して合わせない。まるで目が合えば石にされるとでも思っているような、頑なな態度である。

　そのため夫は、いつもとあきらかに様子の違う彼女に気づかない。

　馬車に向かい合わせで座ったカリーナ様の顔を窺う。

　彼女はぼんやりとしていた。

　すみれ色の瞳は、ここではない別のどこかを見ているようだった。

　彼女の様子が奇妙なのは、先ほどの母子に会ったせいだと思うが、なぜなのかは私にはわからない。

「……っ……ふっ……」

　最初は泣き出したのかと思った。

　しかし違った。

　俯いて肩を震わせたカリーナ様は、ふふっ、ふふふっ、と声をあげて笑い始める。

「……カリーナ様？」

「ああ、可笑しい。馬鹿みたいね」

　彼女はそう言ったきり黙る。

　口を閉ざし、再びぼんやりと視線を曖昧にさせた。

　そのことがあってから、カリーナ様はどこか変わった。

　何が変わったのかはうまく言えないのだが、釦がひとつ掛け間違ったような、そんなおかしさがあった。

　以前は、アーベル様がどれだけカリーナ様に冷たい態度をしようともお構いなしに話しかけていた。嫌がらせのように、アーベル様に付き纏うこともあった。

　それが、全くなくなった。

　アーベル様への興味を失ったようだった。

　熱心にされていた公爵夫人としての仕事もおろそかになり、頻繁に出席していた社交界へも滅多に足を運ばなくなった。

　何もせず、ぼんやりとすることが多くなった。







　カリーナ様の銀色の髪に櫛を通していたときだった。

　カリーナ様が鏡台の引き出しから、紫水晶の周りに花の彫刻があしらわれたブローチを取り出した。

「お付けになりますか？」

　彼女の目の色と同じ色合いの紫水晶だ。

　カリーナ様は普段、全く宝石の類を身につけなかった。今日はこれを付けて出掛けるのだろうか、と不思議に思い訊ねると、鏡越しにカリーナ様が私を見て微笑む。

「あなたにあげるわ」

「……は？」

「今日でここに戻ってくるのは最後なの。もういらないものだから、あなたにあげる。売ってお金にすればいいわ」

「……あの仰る意味がわかりません」

「私、隣国の大使と恋仲なのですって。その大使って隣国でも扱いに困る人だったらしくて、互いの利益のために隣国と結託したらしいわ。私が大使に国家機密を漏らしたことになっているのだけど、その情報を私に与えたのは、夫であるアーベルではなく、ベントレー侯爵になっているみたいだし、お兄様はご自分の治世に邪魔なものはみな追い払うつもりね」

　言っている意味がわからず、私は鏡に映ったカリーナを見つめる。

「私も昨日、聞いたばかりなの。侯爵はお父様に相談して、対策を練っているみたいだけれど。長いものに巻かれろっていうのかしら。アーベルとお兄様によって、お父様の取り巻きもずいぶん、減ったみたいだし。お父様が私や侯爵を庇う力は、もうないでしょうね」

　ふふっと唇を緩める。

　穏やかな笑みだった。

「流石に処刑はされないでしょうけど、修道院に幽閉かしら。お兄様の案なのか、アーベルの案なのか知らないけれど。私がイルザさんにしたことを裁けないから、別の方法で裁くことにしたのよ。もっと時間が掛かるかと思ったけれど、意外に早くて驚いたわ」

　まるで他人事のようにカリーナ様は言った。

　彼女がイルザ様のことを、自身の罪をはっきりと口にするのは初めてだった。

　ふいに、不快感と苛立ちが込み上げてきた。

　そして……もしかしたら。

　これが、今が訊くことのできる、最後の機会かもしれないのだ。

「……どうして。どうして、イルザ様を……」

　彼女があのようなことをしなければ、イルザ様は今もお元気で公爵家にいただろうし、アーベル様も苦しみはしなかった。

　夫も罪悪感を抱えることもなかった。

「イルザ様は、今も、お体が不自由だと耳にしています。……あなたのせいで、一生、消えぬ傷が残ったのです。なぜ、あのようなことを」

「一生消えない傷をつけ、体を不自由にさせるつもりなんてなかったわ」

「……そうなのですか？」

　夫が勘違いしただけで、本当は不幸な事故だったのだろうか。

「だって、死んで欲しかったのだもの」

　すみれ色の瞳の冷たさに、思わず息を呑んだ。

「今から思えば単なるやつ当たりね。申し訳なく思っているわ。アーベルが私と同じ目にあえば、私の心も満たされるのかと思ったけれど、そうはならなかったし。大失敗ね」

　大失敗。

　人の命をそんな言葉で片付けるというのか。

「……あなたは……命を何だと思っているのです……」

　彼女と同じ鏡に映る私は青ざめ、震えていた。

　私の呟きのような疑問に、カリーナ様は唇を緩め、ゆっくりと立ち上がった。

「どこで間違ったのかしらね……でも何度生まれ変わったとしても、私は同じ過ちを繰り返す気がするわ。私は私にしかなれなくて、決してアーベルのようにはなれないのだから」

　彼女はそう言い残して部屋から出て行った。

　反省して欲しかったわけではない。

　涙を流し、悔いたところで、イルザ様の体が元通りになるわけではないだろう。

　けれど、どれだけ責めても、詰っても、彼女をイルザ様と同じ目に、いやそれ以上酷い目にあわせたとしても、カリーナ様のあり方は、きっと、なにひとつ変わらない。

　そのことが腹立たしいより、空しかった。




　カリーナ様は本人が言った通り、公爵家に戻ることはなかった。

　今は監視付きで王宮にいるが、正式に処罰が下り次第、北の離島にある修道院に送られるという。

　私は、あげると言われ、置いていかれたブローチをアーベル様にお返ししようと思っていた。

　しかしお返しする前。アーベル様は謹慎を命じられてすぐに、公爵家から姿を消してしまった。

　夫も御者としてアーベル様に同行していた。

　おそらくイルザ様にお会いしに行ったのであろう。

　お戻りになってからにしようと思っていたのだが、ある日、公爵家に王太子殿下が訪れた。

　アーベル様と入れ替わるように、前公爵夫妻――アーベル様のご両親が戻って来られていて、王太子殿下にとって叔父おじにあたる前公爵にお会いしに来たようだ。

　殿下はカリーナ様の兄だ。お渡ししてもよいだろう。

　私はお話が終わるのを待ち、殿下に声を掛けた。

　ブローチをカリーナ様から頂いたこと、受け取るわけにはいかないことをお話しした。

　殿下はそれを手に取り、神妙な顔をした。

「あの、何か……？」

「……これは婚約が決まったときに……。最初の結婚相手である、辺境伯との婚約が成立したとき、彼が妹に贈ったものだ。人形のように感情を見せなかった妹が、嬉しそうにはしゃいで……喜んでいたから、よく覚えている」

　カリーナ様は辺境伯が亡くなられ、そう時が経たぬうちに、アーベル様と再婚なさった。それもイルザ様を傷つけ、強引にだ。

　辺境伯とは政略的な意味合いの強い結婚だったのだろうと思っていたのだが、喜んでいたのならば、当初は愛情があったのだろうか。

　しかし、亡き夫からの思い出の品を、私にあげると言って置いていかれた。

　愛した人から贈られた大切な品物ならば、人に譲ったりはしないだろう。

　それとも――結婚生活の中で、夫への愛がなくなる、そのような出来事があったのだろうか。

　ふと半年前に街で偶然出会った母子のことを思い出した。

　母子に会った後、様子のおかしかったカリーナ様のことを思い出す。

「これは私が預かっておこう。そして……時を見て、あれに返す。哀れだとは思うが……自身の罪から逃げることを私は赦してはやれない」

　殿下はそう言って、ブローチを懐にしまった。







　アーベル様が不在の間、前公爵夫人――私にとっては昔からお仕えする奥様だが、彼女が公爵家を取り仕切られることになった。

　前公爵――私にとっては昔からお仕えしている旦那様は、辺境領に赴かれた。

　どうやらカリーナ様と同じ罪に問われた侯爵家の尻拭いをさせられているらしい。

　カリーナ様は修道院へ送られた。

　北の離島にあるその場所から一歩も出ることなく、生涯、暮らすという。

　みな現金なもので、カリーナ様が大使と不義の関係にあったことが明らかになると、彼女を持て囃していた社交界の人たちは掌を返した。

　今や彼女は悪女として、侮蔑され、嗤わらわれていた。

　公爵家の人たちの中には、カリーナ様に騙されていたと、怒っているものもいた。




　それからしばらくして。

　私はあの母子の姿を偶然、見かけた。

　母子だけでなく父親もいた。

　子どもは父親と全く似ていなかった。母親似でもなかった。

　あのとき。

　無邪気な子どもが声を弾ませて、『お姫さまみたい！』そう口にしたとき。

　華奢な肩を一瞬、びくりと震わせた彼女は、いったいどのような表情を浮かべていたのだろう。

　私は幸せそうな家族を見つめながら、そんなことを思った。









■新居、そして傷痕




「イルザ」

　馬車の揺れが静まると同時に、アーベルが手を差し出してくる。

「いいわよ。歩けるし……一応、一人でも馬車の乗り降りはできるのよ」

　動作はぎこちなくなってしまうが、日常的なことは一人でも行えるよう訓練していた。

　近くに用向きがあるときだけでなく、観劇へも一人で出掛けている。

　時々、外出先でダリルのように、不自由な体を見兼ねてか、手を貸してくれる人もいた。

　イルザはその厚意を、最初の頃は素直に受け入れることができなかった。善意の中に混じる、かすかな憐あわれみに矜持が傷つけられる気がしたのだ。

　しかし今は手助けしてくれる優しさをありがたいと思い、感謝をしている。

　特別な出来事があったり、何かが切っ掛けになったわけではない。日常の中での慣れがイルザの強張っていた心を緩め、ゆっくりと変えていったのだろう。

　けれど普段ならば厚意を向けられたら、頼ることにしているイルザだったが、今は、アーベルの手を借りたくなかった。

「君は一人じゃないよ。僕がずっと……君を支えていく」

　アーベルの決意を新たにしたような顔を見た後、イルザはそっと視線を彼の下半身に落とした。

「今は支えてくれなくてもいいわ……というか……ちゃんと、隠してね……」

　厚めのフロックコートも着ているので、その下がどうなっているかは、気づかれはしないだろう。

　馬車も小窓を開けて、換気していた。

「イルザ……誤解しているかもしれないけれど、僕は早漏になったわけじゃなくて」

「いいから！」

　不埒な単語を使い言い訳するアーベルを一喝したイルザは、杖を手に取り馬車のドアを開けた。

　馬車のすぐ傍に御者が立っていた。

　イルザたちの声が聞こえ、様子を見守っていたのだろう。

　御者も手を貸してくれようとするが、イルザはやんわりと断った。

　慎重に足元を見ながら、自らの足で降りる。しかし、よく考えたら貴族の令嬢ならば、御者や同乗した男性の手を借りて降りるのは普通のことである。

　意地を張ったみたいで、少し恥ずかしくなり顔を上げると、涙を滲ませ微笑む御者と目が合った。

「良かったです……本当に……」

　彼の脳裏にはあの日、転落して気絶したイルザが――。

　命は繋いだものの、ベッドの上で起き上がることすらできなかったイルザがいるのだろう。

　元気な姿を見せることで、彼の記憶の中にある悲しいイルザの姿が薄れたならば良かったと思う。

「……ありがとう」

　心配を掛けたことを謝ろうかとも思ったが、何だか違う気がして、イルザは礼を言って、彼に微笑んでみせた。

「……イルザ。どうして……見つめ合ってるの……」

　背後から沈んだ声がした。

　その声を無視して歩き始めたイルザだったが、五歩ほど進み、はたりと立ち止まる。

　てっきり子爵家に帰ったのだと思っていたのだが、見慣れない場所であった。

　そういえば子爵家にしては、馬車での移動時間が長かったことに今になって気づく。

　常緑樹に囲まれた石畳の道があり、その先には、こぢんまりとした屋敷があった。

「……ここは？」

「ラトル」

　ラトルはロイマー街の隣にある小さな村だ。

　ロイマー街は商業も盛んで、劇場などもあったが、ラトルは集落がいくつかあるだけの農村だった。

「この屋敷は？」

「僕の家」

　アーベルはゆっくりとイルザの横を通り過ぎ、屋敷の玄関へと向かう。

「アーベル様。私はとりあえず、旦那様のところへ報告に行って参ります。明日の昼ごろには戻りますので」

　御者の言葉にアーベルが頷く。

　旦那様というのは、アーベルの父親のことであろう。

　御者台に戻る彼を、イルザは柔らかく笑んで見送った。

　馬車が立てる軽快な音が小さくなってから、イルザはアーベルに向き直った。

「お義父さまは王都にいるのではないの？」

　ここから王都へは三日はかかる。往復ならその倍だ。

　明日の昼頃に戻るには、休まず馬車を走らせ続けても、到底無理な話である。

「父上は今、辺境領にいるんだ」

「……どうして？」

　辺境領といえばカリーナの元降嫁先だろうか。

　イルザの問い掛けに、アーベルは僅かに目を逸らした。

「いろいろあって……ハンネスの指示だよ」

　そういえば兄は、ハンネス王太子が『三年で片付ける』と口にしたと言っていた。

　まだ二年である。

　いったい何があり、何を片付けたというのだろう。

　アーベルも加担していたのだろうか。

　知りたいような、知りたくないような、複雑な気分になる。

「あなたはここにいてもいいの？」

　二年前までは、一応は王太子の片腕になるべく仕事をしていたはずである。

「僕は謹慎中だから」

「公爵家は？　お義父様の跡を継いで公爵になったのでしょう？」

「家は母上と家令に任せているから、心配いらないよ」

「本当に？」

　もしかしてイルザに会いに来るため、全てを放り出して来たのではなかろうか。

　イルザは疑いの眼差しを向けた。

「母上やハンネスに、王都にいても役に立たないから、しばらく休めって言われたんだ。ここを探して、暮らすよう言ったのもハンネスだし……イルザ、ずっと立ち話するの？」

　やせ細り脱毛症になったアーベルをみな案じていたのだろう。

　髪と体型が元に戻るまでは、イルザも少しは優しく接した方が良いのかもしれない。そんな風に思いながら、彼に向かってゆっくりと歩いた。

　少しの距離なので杖を使わずに歩く。

「杖がなくとも、一応は歩けるのよ」

　傍まで行き、驚いたように目を瞠みはるアーベルに言うと、ごめん、と小さな声が返ってくる。

　復縁を望んではいるが、彼のした全ての行為を赦したわけではない。

　しかし、今は謝罪の言葉を聞きたくなかった。

「こういうときはね、頑張ったね、って言ってくれたほうがいいわ」

「……頑張ったんだね」

「ええ」

　イルザはアーベルを見上げ微笑んだ。

「……イルザは綺麗になったね。別れる前も綺麗だったけど……眩しくて、愛しくて、どうにかなってしまいそうになる」

　頬を紅潮させアーベルが言う。

「太ったのに綺麗なの？」

「太ったけど、綺麗になったよ」

「……あなたも、ずいぶん痩せて、ハ…………けど、……頑張って、わたしのために変わってくれたのね」

　イルザは思わず脱毛を指摘しそうになったが、寸前で口の中に封じ込めた。

　以前のアーベルならば、馬車から降りるとき、イルザが嫌だと言っても抱え上げていただろう。

　こんな風に、先で待ち、イルザがひとりで歩いてくるのを、ただ見守るだけなんてことはできなかったはずだ。

「本当はね……君の気持ちなんて無視して、連れて行って。この先もずっと二人きりで、誰にも邪魔されたりせずに、いられたらいいのにって。そういう欲もあるよ……でも僕のつまらない気持ちより、君の幸せの方が大事だから。君を幸せにするためなら、何だってしたいし、何だって我慢できる」

「……そう」

「だから……イルザ。もしもこの先、君が幸せになれたなら、そのときは……頑張ったね、って褒めてくれたら、嬉しい」

「わかったわ。約束する」

　アーベルは涙を浮かべ、抱き寄せようと手を伸ばしてくるが、イルザはそっと彼の胸を押し返した。

「今は何となく、近寄って欲しくないわ」

「……確かにあれは失態だったよ。でも、君が可愛く僕を煽あおるからだし…それに、汚いもののように言うけど、何度も君の中に出していたのを忘れたの？」

「それとこれとは別だと思うのよ、アーベル」

　上手く説明できないし、したくもないが、別である。

「とにかく、早く、着替えた方がいいわ」

　イルザは冷たく言って、屋敷に入るよう促した。







　屋敷の中は閑散としていた。

　装飾品は全くなく、家具も最低限のものだけあるといった感じだ。

　清潔に掃除はされていたが、整いすぎていて生活感がなかった。

「越して来たばかりなの？」

「ふた月くらいになるかな」

「……誰もいないの？」

　人がいる気配がない。メイドを雇っていないのだろうか、と訊ねると、アーベルはいないよ、と答えた。

「イルザがここに越して来てくれるなら、誰か雇わないといけないのかな……」

「あなたは今までどうしていたの？」

　痩せてはいるものの、ふた月以上も絶食していたら生きてはいけない。

　食事や、掃除、洗濯などを、御者にさせていたわけでもないだろう。

「身の回りのことは割と何でもできるから。だから、イルザがここに来てくれても、僕ひとりで、不自由はしないと思う。僕は君のメイドになりたい」

　夫ではなくメイドでよいのか、と心の中で聞き返しながら、別の質問をぶつける。

「何でもできるなら、どうして今まで何もしなかったの？」

　アーベルは着替えの手伝いをイルザにさせていた。タイが上手く結べない、釦を留めてなど、せがまれたことは何度となくある。

　入浴後、ポタポタと髪から雫を垂らしながら近づいてくるので、拭いて乾かすことも日課だった。

　イルザが構ってやれないときは一人でやっていたので、甘えたくて何もできないふりをしていたのだろうとは思っていたが、自信満々に『何でもできる』と言われると嫌みをぶつけたくなる。

「構ってくれるのが嬉しくて……。ごめんね。もう、君の手を煩わせることはしない。今日からは、僕がイルザを構って、甘やかすから。着替えも僕がするし、入浴の手伝いや、体を洗ったり拭いたりも僕に任せて。髪を梳いたり纏めたりもしたいし、化粧もしてみたい。眠れないときは、君を抱きしめながら、子守唄を歌う」

　イルザのためではなく、己の欲望を言い連ねているように聞こえるのだが気のせいだろうか。

「別にしてくれなくてもいいわ……それより、自分で何でもできるなら、湯の準備して、自分の体を綺麗にしてきて」

「イルザ……いなくならないでね」

「いなくなろうにも、馬車もないし。どこにも行けないわ」

「……ねえ、一緒に」

「早く行って。待ってるから」

　続きを聞きたくないとばかりに言うと、アーベルは一瞬悲しげな顔をしたものの、大人しくイルザの命令に従った。







　内装は落ち着いた色調で、イルザ好みの屋敷であったが、とにかく家具が少ない。

　仮にここに住むことになるならば、まずは家具を揃えるところから始めなければならないだろう。

　王都へは――まだ帰りたくはないし、帰れない気がした。

　両親は何度か顔を見せに来てくれたが、兄や義姉、甥とは二年前に別れたきりだ。

　子どもの成長は早い。甥も大きくなっているだろう。

　義母や義父、公爵家の人たちにも会いたいと思う。

　しかし、カリーナと別れたばかりのアーベルとともに王都へ戻るのだ。社交界でどんな噂を立てられるか、想像しただけでゾッとする。

　仮に王太子が復縁のための環境を整えてくれたとしても、人の悪意や口を止めるなどできない。

　アーベルの謹慎が解けるのがいつになるかわからないが、たとえ彼が王都に戻ることになったとしても、イルザはもう数年こちらで暮らしたいと思う。

（こっちにいたいと……しばらくは離れて暮らしたいと言ったら、アーベルはどういう反応をするだろう）

　あのとき、別居をするのを嫌がっていたアーベルへの報復というわけではないのだが……アーベルはそう受け取るかもしれない。

　可哀相な気もするが、今はまだ社交界のあの煩わしい感じから逃げていたかった。

　先日のお茶会で、伯母から再婚話をされたイルザは、子爵家の離れから出て行くと言ってある。

　近いうちにこちらへ越して来てもよいだろうか、などと思いながら、ゆっくりと屋敷の中を見て回った。

　一番気になっていた調理場は、広くて使い勝手も良さそうだったが、必要最低限のものすら揃っていない。

　掃除は行き届いていたが、料理はまともにはしていなかったようだ。

　あれを買って、これをこうしてなど、いつの間にか、ここで暮らす気満々になっていた。

　覚えたばかりの料理の腕を披露するのが楽しみになってきたり、そう広くないものの、裏庭もあったので、花を植えたりしようかしら、など思ったりしながら、見て回った。

　入浴を終えたのだろう。アーベルが玄関前で、ぽつんと突っ立っていた。

「アーベル？」

　声を掛けると、はっとしてこちらを見る。紫水晶の両目からは、はらはらと涙が零れていた。

　再会してから泣き通しのため、瞼が赤く腫れ上がっている。

（せっかくの美形が台無しだわ）

　イルザは彼に近づき、頬を撫でる。

「屋敷の中を見て回っていただけよ。いなくなったと思ったの？」

「再会したのが……夢だったのかもって……思った」

「……そう」

「僕は赦されたりしてなくて、君は本当は、もう、あのときに、いなくなったのかもって」

「そう……それは重症ね」

　心の病である。

「君は重体だったけれど……生きてた。夢じゃなくて、良かった」

「……そうね……あ、ちゃんと髪が拭けているわ」

　まだ水気のあるしっとりした髪をイルザは撫でてやった。

「イルザ……イルザ。僕も触っていい？」

「いいわよ」

　アーベルのかたちの良い指がイルザの頬に触れ、唇をなぞった。

「……しても、いい？」

　親指の腹でイルザの下唇を撫でながら聞いてくる。

「……いいわよ」

　身を屈めたアーベルの唇が、イルザの唇に重なった。

　柔らかな唇は掠めるように触れ、すぐに離れた。

　何だか物足りないような気持ちになり、イルザはアーベルの腕をぎゅっと掴む。

　この二年間、イルザに好意を向けてくれたのはダリルだけだった。そのダリルも従姉妹の婚約者。

　兄はアーベルと再会するまでに、イルザがまともな男性と恋に落ち、結婚していることだってあると言っていたが、残念ながらそのような機会はなかった。

　そのため、当然ではあるが、性的な触れ合いは彼と別れてからはしていない。

　新婚時代もアーベルが望んだときに応じていたので、自分からしたいなどと思ったことはなかったし、この二年間も、欲求を抱えて悶々としたことなどなかった。

　しかし――。

　性的な欲求とは無縁だと思ってきたイルザだったが、今は彼と触れ合いたくて堪らなかった。

　あの日。離縁を口にされたときから、ずっと……イルザは寂しかったのかもしれない。

「……私もお湯を……借りようかしら」

　まだ日中だというのに、求めてもよいものだろうか。

　イルザが恥じ入りながら言うと、アーベルがイルザの肩に顔を寄せた。

「……しても、いいの？」

　耳元で囁かれ、背筋がぞわぞわとする。

「……ええ」

「待てないよ……イルザ」

　きつく抱きしめられると、腹の辺りに硬いものがあたる。

　それが何だか気づかないほど、イルザは初心うぶではない。

「……待てないの？」

「うん」

　放置して浴室に行っている間に泣かれても困るし、待たされたそれが大変なことになっても困る。

「寝室、行く？」

　先ほど見て回ったときに、ベッドのある部屋があった。

　肩に頭を乗せている銀色の髪を撫でながら訊ねると、アーベルは息を震わせ、イルザの体を抱き上げた。

　ここは街中ではないし、アーベルの体も綺麗になっている。

　イルザはアーベルに体を委ね、落とされないように彼の首に手を回し、甘えるように首筋に顔を寄せた。







　公爵家で使っていたような天蓋付きの頑丈で豪奢なものではなく、ベッドは一人用の簡素なものだった。

　そこにイルザを下ろし、アーベルもベッドに乗り上がってくる。

　アーベルはイルザの纏めていた髪を解くと、指で梳いた。

　心地良さに目を閉じると、瞼に唇が落ちてきた。

　アーベルの掌が脇腹を撫で上げ、シーツと背中の間に差し込まれる。手が、イルザの背を持ち上げるようにしながら、もぞもぞと動いている。

　こちらで暮らすようになってからは公爵家で着ていたような裾の長いドレスではなく、動きやすさを重視し、膝下丈のワンピースを着るようになっていた。

　見慣れない衣服だから脱がせるのに手間取っているのだろうか。

　それとも女性の服を脱がせるのが久しぶりだから、上手くできないのだろうか。

　彼のこの二年間の日々を詮索するつもりはなかったが……後者だったら良いと思う。

「自分で脱ぐから……あなたも、脱いで……」

「……僕は脱がなくていいよ」

　アーベルが視線を揺らしながら言う。

　裸を見せられない理由があるのか、と少し腹立たしくなりながらも、彼のシャツの釦に手を伸ばす。

「……イルザ」

　アーベルは嬉しさと迷いが混じったような顔をした。

　一応といった感じで阻もうとした手は、イルザが軽く払っただけで大人しくなる。

　釦を外しシャツをはだけさせてから、なぜ彼が脱ぐのを嫌がったのかわかる。

　病的なほど青白い肌には、骨がくっきりと浮かび上がっていた。特にあばらの辺りは、骨に皮な状態で、酷い有様だった。

「……ちゃんと……食べないと、駄目よ」

　慰めるのも悲しむのもおかしい気がして、優しく言い聞かせた。

「うん……イルザも脱がせていい？」

　彼の病的な痩身そうしんを見たからというわけでもないが、裸になることに躊躇いが生まれた。

「わたしは、脱がなくてもいいかも」

「どうして？　脱がないとできないよ」

「……下だけ捲れば、できるでしょ」

「そ、それはそれで興奮するけど……裸になれない理由でもあるの？」

　紫水晶の瞳が暗く翳かげり、イルザを見据える。

「ないわよ。ないけれど……太ったって言ってたから」

　裸を見られるのは抵抗がある。

　夜ならば灯りをなくせば見えないけれど、日中だから隠しようがない。

　筋肉だと信じたい肉も見られたくなかったが、あの事故の傷痕を見られたくなかった。

　その傷を見たアーベルが心変わりするとは思ってはいないが、辛い顔をされるのが嫌だった。

「太った君を見たい」

　イルザの心を思いはかることなく、アーベルは失礼すぎる欲求を口にする。

　先ほど、イルザも脱がせたのだから自分もいいだろうとばかりに、裾から手を入れて、たくしあげていく。

　アーベルが微かに息を呑んだ。

　イルザの右の太股にある傷痕に気づいたのだろう。

　また、泣くだろうか。

　アーベルの罪悪感に染まった顔を見たくなくて、目を閉じると、さらさらしたものが太股に触れ、傷痕に柔らかなものが這った。

　驚いて目を開けると、アーベルがその部分に顔を落としていた。
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「……っ」

　傷口はとっくの昔に完治しているが、皮膚は色を変え、ひきつるように盛り上がっている。

　その部分をアーベルの唇が優しくなぞる。

　イルザの足の付け根を掌が押さえているのも理由だろうが、ぞくりと淫いん靡びな悦びが込み上げてきた。

「アーベル……もう……あぅっ……」

　舌先で傷痕を舐め始めたので、止めようとイルザが身を捩よじると、アーベルは横腹にかぷりと噛み付いてきた。

　柔らかな肉を食まれ、イルザは体を震わせる。

「ちょっと……やめてっ」

「イルザ……イルザ。愛してる。可愛い」

　腹の肉を寄せ集めるように、ふにふにと揉まれる。

　アーベルにはたくさん美味しいものを食べさせないといけないので、苦行になりそうだが、イルザは明日から食事制限することを固く誓った。

「……やめて、全部、脱ぐから」

　着替えがないことを今になって思い出したイルザは、アーベルを止め、自ら衣服を脱いだ。

　脱がせたいと言っているアーベルを拒否して、下着も脱ぐ。

　恥ずかしいことに、もうすでに、僅かではあったが下着を汚してしまっていた。

　アーベルに気づかれないように、その部分を隠すようにして下着を丸める。

　イルザが脱ぐ間に、アーベルも服を脱ぎ、裸体を露にしていた。哀れなくらい痩せ細っていたが、その部分は雄雄しく元気そうに上を向いている。

　イルザは元気なそれをいったん無視し、彼の骨の浮いた肌をなぞった。出っ張った鎖骨を指で辿たどり、くっきりと浮き上がったあばらを掌で撫でていく。

　先ほどアーベルがイルザにしたように、彼の二年間の間にできた傷跡――骨に皮膚が被っているだけの肌に唇を這わせた。

「っ……」

　アーベルが甘い息を零す。

　艶めかしい反応に、もっと彼のその声が聞きたくなる。

　離婚する前の新婚時代。

　夜の行為のとき、イルザの方から積極的に触れたりキスしたりすることはなかった。

　いつも一方的に、触れられるだけだった。

　なので――硬くなったそれに触れるのも初めてだ。

「イルザっ……」

　あばらにキスしながら、そそり立っているもののかたちを辿るように掌で触れる。

　大きさも硬さも、熱さも。胎内ではすでに知っているものだ。

　先端の丸く張り出した部分が、秘められた場処を押し披ひらいていくときの感覚を思い出し、ぞくりとする。こんな長くて太い、硬いものが自身の体に入るなんて不思議だ。

　先端の小さな孔が雫を浮かべる。

「……っ……イルザったら……ど、どうしたのっ……」

　先端から滲み出したものを、茎の部分になすりつけていると、アーベルが息を弾ませながら訊ねてくる。

　どうしてかなんて、イルザにもわからないから、答えようがない。

　顔を覗き込んでくる紫の瞳を、じっと見つめ返した。

「……してないよ。僕にはイルザだけだ……今までも、これからも」

　アーベルがいつになく真剣な顔で言う。イルザの胸の奥がきゅうっと切なく痛んだ。

「……イルザ」

　涙が溢れ、零れ落ちる。

「……嫉妬したわけじゃないわ……ただ、怖かったの。痛かったし、辛かったし、寂しかったの……」

「ひとりにさせて、ごめん……これからはずっと傍にいるから。ひと時も離れたりしないから」

「……それは……イヤ……ほどほどでいいわ」

　アーベルが笑って、イルザの零れ落ちた涙を唇で掬い取った。

　イルザの手の中にあるアーベルのそれが、先ほどよりも硬さを増した気がした。

「……いれて……いいわよ」

「でも……久しぶり、でしょ……もっとしないと、痛いかも」

「大丈夫だから……早く、欲しい」

　そこがアーベルを欲しがり、濡れそぼっているのがイルザにもわかった。

　でも、と躊躇っているアーベルを待ちきれず、彼の腰に足を絡める。

「イルザ……ダメだって……」

　アーベルは顔を朱く染め、情欲に染まった瞳で見つめてくる。

　彼の瞳に映るイルザも、きっと同じ顔をしているのだろう。

「アーベル」

　掠れた声で呼ぶと、アーベルは小さく唸り、イルザのぬかるんだそこに、熱く硬いものを宛てがった。

　濡れていても、二年ぶりに挿入されたそこは、鈍く痛む。

「っ、あっ……」

　眉を顰め、彼の骨ばった肩に爪を立てた。

　ぐっ、と体の奥まで、先ほど手で触れていたもので暴かれる。

「イルザ……好き、愛してる……」

　アーベルが掠れた声とともに、口づけしてくる。

　イルザは唇を軽く開いて、彼の熱い舌を受け入れた。

　頬に彼の涙が零れ落ちてくる。

　くちゅくちゅと淫靡に舌を絡み合わせていると、アーベルの唇が戦慄き始めた。

　奥まで挿入して、動いてもいないのに。びくりと肩を震わせたアーベルは、イルザの胎内に精を放った。

　少しだけ物足りない気持ちもあったけれど、胎内にじんわりと熱いものが広がり、体よりも心が満たされていくようだった。

「アーベル……わたしも、愛してるわ……」

　囁くように言うと、アーベルは嗚お咽えつをあげ始めた。

　イルザは手を伸ばし、泣き虫な男を抱きしめた。




　その後は、日が落ちても、ずっと。

　狭いベッドの上で体を寄せ合い、体温を分け合い、互いの傷痕を癒すように、指で触れ、抱き合った。









■お引越し




「ええ。彼女を苦しめたことは反省しています。謝っても赦されることではありませんが……これからは彼女の幸せだけを考えて生きていくつもりです。しばらく私達はラトルで暮らすので、是非、遊びに来てください」

　朗らかに、鮮やかな美貌に優雅な笑みを乗せて、時折、笑い声を立てる男はいったい誰なのだろう。

　イルザは先ほどから、乾いた目で、横にいる男を見上げていた。




　アーベルと再会した翌日の午後。

　イルザは彼とともにヤンセン子爵家を訪れた。

　伯父や祖父母に、彼と復縁し、ラトルの屋敷で暮らすことになった報告と、離れにあるイルザの私物を運ぶためである。

　今日中には戻って来るらしいのだが、伯父は不在だった。

　とりあえず先に祖父母に挨拶に行く。

　祖母はアーベルとの復縁を喜んでいたが、祖父は彼に恨み言をぶつけていた。アーベルが真摯に謝罪を繰り返すと、赦しはできなくとも納得はしたのだろう。孫を頼んだぞ、と別れ際には握手をしていた。

　親しくしていたメイドたちにも挨拶しておきたい。

　イルザが言うと、当然のようにアーベルもついてきた。

　そして――。

　むやみやたらに笑顔を振りまいていた。

　イルザの知っている『氷の貴公子』は、いったいどこに行ってしまったのだろう。

　まるで虫けらとでも言いたげに、寄って来る淑女を追い払っていた姿は見る陰もない。

　メイドたちの言葉に、にこにこして、時には、ははは、と声をあげて談笑している。

　こんな朗らかな男をイルザは知らない。

　イルザに同情していた若いメイドがアーベルと話をしている。

　彼女は、当の本人であるイルザですら、言いすぎ、とひいてしまうくらい、見たこともないアーベルのことを、散々こき下ろしていた。

　しかし今は頬を赤らめて、彼女曰く『うじ虫以下の最低男』を見上げている。

　別のメイドとアーベルが話し始めると、イルザの耳元で『ステキな旦那様。羨ましいです』とこっそり伝えてきた。

　子爵家の人たちにはお世話になったし、親しくもしていた。アーベルが『氷の貴公子』のような態度を取らないのは喜ばしいことだ。

　喜ばしいことのはずだ。

「イルザがお世話になったのなら、私にとっても恩人です。また改めて、お礼に伺いますよ。そのときは王都で人気のお菓子を持ってきます」

　アーベルが微笑んでいる。

　男の使用人までもが、紫水晶の瞳に見つめられ、どぎまぎしていた。

「行こうか。イルザ」

　アーベルが紳士然とした仕草で、イルザの腰に手を回してくる。

　イルザは無性にその手を振り払いたくなったが、みなが見ている。心配されて……いや、この状況なら、イルザが悪者になってしまいそうだったので、振り払うのを我慢した。




「ここで、暮らしていたの？」

　イルザの暮らしていた離れに案内すると、アーベルは興味深げに部屋を見回した。

「アーベル。あなた、どうして……その、人当たりが良くなったの？」

「人当たり？」

「みんなに。愛想が良すぎじゃない？」

「だって。彼らはイルザの大事な人でしょ？　僕はイルザの大切な人には優しくしようって決めたんだ」

「あ、そう……でも、ちょっとやりすぎだわ。そこまで、にこやかにしなくったって」

『わたしの大切な人たちを大事にして欲しい』

　確かに、アーベルにそう願ったのはイルザの方である。

　しかしこんな誰にでも、愛想良くして欲しいとは願ってはいない。

　何というか胸の奥に、パンを食べすぎたときのような不快感がある。

　不快感と苛立ちを誤魔化すように、棚にある本を乱暴にテーブルに置いていく。

　一度に全部は運べない。もう読まないものは、譲るか処分した方がよいかもしれない。

　とりあえずは本よりも、衣類や日用品の方が先だろう、とクローゼットに向かおうとすると、そっと背後からアーベルに抱きしめられた。

「ねえ、イルザ。それは、やきもちなの？　妬いてるの？」

　低く囁くような声で、アーベルが訊いてくる。

（そうか。この不快感は、やきもちだったのね……）

　自分以外に――自分以外の女の人に優しくする彼を、イルザは見たくなかったのだ。

「わたし、心が狭いのかも……」

　思わず呟くと、アーベルの抱きしめる腕の力が強くなった。

「狭くていいよ。君が他の女を見るなって言ったら見ないし、喋るなって言ったら喋らない。いっぱい妬いて、僕を束縛して欲しい」

　女性と視線を合わさないし、喋りもしない男。

　嫉妬という感情の前に、そんな男、連れて歩きたくない。

「束縛なんてしないわ。見ても喋っても大丈夫よ。それより、離れて。邪魔だわ……」

　イルザは肘で背後にいるアーベルを押した。

「……イルザ」

「ほら！　アーベルも手伝って」

「手伝うよ。手伝うけれど……」

　アーベルは寂しい目をして、不満げに唇を歪ませた。

「あの～。私も手伝いましょうか？」

　外から御者の声が聞こえてくる。

　子爵家に来るために、彼に頼んで馬車を出してもらっていた。

　厚意に甘え、彼にも手伝ってもらうことにする。

　御者に負けてはならないと思ったのだろう。アーベルは黙々と、荷物を馬車へと運んだ。




　着替えを最優先に運び込み、残りは後日、荷馬車を借りて運ぶことになった。

　大量にある『兄』からの手紙は、処分しても良かったのだが、アーベルがじっと物言いたげな視線を向けてきたので、仕方なく最優先の荷物扱いにし馬車に乗せた。

　伯父が帰って来るまで待つつもりであったが、まだ戻って来ていないようだ。暗くなるまでに帰りたかったため、日を変えて出直すことにした。

　執事に伯父宛ての伝言を残すため、子爵邸に入ると、伯母と出くわした。

　そういえば伯母に挨拶をするのを忘れてた。リンダとは昨日の修羅場があるので、しばらくは会いたくなかったが。

「伯母様。長い間、お世話になりました。元夫がやり直そうと迎えに来てくれたので、今日から彼の屋敷に移ります」

　イルザは伯母に、頭を下げた。

「ヤンセン子爵夫人。子爵が不在のようなので、また後日正式にお礼に伺います」

　アーベルが朗らかに、貴公子のごとく言う。

　伯母は目を丸くさせアーベルを凝視していた。

「お母様？」

　そうこうしていると、奥の部屋からリンダが出てきた。

　リンダはイルザを憎憎しげに見た後、アーベルに視線を移し、頬を赤らめ、恥じ入るようにぱっと俯いた。

　イルザに対する視線はともかく、アーベルに対する乙女のような仕草は愛らしかった。

　リンダが現われると、イルザの腰に回されたアーベルの指先に力が入る。

　愛らしい仕草に魅了されたのではなく、昨日、イルザを叩こうとしたことを根に持っているからだろう。

　娘のその様子を見た伯母から驚きが消え、爛々とした目がアーベルに向けられた。

　嫌な予感がした。

「公爵様。その、大変言い辛いことなのですが、お話ししたいことが。私の娘……リンダには婚約者がいるのですが、イルザは実はリンダの婚約者と恋仲なのです」

　リンダが驚いた顔をして母を見る。

　イルザも驚いた。

「ね、イルザ。あなた、従姉妹から婚約者を略奪してしまったこと、言い辛かったのよね。でも大丈夫。伯母様はイルザの味方ですからね。ダリルと結婚できるよう、応援してあげるわ」

　逆らうことは許さない、と強い視線を伯母が向けてくる。

　しかしイルザは伯母よりも、隣にいる男の方が恐ろしかった。

「公爵様。イルザの心を汲んでやってください。公爵様が再婚をお望みなら、是非リンダを代わりに。婚約者をイルザに譲ってあげた優しい子なのです」

「待って、お母様！　あたしは、ダリルをっ」

　リンダはアーベルの容姿に見蕩れはしたのだろうが、本気で想っているのはダリルなのだろう。

　焦ったようにリンダは母を見ているが、伯母はそんな娘にお構いなしだ。

「イルザのことを想うなら、どうか身を引いてやってください。リンダ、公爵様をお慰めして差し上げるのよ」

「お母様っ！」

（……どうしよう……面倒くさい……）

　伯母の暴走を止めなければならないと頭ではわかっているのだが、何か言えば、強引な反論が返ってくることは予想できた。

　何となく切り抜けて、ここから出て、アーベルが誤解してるならそれを解いて、伯父経由で伯母を説得というか、叱ってもらった方がよいかもしれない。

　とりあえず逃げよう、と隣の男を見上げたイルザは、溜め息を吐きたくなった。

　アーベルは、はらはらと涙を零していた。

「ダリルと結婚しないし、恋仲でもないわよ……」

「うん……わかってはいるけれど……でも、もしそうなら身を引かなければって……」

「そうではないから、身を引かなくてもいいのよ」

「でも……もしそうなったら……言ってくれたら、応援する。でも、時々でいいから……僕に会って。名前を呼んでくれるだけでいいから。それだけで我慢するから……」

「我慢できるの？」

「できないけれど……頑張るよ。君の幸せのためだから」

　指で涙を拭うおうとしたイルザの手をとって、アーベルは指先に口づけをした。

「イ、イチャイチャっ……人前で、イチャイチャ、しないでっ！」

　顔を真っ赤にさせ、リンダが怒鳴った。

　伯母までもが声を荒らげそうになっていて、修羅場が酷くなりそうな予感がした。

　しかし幸いなことに、伯父が帰宅したことにより、事態は収束した。




　カリーナの一件までは知らないものの、何らかの事情があり離縁しているだけで、噂のようにイルザが捨てられたわけではないということは、伯父も知っていた。

　口が軽いのを理由に、伯母に事情を話していなかったことをアーベルに平謝りしていた。

　伯母は伯父に叱責され、納得していないようだった。しかしそこからは夫婦の問題なので、伯父に任せることにした。

　離れにもまだ私物が残っているし、伯母にはあまり会いたくないが、祖父母もいる。

　子爵家へはまた足を運ぶことになるだろう。

　ここで暮らしていた日々も充実していた、と過去を振り返りながら、馬車に乗ろうとしていると、リンダが駆け寄ってきた。

　アーベルが身構えたので、大丈夫、というように彼の腕を軽く叩く。

　リンダは甘やかされて育ったのか年齢より幼く、癇癪持ちだ。

　性格も意地悪で、口も悪いし、嫉妬深い。

　けれど――彼女は、カリーナとは違う。

「た、叩こうとしたこと、悪かったわっ！　でもっ、ダリルを誤解させるような態度を取った、あなただって悪いんだからねっ！」

　唇を尖らせ、ぷんすか怒っている。

「ダリルと上手くいくように祈っているわ」

「あなたなんかに祈られたくないわっ！　っていうか、何様よっ！」

　騒いでいるリンダに気づいたのだろう。

　メイド長が慌てたように走ってきて、彼女を屋敷へと連れ帰った。







　馬車で、ラトルへと戻る。

　ベンチシートは衣類に占領されていたため、イルザは仕方なく、アーベルの膝の上に座っていた。

「君は伯母さんや従姉妹に、苛いじめられてたの？」

「苛められてはいないわ。時々、嫌みを言われはしたけど、酷い目には……ああ……結婚を無理強いされそうになったときは、少し困ったけれど」

「結婚……？」

「ダリルはリンダの婚約者だから。二人の仲を私が邪魔してるって思ったのね。だから他の男性と私を結婚させようとしたの」

「他の男性とするくらいなら、僕として」

　話が噛み合っていない気がしたが、説明するのが面倒くさくなった。

「はいはい」

　イルザは適当に返事をした後、彼の首に手を回した。

　期待するように男が睫を震わせる。

　イルザはかたちの良い唇に、軽くキスをしてあげた。









■甘く、幸せな夜




　アーベルがイルザとラトルの村の屋敷で『恋人』として暮らすようになって、ふた月が経過していた。

　移動するときは辻馬車を利用するようになったので、御者も公爵家へ帰した。

　人は雇わず、家事は二人で分担している。

　使用人のいない生活は不便もあったが、二人だけの棲すみ家かで、特に何もすることなく生活する日々は、新婚時代よりも蜜月のようだった。

　イルザとともに買い出しに行く。

　イルザが料理を作って、二人で一緒に食事をする。

　アーベルは掃除と洗濯の係だった。

　夜になれば新しく買った大きなベッドで一緒に眠る。ただ隣で眠るだけのときもあれば、体を重ねることもあった。

　観劇にも二度ほど行った。

　イルザが別の男を見てキラキラ目を輝かせるのは、胸が痛くなったけれど、彼女が愉しそうなので我慢した。

　イルザのいない日々の中で髪が傷いたみ、薄くなっていたのだが、このふた月でずいぶん、マシになった。

　体重も戻った。イルザの方は、痩せないことに苛々しているようだったが、アーベル的には今くらいの方がふわふわしていて、心地が良い。

　それを一度、口にしたら酷く怒られたので、言わないけれど。




　ラトルでの生活は、アーベルにとってただひたすらに砂糖菓子のように甘い。

　時折、ハンネスの部下や、イルザの母や義姉が訪れもしたが、基本は二人きり。

　イルザの世話をして、イルザに世話される。まるで夢のような日々に、いや、本当に夢なのでは、と不安になったりする。

　それを口にすると、イルザが呆れたように笑って、抱きしめてくれて。

　幸せすぎて、怖くなった。

　そしてアーベルの怯えを癒すように、背伸びをしてキスをしてくれる。

　愛しくてたまらない。可愛くて、大好きで、どうにかなってしまいそうだ。

　アーベルは癒えることのない、恋の病を患っていた。




　イルザはこちらに来て料理を覚えたらしい。

　夕飯の食卓には近所の農家から譲ってもらったじゃがいもがゴロゴロ入ったシチューやら、買ってきた野菜を炒めたものが並んでいた。

　イルザの手料理は基本が目分量で、野菜の切り方も――事故での後遺症で手が不自由なのもあってか――大おお雑ざっ把ぱだ。

　包丁を握る手は不安定で、見ていて、はらはらすることもある。大変なら使用人を雇うし、アーベルがしたってよい。けれど、彼女は料理をするのが好きなのだと言う。

　公爵家には専属の料理人がいた。見映えだけでなく、味もそちらのほうが断然優れているのだとは思う。しかし彼女と離れていた二年間、味のしない食事をしていたアーベルにとっては、どれもがすべて特別に美味しかった。

　他愛のない会話をして、食事を終えると、後片付けはアーベルの仕事だ。

　その間、イルザは浴室に行っていた。

　本当なら、幼い頃のように、入浴は一緒にしたい。

　体のすみずみまで洗ってあげたい。けれど、ずっと拒否されている。

　彼女と入れ替わりに浴室に行って、寝室に戻ると、イルザはソファに座り、うとうとしていた。

　髪の水気は拭き取っている。アーベルは指で湿った髪を梳いた。

　髪をかき上げるようにして、生え際辺りを指で擽っていると、イルザが睫を震わせ、ぼんやりと瞳を開けた。

「こんなとこで寝てると風邪ひくよ」

　黒い瞳を覗き込み言うと、イルザはふあっ、と小さく欠伸あくびをした。

「ごめんなさい。ノーマさんのお手伝いしたからかしら。疲れちゃった」

　ノーマというのは近所の農家の奥方である。

　年齢が近いだけでなく、ざっくばらんな性格が合うのだろう。親しくしているらしい。

　アーベルはイルザが年頃の者達と交友することを快く思っていなかった。

　自分勝手な束縛だけでなく、貴族社会は足の引っ張り合いなところがある。彼女をできるだけ悪意から遠ざけたいとも思っていた……結局、もっとも強い悪意に晒してしまったわけだが。

　今も、彼女が傷ついたらどうしようと、不安に思うし、束縛したいという昏い感情も、消えたわけではない。

　しかし――。

　イルザは昼間、じゃがいもを貰ったお礼に、畑の収穫の手伝いをしていた。

　貴族の娘がするようなことではないし、体のことも心配だったが……イルザがとても嬉しそうなので、アーベルは止めなかった。

　ノーマとお喋りをしながら、陽光の下で手を土だらけにしながら微笑んでいるイルザは、幸せそうで。

　自分に見せる笑顔だけでなく、自分以外の人に見せる笑顔も愛おしいと思うのだ。

　アーベルはソファに座るイルザの前に跪ひざまずく。

　彼女の右足の踵かかとを持ち上げて、自身の太股の上に置いた。

　指で足首を優しく揉みながら、もう片方の手で足の甲を撫でる。

「んっ」

「少しむくんでる」

　イルザの悪い方の足は、骨折していた間、全く動かせなかった。そのため関節が硬くなっていた。彼女の頑張りで歩行できるほどに回復してはいるものの、事故前とは違う。

　少しでも強張った足が楽になれば良いと、アーベルは血行をよくするため、時折こうして揉んであげていた。

　最初の頃は力加減がわからなかった。力を入れて痕でも付いたら困るからと、さわさわと優しく揉んでいたのだが、イルザにもっと強く、と強請られた。何度もそれを繰り返し、今ではちゃんと、彼女が心地よく感じる力加減を覚え、上手に揉むことができた。

　足の指を一本ずつ指と指の間に挟んで、揉み解ほぐす。湯上りで小さな爪が綺麗な桃色になっている。イルザの足の爪は小さくてかたちが良い。あまりの愛らしさに口に含みたくなるが、一度したら酷く怒られたので、もうしない。

　足の裏をきつく丁寧に指圧したあと、足首を撫でながらくるぶしの下あたりを親指できつく圧おす。

　そうしてから、柔らかな布地のナイトドレスの裾から手を入れ、もっちりしたふくらはぎに触れた。日中、いつも以上に立っていたからだろう。ふくらはぎの感触がいつもより硬い。

「んっ……ふ」

　ゆっくりとふくらはぎを揉んでいると、気持ち良さそうな息をイルザが漏らす。

　下から彼女の顔を覗くと、頬を僅かに紅潮させ、目を閉じ、唇を軽く開けていた。　

　何というか、もの凄くそそる表情で、股間に熱が集まる。

　イルザは疲れていると言っていた。今晩は休ませてあげたい。

　いやらしいことを考えては駄目だと叱咤しながら、膝裏を揉み込む。

　裾が捲れて、膝が露になっている。イルザの膝小僧は愛らしい。骨の出っ張り方が可愛い。どうしても口づけしたくなる。

　膝くらいなら許してくれるかもしれない。そっとキスを落とす。

　軽いキスだけで済ますつもりだったのに、襲ってきた欲求のままに、歯を立ててしまう。

　もちろん痕をつけたりはしない。甘噛みだ。

「……っ、アーベル」

　小さな声が名前を呼ぶ。

「……ごめん、つい」

　気づいたら膝が唾液塗まみれになっていた。

　親指で拭いながら、顔を上げると、イルザの顔は先ほどよりも上気していた。

　潤んだ瞳で見下ろされ、ぞくり、とする。

　この顔を、この表情をアーベルは知っている。欲情していて、アーベルを求めているときの顔だ。

「……いいの？　眠たくないの？」

　期待して上擦った声で訊ねると、イルザはこくりと頷いた。

　許しを貰ったアーベルは嬉々として、再び膝に唇を当てる。

　そして手を内腿に滑らせた。しっとりした肌を撫でながら、もう片方の手で太股の僅かに盛り上がっている傷痕に触れる。

　付け根の部分も血流を良くする大事な場処だ。足を開かせるようにして親指で圧した。

「ふっ……だめ、着替えたばかりなのに……脱ぐから」

「もう濡れちゃったの？」

　布地の上から指で擽ると、ぱしり、と手で叩かれた。

　イルザは、変なこと言わないで、と拗ねたように言った。

「腰あげて、脱がせてあげる」

　イルザは眉を顰めていたが、アーベルがナイトドレスの裾を捲り上げ、下着に手をかけると素直に腰をあげた。

　下着の状態が気になったが、怒られそうなので、ソファの隅に置く。

「んっ……ここで、するの……」

「だめ？」

　腰を掌で撫でながら見上げると、イルザは迷うように口を噤つぐんだあと、いいわよ、と答える。

　誘ってはみたものの、『普通』でありたがるイルザだ。いつもと同じように、絶対駄目と言うだろうと思っていた。ソファの上とはいえ、寝室だから、許してくれたのだろうか。もしかしたら、まだ半分くらい寝ぼけているのかもしれない。

　内腿を唇で撫で上げていく。

　真っ暗ならともかく、燭台のふんわりとした灯りがある。どこまでなら怒らず、許してくれるのだろうか。

　挑戦するような気持ちで、優しく両足を押し開き、イルザの足の付け根に向かって唇を這わせていった。

「んっ」

　太股がびくりと震える。

　柔らかな陰唇をそっと指で押さえると、くちゅ、と小さな水音がした。

（濡れてる）

　口に出したら、また叩かれそうだったので、心の中で呟きながら、親指で割れ目の上部分にある、尖りに触れた。

「あっ」

　太股がびくりと震えた。

　快楽の尖りはまだ柔らかく、莢さやで守られていた。イルザのそこは刺激を続けると、まるで小さな男性器のように、硬くなって、僅かにだけど大きくなる。そうしてから指を添えると、莢が剥むけ愛らしい花芯が現れるのだ。

　イルザ自身ですら見たことのない、自分しか知らないイルザの愛らしいそれが早く見たい。

　親指の腹で優しく根元の部分をくりくり、と撫でる。

「ふっ、あっ、ん……」

　イルザが弾んだ甘い声を漏らす。

（今日はしても怒られないかな）

　今までも何度かしたことがあるけれど、嫌だと断られることの方が多かった。再会してからはイルザの嫌がることはしたくなくて、我慢をしていた。

　本気で嫌がっているならアーベルも無理にしたいとは思わないが、イルザは恥ずかしいから嫌がっているだけだ。

　それをすると指よりも悦楽を得てるのはイルザの反応からも明らかで、アーベルとしては毎回してあげたかった。

　訊ねたら、羞恥から駄目と言われそうだったので、アーベルは黙ったまま押し広げた足の間に顔を埋めた。

「……あっ、んッ、ふ」

　陰唇を指で左右に割る。紅色のそこは零れだした蜜で、てらりと濡れている。

　アーベルの昂ぶったものをいつも受け入れてくれる膣口はひくひくと戦慄いていた。

　膣口がぷちゅっと浮かべた新鮮な蜜の雫が尻の方へと滴る前に、アーベルは舌でそっと掬いあげる。

「やっ……ん」

　蠢うごめいてる膣口の周りを舐ねぶる。

　イルザの指がアーベルの髪を引っ張っているが、力はほとんど入っていない。

「あっ、んんっ」

　尖らせた舌を蜜口に潜らせたり、ふっくらした陰唇を甘噛みしたりする。

　ぴちゅぴちゅと、淫音を立てながらイルザのそこをまるで獣のように舐め回した。

　イルザの女陰はアーベルの唾液とイルザの快楽の蜜が混じりあい、ぐっしょりと濡れそぼっていく。

「……ア、アーベル……」

　掠れ声で名前を呼ばれる。

　もじもじと尻を動かしていた。その動きはもしかしたら無意識なのかもしれないが、ひどくいやらしい。

　そこだけでは悦楽を極めることができないのだろう。

　一番気持ち悦い場所を舐めて欲しくて、強請っているような動きだった。

　彼女の望むまま、尖りに舌を這わせる。

「あぅっ、あっあっ」

　最初触れたときより硬くなったそれを、あやすように舐め転がす。

　唾液塗れにしてから、指で根元を引っ張るようにすると、莢が剥け紅色の小さな芽が恥ずかしげに顔を出した。

　舌先でつつくと、イルザが背を反らし、喘ぎ声がか細くなる。

　絶頂が近いのだろう。

　焦らして、もっといやらしいイルザの姿も見たいけれど……疲れていると言っていたし、焦らしたあげく寝落ちされても困る。

　期待と興奮で下腹部がはち切れそうになっていた初夜。イルザの寝顔を見ながら空しくひとりで慰めていたのを思い出した。

　アーベルは口を窄すぼめ、ぷっくりと膨らんだ淫芽を吸った。

「ふッ……ん」

　イルザの手がアーベルの肩を掴む。お尻がソファから浮き、二度三度、大きく弾んだ。

　達したあとのイルザの表情を見ようと、顔を上げる。

　けれどイルザは顔を仰あおのかせていて、見ることができなかった。

　アーベルは身を起こし、ソファの背もたれに手を置く。前に寄せていたイルザの腰を、彼女の開いた両足の間に膝を入れて、ソファの奥へと押しやった。

　寝着のためアーベルの衣服も生地が薄い。女陰と触れ合った布がイルザの淫蜜を吸い、ぺたりとアーベルの膝に貼り付く。

　顔を仰のかせていたイルザは、黒い瞳を潤ませ、唇を震わせていた。

「イルザ」

　可愛らしい唇にキスしようとすると、イルザがはっとしたように目を開いて、アーベルの顔を押し返した。

「どうしたの？」

「……口でしたあとの、キスはイヤ」

「どうして？」

「だ、だって……もうっ、イヤなものはイヤなの」

　幼子のように膨れて言う。

「キスしたいのに」

「だったら、……口でしないで」

　アーベルはしてもらったことはないが……社交界や、職務の合間の猥談で、口淫奉仕させたあとの口づけは苦いからしたくない、的な話を何度か耳にしたことを思い出す。

　それと似たようなことなのだろうか。

「……どうして、にやにやしてるのよ」

　妄想が広がって、口元が綻んでしまっていたのだろう。イルザの指がアーベルの頬をきゅっと抓った。

　抓られても痛みなど感じない。ただひたすら可愛いだけだ。

　アーベルは唇の代わりに、彼女の愛らしい耳朶に口づけし、抱き上げる。

　ベッドまで運び、彼女をそこに横たわらせ、自身も乗り上がった。

　公爵家で使っていたベッドと比べれば安物で、天蓋も付いていない簡素な造りだったが、広くて頑丈ではある。それに、彼女と一緒に選んで買ったものだ。二人の愛の巣に相応しいベッドである。

「……ソファでするのかと、思ったわ」

「したかったの？」

「……今日、ノーマさんがね、夜のこと、いろいろ……旦那様を飽きさせないためにいろいろやってる、とか言っていたから……それで、なんとなく、つい」

　昼間、畑の収穫をアーベルも手伝っていた。

　アーベルが働いている間、二人きりでお茶をしながら休憩している時間もあった。ずいぶん話し込んでいるように見えたけれど、そんな話をしていたのか。

　普段恥ずかしがってあまりさせてくれない口奉仕を許してくれたのは、その言葉のおかげなのか。

　嬉しいし、誤解させたままの方が、アーベルにとってはどう考えても『得』だ。しかし、迷ったけれど……否定をした。

「いろいろしなくても、イルザに飽きたりなんてしないよ。君が傍にいてくれるだけで満足なのに。夜のことだって……イルザが嫌なら、しなくたって我慢できるし」

　我慢はできる。しかし、悶々とするのは間違いない。言い切らないほうが良かった、と後悔するが、傍にいるだけで満足なのも真実だった。

　アーベルは若く健康な男である。いろいろしたいし、いろいろされたい。しかし自分の欲望を遂げるために、イルザと駆け引きのようなことはしたくなかった。

「あなたとすること……本気で嫌だと思ったことなんてないわ。だから、我慢しなくたっていいのよ」

　アーベルの心の中の葛藤を見透かしたように、イルザが微笑んだ。

「イルザが愛しくて、頭がおかしくなりそう……」

　優しい笑顔に胸の奥がきゅん、と締め付けられた。

「ほら。早く脱いで。するんでしょ」

「……愛しさを噛み締めてるのに……」

　誘われるのは嬉しいが、もう少し余韻に浸りたかった。

「しないの？」

「するけど……いろいろしてもいいの？」

「……いろいろ、の内容次第ね……あんまりあれな、いろいろだったら、本気で嫌がるから」

　どんな『いろいろ』なら許されるのか。

　官能的な妄想を頭の中で繰り広げてると、イルザの指がアーベルの胸元に触れ、釦を外し始めた。




　イルザの裾が乱れていたナイトドレスを脱がす。

　足の間に陣取り、イルザを欲しがり硬くなった陰茎の先端を、蜜口に宛てがった。

　イルザのそこも、欲しがっているのだろうか。ちゅっと先端に吸い付いてくる。

　淫猥な蠢きに誘われるように、ぐっと腰を前に突き出した。

　アーベルのかたちに慣れたイルザの肉壁は、侵入してくるそれが悦楽を齎もたらしてくれるものだと知っているのだろう。甘く食い締め、奥へと誘った。

「んっ、あっ、あぁ」

　こつん、とイルザの一番奥に先端が触れた。

　その直後。

　ぎゅうっと。アーベルから子種を搾り取ろうとでもするように、貪欲に締め付けてきた。久しぶりの口淫で蕩けていたのだろうか。イルザは挿入しただけだというのに達していた。

「あっ、だめ、まだ、まだ、まって……んっ」

　達したあとのヒクつきを堪能したい欲求を堪え、腰を前後に大きく振る。

　もっと。もっと気持ち悦くなって欲しいし、気持ち悦くなりたかった。

「あっ、あっ……だめっ、んぅっ」

　アーベルの動きに合わせて、イルザが喘ぎ声を弾ませる。しっとりと濡れていた内部は、ひと突きごとに滑らかに、淫らな水音を奏で始める。

　奥に先端を当て、ぐっ、ぐっ、と圧しつけると、イルザは肉壁だけではなく、両足でもアーベルの腰を締めつけてくる。

「だめ、おく、あっ」

　イルザがアーベルの肩に爪を立てた。

　その微かな痛みが情欲を煽る。

　イルザの胎の中にある陰茎がこれ以上ないくらい膨れ上がり、弾けるときを待っていた。

「アーベル、アーベルっ……」

「イルザっ……好き。愛してるっ……」

　獣のような荒い息を漏らしながら、獣のように腰を振った。

「くっ」

　そうして、限界まで昂ぶったものを解放する。

　アーベルは熱情をイルザの胎内へ放った。

　イルザのそこはアーベルの陰茎を貪欲に食み、子種を呑んでいく。

「あ、ふっ」

　大きく三度ほど震え、イルザの体が弛緩していった。

　アーベルと同時に、彼女も達してくれたのだろう。

　アーベルは誘うように開いてる唇に、口づけた。

（……そういえば、キスはダメって言ってた）

　怒るかな、と思い慌てて唇を離すと、イルザは、んっ、と小さく唸り、目を閉じ合わせた。

　前髪をかきあげるようにして撫でる。目は開けない。しばらくすると寝息を零し始めた。

　イルザは絶頂の余韻の中で、眠ってしまっていた。

　少しだけ寂しく思いながらも、イルザの中から柔らかくなった己を抜いた。

　白濁がとろりと溢れてきたので、指で押し戻した。

　蕩けた肉壁に、精液をぐちゅぐちゅと指で塗まぶす。

　眠っていてもイルザの膣口はひくひくと、反応していた。

　体を拭いてあげて、洗濯済みのナイトドレスを着せてあげて。シーツも新しいのにして。

　してあげないといけないことが、たくさんあったけれど、イルザの穏やかな寝息に釣られたのか、眠気が襲ってきた。

（少しだけ眠って……あとからにしよう）

　横たわったアーベルはイルザの体を抱き寄せる。

　触り心地の良い乳房を掌で撫でながら、目を閉じた。

　アーベルの甘く、幸せな夜が更けていった――。









■二度目の求婚




　イルザがアーベルとともにラトルで暮らすようになって五カ月。

　アーベルはその日、王太子の部下に呼び出され、外出していた。

　夕方までには戻るらしい。

　イルザはお昼をご馳走してくれると誘われて、近所の農家の屋敷にお邪魔していた。

　ラトルで親しくなった農家の嫁であるノーマは、イルザよりひとつ年齢が上で、快活な女性だった。

「最初はね、身分違いの恋で、駆け落ちでもしてるのかと思ってたのよ」

　食事を終え、ノーマお手製の果実ジュースを頂く。人参も入れているというが、独特の臭みはなく美味しかった。

「どちらが貴族？」

「それは……ねえ？」

　共に暮らすようになり、屋敷の周りを散歩するようになった。

　風景に馴染むよう、アーベルの服装に気をつけていたが、顔からにじみ出る貴族臭のせいか、どんな服を着せていても、ラトルの村では異質な存在になってしまう。

　イルザの方は幼い頃からここで育ったかのごとく、馴染んでいるというのに。

「アーベルさんの方があなたに惚れ込んでる感じだったからよ。あなたの方は、一歩引いてる感じだったし。あなたが、アーベルさんのために身分を捨てるようには見えなかったの」

　容姿ではなく、態度が判断材料だったらしい。

　イルザたちは、ノーマを始め、近所付き合いが必要になりそうな村人には、ある程度の事情の説明をしていた。

　二人とも王都の貴族なのだが、イルザは事故で体が不自由になった。静養のために田舎に越して来たイルザを、婚約者であったアーベルが追って来た。結婚は落ち着き次第する。――という事実をざっくりと掻い摘んだ話は、小さな村だからであろう、結局、そう日が経たないうちに村中に広まった。

　詮索をして、面白おかしく噂をする人は、王都以外にもいる。

　けれど、ノーマのように温かく受け入れてくれる人もいた。それは、王都……社交界でも同じなのだろう。みながみな、悪意があるわけではない。疑心暗鬼のため、誰を信じればよいのかわからないだけで。

「どこに行くにも基本、一緒よね。愛されてて羨ましいわ。うちの人は、素っ気無さすぎ」

　ノーマの旦那は農家の長男で、硬派な感じの大柄な男性だった。

　イルザと会っても、軽く会釈するだけだし、ノーマが声を掛けても、ああ、そうか、いや、など、三文字以上の言葉を発しているのを聞いたことがなかった。

「わたしの方が羨ましいわ。……いつもベタベタしてきて、鬱陶しくなるもの」

「一緒に住むようになって五カ月ほどでしょ。ベタベタっていうか、いちゃいちゃして当然じゃない？　うちの人は、普通とは違うから比較にならないけれど、私の姉なんか結婚して三年経つけど、まだ新婚気分で始終いちゃいちゃしてるわ」

　新婚生活を一年間、送っていたので、五カ月前から一緒に暮らし始めたわけではない。

　しかし――新婚生活開始のときですら、鬱陶しく思っていた事実を思い出す。

「婚約期間が長くて、幼い頃から知っているのよ……三年どころか十年以上前からの付き合いになるし」

　幼少時代。出会ったばかりの頃は、アーベルに女装させたり、庭をつれまわしたり、手をつないで眠ったりと、いちゃいちゃしていた。もしかしたらあの頃が、真の蜜月だったのかもしれない。

「ちなみに、ベタベタってどの程度なの？」

「そうね……外出のときは一緒に行きたがるし、料理中は、手伝おうかってしつこいくらい言ってくるし、一緒に入浴までしたがるのよ」

「それって普通じゃない？　というか、あなたの体を心配してるだけじゃない？」

「……そ、そう？」

　そうなのだろうか。

　確かに、日常生活に困らない程度には回復しているとはいえ、長い距離を歩くときは杖が必須だ。包丁を持つ手に力が入らないので、南瓜かぼちゃなど硬いものは危なくて切れない。……入浴には何の不自由もないけれど。

「愛されてるのよ。羨ましいわ。まあでも……羨んだところでね。……うちの人、素っ気無いけど、そういうところも好きなのだから仕方がないわ」

　ノーマが目を細め、窓の外を見つめている。

　そこには腕まくりして土いじりをしている彼女の夫の姿があった。







　アーベルは予定通り、夕方には戻ってきた。

「正式に結婚をしてから、一緒に暮らすべきだって。今日、道を歩いてた知らないおじいさんに説教をされた」

　向かい合って食事をしていると、ふいに、思い出したかのように言った。

「僕もね、その通りだって思う」

「なら、一緒に暮らすのやめてみる？」

「そ、そうじゃなくてっ……イルザ。僕と、結婚してください」

　テーブルを挟み、紫水晶の瞳が、真っ直ぐイルザを見つめてくる。

　今日の夕飯は野菜たっぷりのポトフである。イルザはスプーンで大きめのじゃがいもを掬ったばかりだった。

　そっとじゃがいもを皿の中に戻し、アーベルを見返した。

「流石にまだ……早いと思うけど」

　アーベルがカリーナと離縁して一年も経っていない。

「……陛下が病気で、ハンネスが近いうちに即位するらしい。それを機に僕の謹慎も解かれるだろうから……君を妻にして、王都に戻りたい」

　イルザは押し黙る。

　イルザの立場をはっきりさせたい、というのはアーベルなりの誠意なのだろう。

　しかし、アーベルと再婚し王都に戻り、どんな噂をされるか……想像しただけで面倒くさかった。

「夜会やお茶会には行かなくていいし、屋敷にずっと居てくれれば、僕が必ず守るよ」

「それは、ちょっと……お飾りの、役立たずの妻とは言われたくないわ」

「僕が君を閉じ込めてるってことにすればいい」

　カリーナが浮気をしたから、今度は失敗しないように監禁している。なんて噂が立ちそうだ。

「それから、これはハンネスの考えでもあるのだけれど、時期をみて、カリーナが君にしたことを公表するつもりでいるんだ。カリーナに否があると知れ渡れば、僕たちの再婚は醜聞じゃなくなる」

「……考えさせて」

　すぐに答えを出せる問題ではない。

　答えを先延ばしにすると、アーベルの瞳が翳った。

「結婚することが嫌なわけではないのよ。ただ、王都に戻れば、外出もままならなくなるし……たとえ真実を公表したところで好奇の目に晒されるのは同じことだもの」

「うん、わかってる。そうだよね、ごめん」

　アーベルは沈んだ声で言う。

　食事を再開する。

　食べながら、ノーマの畑の手伝いをした詳細を話して聞かせたが、アーベルは相槌を打つものの、上の空だった。







　一緒に夕飯の片付けをしていたイルザは、長い溜め息のあと、アーベルの方を向いた。

「ねえ……考えさせてって言っただけよ。そこまで落ち込まないで」

　機嫌よくベタベタしてくるのも鬱陶しいが、暗い顔でうじうじされるのも鬱陶しい。

「落ち込んではいないよ……ただ……」

「ただ？」

「やっぱり、大変なのかなって……再婚すること……君には重荷なのかなって。どんなに僕が守ろうとしたって、好奇な目を潰して回るわけにはいかないし、お喋りな口をひとりずつ切り裂いていくのも難しいし」

「……そうね」

　いくら愛があっても、イルザは殺人鬼の妻にはなりたくない。

「くだらない奴らのせいで君が傷つくのは許せない」

「傷ついたりしないわ。……面倒くさいだけよ」

「きっと君は……僕じゃないほうが、幸せになれるのかなって」

　紫水晶の瞳が揺れ、ぽろりと雫が頬に伝った。

「またそこから始めるの？　復縁するって決めたから一緒に暮らしているのに」

　指で涙を拭ってやる。

「さっきね、少し驚いたの」

　イルザは夕飯のときの求婚を思い出し、微笑んだ。

「最初のときみたいに、もっと特別な場所や言葉で求婚してくるって思ったのに、食べてるときに普通に言ってくるのだもの。もしかして、おじいさんに説教された流れで、つい口にしたの？」

「違うよ。ここずっと、いつ言おうか迷ってて。それに、昼間、ハンネスの部下から陛下の退位が決まった話を聞いて……おじいさんに説教されたし、嬉しそうにじゃがいもを頬張るイルザが可愛かったし……もっときちんとした場所で求婚した方が良かった？　なら、やり直すよ」

　イルザは首を振った。

　そして――。

「好きよ。死がわたしたちを別つことがあったとしても、それまでは一緒に、二人で仲良く暮らしましょう。どうか、わたしと結婚してください」

　彼の瞳を見つめて告げる。

　昼間、目を細めて愛おしげに夫の姿を見つめていたノーマの姿を思い出した。

　そして、うん、ああ、と素っ気無い返答をしながらも、温かで穏やかな眼差しを妻に向けていた、彼女の夫の姿を思い出す。

　二人の関係は二人にしかわからないし、いろいろと大変なことだってあるのだろうけれど、想い合う夫婦を見て、少し羨ましくなった。

　正直いうと、アーベルと結婚したときは、喜びもしなかったし、嬉しくもなかった。

　婚約の先に結婚があって、受け入れただけだった。

　けれど、今は。いろいろなことを経験してきた今は、再婚して夫婦になって、家族になりたいと、強く思っている。

　相手は目の前の男でよい。

　鬱陶しくて欠点もたくさんあるけれど、そういうところも、まあ、好きなのだから仕方がないのだ。

「返事は？　してくれないの？」

　驚いて固まっているアーベルの耳を引っ張って訊ねると、アーベルはううう、と唸った。

「します。結婚します。好きです。愛してます。イルザだけです。ずっと一緒にいます」

　早口で言って、ぎゅっとイルザを抱きしめてきた。

「すぐにじゃないわよ。落ち着いてからね」

　感極まっているアーベルに一応、言っておく。

「うん、わかってる……今度こそ、ちゃんと守るから。誰にも君を傷つけさせたりしないから」

「守ろうとして殺人鬼になられても困るから、ほどほどでいいわよ……それから結婚はしたとしても、王都に帰るかは別の話よ」

「うん。王都が嫌なら、一生ここで暮らそう」

　イルザはともかく、アーベルがここで暮らすのは難しいだろう。

　ハンネスが王位に就くなら支えねばならないだろうし、公爵家の一人息子だ。家を放置し続けるわけにもいかない。

　これからのことを考えると少し不安にもなるが、今は抱きしめてくる腕が心地よいので、不確かな未来のことは考えないことにする。

「イルザ」

　アーベルの胸に顔を埋めていると、アーベルの指が耳朶を弄り始める。

　くすぐったくて、顔を上げると、アーベルの綺麗な顔が近づいてきた。

　イルザは目を閉じて、唇を受け止める。

　触れ合うだけの優しい口づけのあと、誘うようにアーベルの舌先が唇の合間を舐めた。

　背筋から込み上げてくる、ぞくりとした感覚に震えながら、イルザは唇を開けた。

「ん……」

　ぬるぬると、互いの舌先を舐めあうのは親密で、官能的だ。

　唾液を交換するような行為など、他の人とはできない。想像しただけで気持ちが悪い。

　アーベルだから、もっとして欲しいと思うし、してあげたいと思う。

　舌を吸ったり舐めたりだけではなく、もっと他のいろいろなことも。

　ちゅ、と小さく水音を立て、唇が離れた。

　アーベルのかたちのよい唇が、どちらのものかわからない唾液で濡れているのが、いやらしく見える。

　イルザの唇も濡れていたのだろう。アーベルの親指が拭う。

　続きを期待しているのか、アーベルの紫色の瞳は熱く潤んでいた。

　イルザはそっと彼の腕に指を絡め、寝室へと誘った。 










「前より、少し逞しくなったんじゃない？」

　骨が浮き、痩せ細っていたアーベルの体は、五カ月間で、肉だけでなく程好く筋肉が付いていた。

　イルザに付き合って田舎道を散歩もしていたし、至れり尽くせりだった公爵家での生活とは違い、普段の生活で体を動かす機会が増えたからであろう。

「イルザは」

「太ったとかなら言わなくていいから」

　余計なことを口にする前に制止する。

　動いているはずなのに、痩せないのはなぜなのか。食べ物が美味しいせいだ。

　アーベルもイルザ以上に食べてはいるが、太る気配すらない。運動量だけでなく、そもそもの体質が違うのだろう。

　太ったアーベルの姿は想像でできない。けれど年齢を重ねれば、おそろしく整ったこの容貌も皺が刻まれ、たるんで、頭髪も薄くなるはずだ。

　唯一の美点ともいえる『美貌』がなくなっても、嫌いになりはしないだろうし、むしろそういう姿も見てみたいと思うのだから、不思議である。

　脱毛していた部分が目立たなくなった銀色の髪を撫でると、アーベルが心地良さそうに瞳を閉じた。

　艶やかな髪の感触を愉しんだあと、鎖骨を辿り、硬い胸を掌で撫で下ろした。

　掌にぽつ、としたものが触れる。

　小さな突起を指で押し込むようにすると、アーベルがびくりと震えた。

　アーベルの乳首は、薄紅色で、自分のものよりも小さくて愛らしく見える。

（アーベルもここを触られたら、気持ちがよいのかしら……）

　アーベルに胸の尖りを指で弄られたり舐められたりすると、切ないような気持ちよさが込み上げてくる。彼も同じなのだろうか。

　試しに顔を寄せて、小さなそれを舌で舐めてみた。

「……ふっ」

「……気持ちいいの？」

「気持ちがいいっていうか……くすぐったい……ふっ、ダメだって……」

　舌先で転がすようにしていると、ふはっ、と腹筋を震わせるようにして、アーベルが息を漏らす。

　感じているときのような甘さはなく、笑いを堪えているような吐息だった。

「嬉しいけど、無理。イルザ、くすぐったくて、我慢できない」

　アーベルはそう言うと、イルザの体を抱き寄せるようにして、組み伏せた。

　そして先ほどイルザがしたように、髪を撫で、鎖骨から胸へと、掌で撫でていく。

　すでに硬くなっていた胸の尖りを突かれた。

「んっ」

「気持ちいいの？」

　イルザと全く同じ言葉で訊ねられて、イルザはぺしっと、頭を叩いた。

　ごめん、と笑い混じりに言いながら、アーベルが尖りを口に含む。

「あっ、ん……」

　アーベルは柔らかな乳房を下から掌で掬い上げるようにし、中心にある尖りをねっとりと舌を動かして、舐め転がした。

　下腹部が甘く疼き、触れ合いに慣れた体が、その先の快楽を欲しがるように、甘い蜜を零す。

　舌で優しく舐められるのも気持ちがよいが、ちゅうっときつく吸い上げられるのも堪らない。

「アーベル、あっ……」

　胸を口で愛撫しながら、右手が下りていく。

　腹を撫で、蜜で湿った茂みを梳くように触れたあと、割れ目に指が添う。

　そこは、くちゅと音が鳴るほど、濡れそぼってしまっていた。

　くにくに、と指で優しく揉まれると、ぐちゅくちゅっと淫音が立つ。

　イルザは込み上げてくる悦楽に耐え切れず、膝を立てた。

　アーベルの指が動くたび、足指を丸めたり、開いたりしながら、悦びの息を漏らす。

「っ、ふっ……だめ、っ……あっ、だめっ」

「……いきそう？　いっていいよ」

「あっ、んんっ」

　割れ目の上部分にある快楽の芯を潰すように押さえられた。

　そこから広がる甘い鮮烈な刺激に、イルザの尻が震え、何度か弾むように上下した。

「……あっ……」

　達してひくひくと戦慄くそこを、宥めるみたいに優しく指がなぞる。

　少しして、胸を舐めていたアーベルの顔が下へ移動しようとした。イルザは髪を引っ張って止める。

「口は、だめ……」

「ダメなの？」

「……だめ」

　口でされるのは、指とは違う悦びがある。

　濃厚な愛撫は気持ちがよかったけれど、排泄器官まで見られ、味わわれてしまうのは、恥ずかしいし慣れない。

　それに今は、達したばかりで。そこは、まだ甘い余韻にひくついている。敏感になっている部分を口でされるのは怖くもあった。　

「……私も、指でしてあげる」

　何度か指で触ってあげたこともあったけれど、数える程度で、いつもはされてばかりだ。

　たまには、自分だけでなく彼にも気持ちよくなって欲しいと思って言うが、アーベルは首をふった。

「……だめ」

「……口で、する？」

　してくれていることのお返しではないが……アーベルも指よりも口のほうが悦いのだろうか。

　深く考えず言うと、アーベルは顔を赤くして、うぅ、と呻いた。

「イルザ、そういうこと言ったらダメ……。でちゃいそうに、なるから……」

　ちらりと下を見ると、アーベルが自身の昂ぶったそれの根元を掴んでいた。

「……まだ何もしていないわよ」

「してなくても、想像しちゃうから。……イルザがおかしなこと言うから、我慢できなくなった。……いい？」

　アーベルは眉を寄せ、苦しげな顔で言う。

「……いいわよ」

　自分から求婚したのだし、受け身じゃなく、もっといろいろ挑戦したかった。

　少し残念に思いながらも、アーベルを受け入れるため、足を開いた。

　ぬるついた場所に、熱く硬いものが触れた。

「……んっ、あ、んっ……ア、アーベル」

「……ん？」

「い、いれないの？」

　アーベルはすぐには挿入せず、イルザのそこに、硬い先端を擦り付けていた。

　ぐちゅぐちゅといやらしい音が鳴っている。

「……ここ、ぷつっとしてて……気持ちいい」

「んんっ、あぁ……」

　グリグリと敏感な突起を擦る。

　焦らされている蜜口が、涎を零し、硬いものを欲しがり、貪欲に蠢く。

「……イ、イルザ……あっ」

　彼のその先端部を咥えようと、腰が勝手に動いた。

　擦り付けるような淫靡な動きをしている自覚がないまま、欲しいものを求めて、腰が浮く。

「ごめん、いれるから……でちゃうから、そんなことしないで……」

　アーベルは焦ったように言う。

　そして、すぐに欲しかったものが入ってきた。

　大きなもので体をひらかれていく感覚に、イルザは体を震わせた。

　ぐっと押し込められ、イルザはアーベルの首に手を回す。

「んっ、あっ」
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　自分ですら触れることのできない最奥の場処に、アーベルの猛った先端が触れている。

　アーベルは息を吐くと、その奥をぐっぐっ、と。腰を僅かに前後させながら、押し付けた。

「あ、んんっ……」

　奥をゆっくりと刺激されると、蜜がじんわりと滲み出し、アーベルの先端を濡らした。

「イルザっ……」

　アーベルが苦しげに、掠れた声でイルザの名を呼んだ。

　ぎゅうぎゅうと蠕動ぜんどうする肉壁を刺激するように、徐々に彼の動きが大きくなっていく。

　揺すられるたびに快楽は深くなり、イルザは悦びに身を委ねた。







「……子ども、できるかしら」

　アーベルの情熱を体の奥で受け止めたあと。

　髪を梳かれ、優しい口づけをされ、うっとりとしていると、先ほどまでアーベルのかたちに拡げられていた場処から、漏れ出す感覚がした。

　蜜ではなく、アーベルの子種だろう。

「子ども、欲しいの？」

「まだ正式に結婚していないのにできたら困るかなって思っていたけれど……欲しいわよ」

　こればかりは、望んだところで、どうにかなるものでもないが、できたらよいな、とは思っている。

「それは……単に子どもが好きで母親になりたいから？　子どもが欲しいだけ？　それとも僕との子どもだから欲しいの？」

　早口で訊ねてくる男を鬱陶しく思いながら見返すと、察したのだろう、ごめん、とアーベルが謝る。

　冷たげな美貌がしゅんとして、情けない顔になっていた。

　おそらく自分にだけ見せているのであろう表情は、鬱陶しくもあるが……可愛くもある。

「……あなたと家族になるのだから……あなたの子どもだから欲しいのよ、旦那様」

　優しく甘く言うと、アーベルの紫の目が見開く。

「僕も、君との子どもが欲しい……奥様」

　『奥様』と呼ばれると、夫というより使用人のように感じるのだけれど。

　微妙な気持ちになりつつも、アーベルが嬉し泣きを始めたので、抱き寄せて慰める。

　しばらくして。泣き止んだアーベルが、もう一回子作りしとこう、と甘えた声で誘ってきたが、無視をして眠った。













　そのひと月後。

　病気療養を理由に、国王の退位が決まった。

　アーベルが言っていた通り、ハンネス王太子の即位が決まると、それに合わせてアーベルの謹慎も解かれた。

　イルザはハンネスから、カリーナの殺人未遂を隠匿いんとくしたことに対し、謝罪を受けた。

　カリーナのしたことを公表するという話は……迷ったが結局、断った。

　カリーナを通じて、隣国に国家機密を漏らしていたとして、ベントレー侯爵も国家機密漏洩ろうえい罪という物々しい罪に問われ、服役している。

　カリーナも身分を剥奪され、平民として離島の修道院で、生涯その島から出ることなく暮らすという。

　イルザへの罪が加わったところで、カリーナにそれ以上の罰を被せることはできないだろうし、仮に被せられたとしても、その先にあるのは死罪しかない。

　死をもっての償いを、イルザは求めていなかった。

　それに、ハンネスの治世になるというのに、王家の醜聞を広めるのは心苦しい。

　転落事故により捨てられた妻から、痴情のもつれにより殺されかけた妻になり、新たな噂でみなから同情されるのも嫌だった。

　アーベルにとっては、妻を裏切った夫から、妻のために不本意な結婚をした男になれる絶好の機会ではあったのだが。

　結局イルザは、薄情な夫から捨てられたものの、土下座して復縁を願われたので、広い心をもって許してやった女性として、アーベルの妻になり、公爵夫人となった。――なったのだが、やはりイルザは、王都に帰るのがどうしても、嫌だった。

　公爵夫人になったのだから、その役目をしなくてはならないのも理解している。

　王都には実家もあるし、義母や義父にも会いたい。

　しかし……田舎のまったりとした生活はイルザの性分に合っていて、社交界に戻ることが億劫だった。

　それに、決して嫌いになったわけではない。ちゃんと愛してもいるのだが、時折、無性にアーベルからの愛が重苦しく感じることもある。離れて暮らし、時々会うほうが、新鮮で愛おしく思えて、優しくできるのでは、とつい思ってしまう。

　アーベルだけが普通の人と違いおかしいのだと、そう思っていたのだけれど。もしかしたらイルザの方も普通より淡白で薄情で、普通とは違いおかしいのだろうか、と最近、思い始めていた。

　このままラトルで暮らしたいが、それを願うのは無責任な気もして、どうするか迷っていたとき、イルザの妊娠が発覚した。

　余計な声は耳に入らず、好奇の目に晒されない静かなこの場所で、心乱れることなく子どもを産んだ方がよい。

　母体のことを第一に考えるべきだ、とイルザより先に、義母がラトルで産むことを勧めた。

　そう言われてしまえば、アーベルは反対などできようはずもなかった。

　アーベルはずっと謹慎中でよい、と王都に戻ることをごねていたが、カリーナの一件で、ハンネスに借りがあり、責任も感じているらしかった。

　その心を後押しするように、

『やっぱり旦那様は働いていないと！　働く旦那様かっこいいわ。それも陛下の片腕とか、凄いわ！　子どもにも自慢しちゃう！』

　などと煽おだてると、寂しげに瞳を潤ませながらも、アーベルは単身で王都に戻った。

　王都からこの村までは、馬車で数日かかる。それでもアーベルは、ふた月に一度は会いに来た。

　イルザの方も子どもを産み、落ち着くと、旅行を兼ねて、公爵家に泊まりに行ったりもした。

　アーベルが戻ってからは、暇になったのだろう義母が、頻繁に遊びに来てくれるようになった。

　アーベルの妻だというのに、公爵夫人の役目を放棄していることを謝ると、今までアーベルが好き勝手してきたんだから、今度はあなたが好き勝手すればよいのよ、と当たり前のことのように言われた。

　落ち着いたら王都に帰る。そうアーベルに言って聞かせていたし、自分でもいつかはそうしようと、思っていた。

　けれど、いつの間にか。

　あっと言う間に。

　心地よい毎日を過ごすうちに、年月は過ぎていった――。









■終章




「父上、お久しぶりです」

　三カ月ぶりに会う息子は、以前に会ったときよりも背が伸び、顔つきが大人びたように見えた。

　十二歳になる息子は、茶色がかった紫の瞳に、焦げ茶色の髪をしている。

　アーベルは息子の穏やかな顔に、愛しい人の面影を見て、恋しくなった。

　イルザとも三カ月、会っていない。

　息子は今年の春から王立学校に通うため、生まれ育った田舎村から引越してきた。

　今日からは、王都の公爵家でともに暮らす。

　もしかしたらイルザも息子恋しさに、一緒に来てくれるかもしれないと期待をしていたのだが、息子の方が母離れしたかったらしく、単身で来ることを願ったらしい。

　役に立たない息子である。

　アーベルには息子のほかに、双子の娘たちがいた。

　こちらは二人とも黒い瞳に銀灰色の髪をしている。

　――今のところ、アーベルの子どもたちに、おかしな兆候はない。

「父上……気持ち悪いんで、そんなにじっと見つめないでください」

　おかしなところといえば、息子はイルザに似たのか、妙に達観したところがあった。

「息子を眺めて、何が悪い」

「息子を見る目じゃなく、母上を見る目になっていましたよ」

「お前を見ながら、その向こうにいる、イルザを見ているんだ」

　息子が溜め息を吐く。

　そんな仕草も彼女によく似ていて、思わず涙ぐみそうになった。

「父上……。近いうちに、こちらに来るって、母上が言っていましたよ」

　放置され気味の父を哀れに思っているのかもしれない。息子は慰めるような声音で言う。

「お前が十八歳になったら、すぐに爵位を継がせるから、そのつもりで学び、過ごしてくれ」

　アーベルは息子に、父親の威厳を見せ付けるため、偉ぶって言った。

　イルザがこちらに来れないというなら、アーベルの方が早く隠居をして田舎に引っ込むしかない。

　即位後は王宮内も騒がしかったが、今では信頼できる臣下は一通り揃った。数年後はもっと優秀な人材が集つどっているだろうし、そうなればアーベルがいなくなったところで、ハンネスは困らなくなる。

　そのために、アーベルなりに後輩の育成に力を入れていた。

「愛情深いのも素晴らしいとは思いますが、何事も、ほどほどにしないと母上に嫌われますよ」

　息子が呆れたように目を眇すがめた。

　なぜ十二歳の息子に、説教をされなければならないのか。

　一度、父親に対する礼儀を教え込まねばなるまい、と思うが聞き捨てならない言葉がまじっていて、そちらの方が威厳や礼儀より、アーベルにとっては重要だった。

「……嫌われる？　なぜだ？」

「先日、母上の誕生日に母上の好きな王都で人気のパンやお菓子を大量に届けたでしょう？　特にパンは賞味期限が短いですし、食べきれないって怒っていました」

「誕生日に何が欲しいか訊いたら、イルザが宝石や花ではなく、パンと菓子がよいと言っていたんだ」

「だから、ほどほどにってことです」

　イルザへの愛をほどほどにしろなど、アーベルにとっては死を命じられているのと同意である。

　けれど彼女が迷惑がっているなら、嫌われないために、ほどほどにしなくてはならない。いや、ほどほどにはならなくとも、ほどほどなフリをしなければならない。

「イルザは……その、本当に、怒って、嫌うような感じだったのか？　私と暮らすのを、本当は嫌がっているのか？」

　社交界の付き合いが嫌だからではなく、単に自分が嫌なだけで。

　一緒に暮らしてくれないのは、それが原因なのだろうか。

　途端に不安になってきたアーベルは、十二歳の息子に相談をする。

「まあ面倒臭いとは、思ってる感じですけど、父上のこと嫌いというわけではないと思います。この前、母上に、父上と結婚して幸せですか、って訊ねたんです。ずっと別居中だし、母上的にはどうなのかなって。そうしたら、母上、それなりに幸せよ、って言っていましたよ」

「……本当に？」

「ええ……その後、たぶん、って……父上？　聞いてます？」

「今すぐ、ラトルへ行く！」

「は？」

　早く、イルザに会いたい。

　幸せになれたなら、そのときは褒めてくれると約束していた。

　きっといつものように。少し呆れたような顔をしながら。

　頑張ったわね、と微笑んで、アーベルの髪を撫でてくれるだろう。










　――数日前。

　双子の娘たちを寝かしつけたあと、イルザは三日後、王都へと単身で引越す息子の荷造りを手伝っていた。

　手伝ったといっても、十二歳になる息子は、年齢よりもしっかりしていて、特にすることはない。

　あれを持った？　これを持った？　と、確認作業を続けるだけで、大して役に立っていない。

「……近いうちに、あなたが元気にしてるか確認しにも行くわ。うまくやっていけそう？」

「父上とですか？」

「学校と都会での生活のことよ」

　息子の顔立ちはイルザ似だった。双眸はアーベルのような鮮やかな紫水晶ではなく、紫に茶色が混じっている。しかし、夫と同じくらい、綺麗な色合いをしていた。

　イルザは結局、あれから王都には戻らず、ラトルの村で暮らしていた。

　アーベルに可哀相なことをしてる、と思いつつも、たまに会うくらいがちょうど良い関係なのかな、と思ったりもしていた。

　しかし――。

　子どもたちはずっとラトルにいて、父と子を離れ離れにしてしまったことの重大さに、今更ながら気づいてしまっていた。

　息子はアーベルに対し、冷たいように感じる。

　他人行儀になってしまっているなら、それはイルザのせいだ。

　そして、子どもたちの成長を傍で見ることができる喜びを、アーベルから奪ってしまっているのもイルザだった。

　居心地が良くてここにいるけれど、息子も王都に行くのだし、戻らねばならないような気もしていた。娘たちも兄と離れるのを寂しがっているし、イルザも寂しい。

　息子は母離れしたくて仕方がないようだけれど。

　あれから十数年が経っているので、今更戻ったところで、ひどい噂は立ちはしないだろう。

　それにハンネスが国王になってからは、夜会などの華やかな貴族たちの集まりは減っていると耳にもしていた。

「母上、質問してもいいですか？」

　思いをめぐらせているイルザの顔を覗き込むようにして、息子が問い掛けてくる。

「なあに？」

「母上は父上と一緒にいたくないから、別居しているのですか？」

　息子の質問は、イルザを落ち込ませ、後悔させた。

「それは違うわ。事情があって離れて暮らしているだけよ。お父さまと一緒にいるのが嫌なわけではないわ」

「本当に？」

　疑いの視線を向けられ、イルザはひと月以内に、王都に戻ることを決意する。

「本当よ」

「なら……母上は幸せですか？」

　答えは決まっている。

　幸せだ、と即答しかけて、今までにあった様々なことが脳裏を駆け巡った。

　杖なしで歩けるようにはなったけれど、冬の寒い日には痛むし、長い距離歩くと、引きずってしまう。

　手での細かい作業は、相変わらず時間が掛かる。

　初めてアーベルに会ってからずっと、彼に振り回されている。

　最近は自分の方が振り回している気もしないでもないけれど。

（反省も込めて、ちょっと労わってあげよう）

「母上？」

　黙って思い悩み始めたイルザに、息子が首を傾げた。

　いろいろ大変なこともあったけれど、愛する子どもたちがいて、鬱陶しいところもあるけれどイルザのことを何より一番に想ってくれる夫がいる。

　思い悩むこともたくさん、あるけれど――。

　それなりに、幸せだった。

　たぶん、きっと、これからも、それなりに幸せなのだろう、とイルザは思った。









■番外編１　カリーナ




　空は灰色の分厚い雲に覆われていた。

　王都より北。漁港から船で半日かけ辿り着ける離島。

　陰気な灰色の壁の修道院でカリーナが暮らし始め、四年の年月が経とうとしていた。

　冬を迎えるのも四度目になる。

　この雲の様子だと、じきに雪が降り始めるだろう。

　この修道院には数人の門衛以外は、女しかいないので、女たちの手で雪かきをせねばならない。

　なので、ただでさえ陰鬱な顔をした女たちは、冬になるとさらに暗さを増した。

　ここに送られて来る女たちは、貴族出身の者ばかりだった。

　家が没落し行く場所のなくなった者。愛人に妻の座を奪われた者。何らかの理由で両親から疎まれた者。カリーナのように罪を犯した者もいた。

　理由は様々だったが、みな帰る場処を失った者たちだった。

　女たちは日の出とともに起き、日が暮れると眠る、規則正しい生活を送っている。

　日替わりの当番制になっており、日中は日によって食事を作ったり、清掃をしたり、洗濯をしたりした。当番から外れた日は、機はたを織り過ごす。

　カリーナはここに来て初めての体験をいくつもした。

　王族であることなど意味はなく、ここでのカリーナはひとりの修道女でしかなかった。

「あなたに客人ですよ」

　呼び止められ、掃き掃除をしていたカリーナは箒ほうきを持つ手を止める。

　振り返ると、院長の背後に、ここにいてはならない者がいた。







「久しいな」

　客室で二人きりになるなり、ハンネスが口を開いた。

　兄は今、父を玉座から退かせ、王になっているはずである。

　平民のような古めかしいコートを着ているが、あまり似合っていなかった。

「こんなところにお越しになるなんて。お父様がお亡くなりにでもなったの？」

「父上が亡くなったとしても、お前は参列はできない」

　はっきりと言われ、カリーナは薄く笑った。

　カリーナは国家機密を隣国に漏らした重罪人だ。どのような理由があれど、この修道院を出ることは許されない。

　そのことに関しては無実であったが、他のことで死罪を受けても当然の行いをしているので、兄に対して恨みのようなものは全く抱いていなかった。

　しかし……父親に対するカリーナの想いは複雑だった。

　父として愛してはくれたのだろうと思う。けれど最愛の人を失う切っ掛けを作ったのは父だ。

　愛されない娘を不ふ憫びんに思った親心か、それとも国益を考えた王としての判断だったのか……。

　どちらにしても、決めたのはカリーナ自身で、父を恨むのはお門違いだ。

　――けれど、もしもあの誘いがなければ。

　そう思ってしまう、未練がましい心をカリーナは消せずにいる。

「なら、どうして、こちらに？」

　まさか妹の落ちぶれた姿を見に来たわけではないだろう。

　兄は実直な男だ。そんな酔狂な趣味はない。

　そして、実直で厳しい兄のことだ。罪を犯した妹の行く末を哀れんだりはしないだろう。

　兄はカリーナの問いには答えず、コートのポケットに手を突っ込んだ。

　そうして、取り出したものをテーブルに置いた。

　紫水晶のブローチだった。

「いらないなら、売ってお金にすればいいと言ったのに」

　捕まる前、カリーナ付きだった公爵家のメイドに委ねたブローチだ。

　彼女は善良なメイドであった。受け取ったままにするとは思っていなかったが、ハンネスに渡すとは。

　アーベルに渡してくれていたなら、その場でゴミとして処理しただろうに。

「どれほど願おうとも、過去の罪は消すことなどできない」

　亡き夫からの贈り物を捨てることが、罪を忘れることだと思ったのだろうか。

　ハンネスが毅き然ぜんとした態度で言った。

「誤解よ、お兄様。修道院に入るのにそんな高価なものを持ってはいけないでしょう？　お兄様たちに回収されるなら、お世話になったメイドにあげたくなっただけ。でも、こうしてお兄様の手に渡ったのだから同じことね」

「これは、お前が持っていろ」

「修道院では宝石の類は厳禁なの」

「形見なら許される。院長には許可を取ってある」

　かたみ、とカリーナは小さな声で呟いた。

「……お前の罪を赦すわけにはいかない。だが……時折、私はお前に、何かしてやれたのではないかと、そう思うことがある」

「お兄様のそういうところは優しさなのかしら。私には傲慢に思えるわ」

「カリーナ」

「お兄様にできたことなんて、何もないのよ。それに……王家の血のせいでもない。アーベルと私が違うのがその証拠でしょう？」

　同じ血を持つアーベルも、カリーナのようになるはずであった。けれど、違った。

「だが、もしお前が」

「やめて」

　カリーナはハンネスの言葉を遮る。

　その先に続くだろう言葉を聞きたくはなかった。

「これを渡しに来たのでしょう？　受け取るわ。それより、お兄様、早く帰ったほうがいいわよ。船を待たせてあるのでしょう。雪が降ったら、帰れなくなるわ」

　真っ直ぐ目を見て言うと、ハンネスは渋々といった風であったが帰ることにしたようだ。

　帰る間際、ハンネスは足を止め、振り返った。

「アーベルたちも……イルザ嬢も元気でやっている。子どもも産まれた」

　それを聞かされて、良かった、とでも言うと思ったのだろうか。

　涙を流し懺ざん悔げするとでも思ったのか。

　ぼんやりと見返していると、兄はカリーナのすみれ色の瞳から視線を外し俯いた。

　お前が心穏やかに暮らせることを祈っている、と。

　兄はそう言い残して去っていった。







　ハンネスと別れたカリーナは礼拝堂へ向かった。

　今日は午後から、ここの清掃当番になっていた。

　礼拝堂といっても、一人で掃除できる程度の広さしかなく、神を模した像と木製の古いベンチがあるだけの、簡素な部屋だった。

　カリーナは箒で床を掃いた後、水みず桶おけに雑巾を浸し、水を切ったそれでベンチを拭いていった。

　水がこれほど冷たいということも。冬の水に手を浸すと、手の感覚がなくなることも。爪が割れ、肌がヒビ割れたようになることも。掃除をしなければ、埃ほこりがたまることすら、ここに来て初めて知った。

　ハンネスに言われたからだろうか。

　自分とよく似た外見の男のことを思い出した。

　彼ならば、自分と同じ彼ならば、カリーナの心を理解し、寄り添ってくれるかもしれないと期待したが――そうはならなかった。

　二年弱の結婚生活の中で、彼を苦しめていたのはカリーナではなく、イルザが傍にいないことであった。

　最期にアーベルと会ったときも。

　アーベルは恨み言のひとつもなかった。彼の心を占めているのは最期までイルザだけだった。

　イルザはどうだろう。彼女の心の中に今も、カリーナはいるだろうか。恨み、憎んでいるだろうか。

　あのお人よしそうな、けれど達観していそうな女のことだ。憎み続けるよりも、カリーナのことを心から追い出し、過去にしてしまっていそうだ。

『だが、もしお前が』

　先ほど、兄が口にした言葉を思い出す。その先に続くはずだった言葉について考える。

　もし、愛した人がイルザのような人なら。あの人ではなかったとしたら。カリーナはアーベルのようになれたのだろうか。

　愛する人を束縛するのではなく、幸せを願うことができたのだろうか。

　父親の跡を継いだばかりの、辺境伯だった男のことを想う。

　穏やかで優しい紺色の目をした男に、カリーナは恋をした。

　彼にとって年端もいかないカリーナは、政略結婚で得た妻というより、国のために辺境に嫁がされた哀れな少女。年の離れた妹のようなものだった。

　彼はよく、親しみを込めて『私のお姫様』とカリーナのことを呼んでいた。

　愛情がなかったわけではない。愛情は、あったのだ。……ただ、それが妻に対するものではなかった。それだけで。

　夫にずっと以前から恋人がいるとは知っていた。しかしその恋人との間に子どもまでいるとは知らなかった。

　カリーナは彼を責めた。子どもを引き取り、恋人とは別れて欲しい、と。拒むなら、父に相談せねばならない、と脅した。

　妹のように思っていたカリーナが『女』を見せたことに、彼は戸惑っていた。そして、時が経つにつれ、戸惑いは嫌悪感へと変わっていった。

　夫婦の関係は日に日に危ういものになり、それを目にした彼の恋人は、罪の意識でも芽生えたのだろうか。夫の前から姿を消した。

　けれどその行為は、夫婦に決して修復できぬ傷をつくっただけだった。

　彼女が消えたのは、カリーナのせいだ、と夫は思い込んだ。父に頼み、恋人を息子ごと消したのだと。

　カリーナがいくら違うと言っても、信じてくれなかった。

　それどころか、愛するあなたの子どもを私が殺すわけないでしょう、とカリーナが必死に弁明すればするほど、夫の心は離れていき――最後には怯えるようになった。

　嫌われるどころか、怖がられ……そうして、カリーナの愛は歪んでいった。

　どうすれば良かったのだろう。

　どうすれば、イルザがアーベルを信じていたように、彼に信じてもらうことができたのだろう。

　いくら考えてもわからなくて、答えは出なかった。

　自分と同じでなければならないアーベルが、イルザの信頼を勝ち取っていることが許せなかった。

　イルザを失い疲弊していくアーベルを見るのは愉しかった。

　けれどある日。

　愛する人に最期のときまで愛されていた女に会った。あの人の子どもに会った。

　別の男と家庭を持ち、不幸ではないと言った女の姿に、すべてのことが空しくなった。

　カリーナが欲しくて欲しくて堪らなかったものも、女にとっては捨て去れるものだったのだと。それに気づくと、彼女に嫉妬していた自分が、彼女を愛していたあの人のことさえも、ひどく愚かしく思えた。

　愛しい人の面影を持つ子どもの姿には――。憎しみも悲しみもなく、ただ懐かしさだけを感じた。

　ひと通りの掃除を終えたカリーナは、ポケットの中から紫水晶のブローチを取り出した。

　このブローチは愛しい人が初めてくれた贈り物だった。

　アーベルに八つ当たりをしたことも。

　イルザを巻き込んだことも。

　彼の殺害に手を貸してしまったことも。　

　後悔はしていないが、間違っていたということを今は知っている。

　けれど、彼を愛したことだけは間違っていたのか、まだわからないでいるし、そもそも彼以外愛せなかったのだから、間違っていたってどうしようもない気もしていた。

　赤く、ひび割れた指で、ブローチを握り込む。

　きっとこの先も、わからないまま生きて、死んでいくのだろう。

　窓に目をやると、雪がちらちらと降り始めていた。

　兄は平気だろうか。雪で迷ったりはしないだろうか――。

　兄が罪人である妹の心の平穏を祈ったように、カリーナも兄の治世が平穏であることを願う。

　どれほどの罪人であろうとも、祈ることは赦されていた。

　ハンネスが無事に王都につけるよう、カリーナは祈った。









■番外編２　縁




「イルザ……」

　アーベルと再会して、二週間が過ぎた頃。

　イルザは実家宛てに、アーベルと復縁することにした、との手紙を書いた。

　公爵家経由で一緒に暮らしていることはすでに知っている可能性が高かったが、心配を掛けていただろうし、自分の気持ちを伝えたかった。

　そして……手紙を出しに、辻馬車でロイマー街の大通りにある国営の配達屋へ行った帰り、イルザは偶然、ダリルと出くわした。

　同行していたアーベルには大通りの商店での買い出しを任せてある。最初は別行動を嫌がっていたアーベルだったが、疲れるからひとりでお願い、と頼むと即座に了承した。

　ダリルとは、あの修羅場以来の再会になるが、伯父からリンダと彼の婚約は解消されていないと聞かされていた。

　ダリルは二週間前とさほど変わりはない。……屈託のない態度は消え、後ろめたそうに視線を外されてはいたが。

　イルザはどうしようか迷う。

　ごめんなさい、と謝るのもおかしい気がしたし、元気そうね、というのも嫌みに聞こえそうだ。

　今までの人生の中で、告白をされたのは、アーベルを除けば彼だけだ。純粋な好意というよりも、同情の方が大きかった気もするが、それでも好意を向けてくれたことは嬉しいとも思う。

　けれど彼の想いに応えることはできなかった。こういうとき、どのような態度を取ればよいのかイルザはさっぱりわからない。

「あの男と、暮らしてるって訊いたけど？」

　どうしようか困っていると、ダリルの方が先に口を開いた。

「ええ。……夫と復縁すること、もっと早くに話さなくちゃならなかったって、反省してる。ごめんなさい」

　離縁の経緯を説明するわけにはいかないし、アーベルと復縁することも決まってはいなかった。けれど穏便に済ませるため、適当な嘘をついて謝罪した。

「大丈夫なのか？　どんな理由があるにしろ、君を捨てたのは事実じゃないか……君は、愛しているから、どうでもいいとか言っていたけれど、一度捨てられたんだ。また捨てるかもしれない。君が騙されていそうで……俺、心配だ」

　アーベルがここにいなくて良かった。いや、いないからこういう話題になっているのかもしれないが。

　ダリルの心配はもっともだった。イルザだって噂だけの情報量なら同じことを思った。

「あのときは、リンダもいたし……修羅場のようになっていたから。きちんと説明ができなかったのだけれど、あの離婚はわたしも了承済みというか、納得してのことだったの。詳しく話すことはできないのだけれど、夫だけが、彼だけが悪いわけではないの」

「……本当に？」

　疑いの眼差しを向けられ、イルザは肩を竦めて微笑んだ。

「本当よ。……彼とは幼い頃から婚約していて、悪いところはたくさん知っているわ。外見が霞んでしまうくらい。それでもまあ、くされ縁っていうのかしら。一緒にいるのが自然っていうか、今はいないと落ち着かないの」

　執着するような激しい熱量のものではない。生活の一部のような感覚だけれど、これも『愛』の一種だと思う。

「……悪いところをたくさん知ってるのに、結婚なんてできるのか？」

　ダリルは気難しい顔をしていた。リンダのことを考えているのかもしれない。

「人それぞれだとは思うけれど……」

　イルザは曖昧に答える。

　悪いところがどれだけ多いかにもよるし、欠点を受け入れられるかどうかも、二人の関係性次第なところもある。

　正直なところ、それほどリンダが嫌ならば婚約を解消してしまえばよいのに、と思うが、家同士の関係か、ダリル自身の打算か。何らかの理由があるのだろう。もしかしたら、情だってあるのかもしれない。

　二人の関係は二人にしかわからない。結婚という重大な問題に、イルザは口を挟んだり助言したりするつもりはなかった。

　なのに――。

「できるさ。あの少女は君に一途に惚れているみたいじゃないか。多少の欠点など、愛される喜びに比べたら些細なものだ」

　背後から聞き慣れた声がした。

　荷物を両手に提げた男が朗らかに笑いながら、歩み寄ってくる。

「……アーベル」

　イルザは彼を睨んだが、気づいているのか無視しているのかわからないが、こちらを見ようともしない。

「……好かれているのは知ってる。けど……すぐに怒るし、我儘だし」

　ダリルはアーベルを見て一瞬、驚いた顔をしたが、苦虫を噛み潰したような表情でリンダの不満を口にする。

「まだ少女だろう。年齢を重ねるうちに変わっていくさ。何なら、君好みの女性に育ててしまえばいい」

「ちょっと、アーベル」

　重大な問題だというのに、適当に答えすぎだ。

「……俺にできるかな」

「できるとも」

　ダリルもこんな誠意のかけらもない男の言葉に惑わされないで欲しい。

「アーベル！　他人事だと思っていいかげんなこと言わないで！」

　アーベルの腕を引っ張り、イルザは叱る。

「いいかげんじゃない。彼らのために助言をしてるんだ」

「ダリルのこともリンダのことも知らないくせに」

「知らないけど、わかるよ。彼らは結婚すべきだ」

「結婚は当人の問題でしょ。他人が口出すことじゃないわ」

「……どうしてそんなに結婚に反対するの？　もしかして」

「くだらない嫉妬はやめて」

「くだらないって……」

「ふっ、あははは」

　言い合っていると、ダリルがふいに笑い始めた。

「イルザってそうやって怒ったりするんだな」

　ダリルが愉快げにイルザを見ていた。

　猫を被っていたわけではないのだが、ダリルの前で口を荒らげたことはなかった。そもそも、イルザが口を荒くするのはアーベルに対してがほとんどだ。

　よく考えてみたら大通りで喧嘩など、恥ずかしい真似をしてしまった。人通りがなかったのが幸いである。

「イルザを怒らせることができるのは僕だけだ」

　なぜか自信満々に宣言するアーベルに乾いた視線を向けると、ダリルがまた声を立てて笑う。

「俺……イルザのこと何も知らなかったんだな」

　ひとしきり笑ったあと、ダリルはしみじみと言った。

「ダリル。婚約や結婚はあなただけで決めるものではないでしょう？　きちんとリンダと向き合って、答えを出さないと」

　アーベルが余計なことを言い出しそうだったので、畳み掛けるようにイルザなりの助言をした。

「そうだな……うん。君の言う通りだ。一度きちんと、お互いに冷静になって話し合ってみる」

　できるかどうかはわからないけど、と言って苦笑する。

「きっと上手くいくから結婚すればいい」

「アーベル！」

　まだしつこく言い続けるアーベルを叱る。

　ダリルはそんなイルザを見て目を細めていた。







「二人が結婚しようがしまいが、わたしたちには関係ないのに」

「そうだけど」

　ダリルと別れ、荷物を提げてラトルの屋敷に戻る。

　アーベルが荷物を下ろすのを待ち、イルザは、眉を上げてアーベルを睨んだ。

「でも、もしもってことが……ごめん」

　言いかけたが、イルザの眼差しの厳しさに気づき口を噤むと、しゅんとうな垂れた。

「イルザが彼のこと好きなら、いつでも身を引く覚悟はあるよ。でも、そうならないといいな、っていう気持ちは消せないし」

　言い訳のようなことを口にする。

　イルザの気持ちを信用していないのだろうか。いや、気持ちを知っていても、不安になるのだろう。

「わたしに対してなら不安を口にしたっていいけれど、他の人を巻き込むのはやめないと」

「……イルザにならいいの？」

「え？　……まあ」

「イルザは心が揺れたりしなかった？　ダリルのこといいなって思ったりした？　従姉妹がいなかったら、どうだったの？　僕が君の前に現れなかったら？　彼の愛情に絆されたの？　結婚したらどうなってたんだろうって想像したことはないの？」

　鬱陶しい。鬱陶しくなってくる。イルザは溜め息を吐いた。

「その溜め息は、どういう意味の溜め息なの？　彼をふったことを後悔してるの？　やっぱり心変わりしてしまったの？　それなら早く言って。頑張って君たちを祝福するから」

　徐々に涙声になっていく。

『多少の欠点など、愛される喜びに比べたら些細なものだ』

　先ほど、アーベルがダリルに言い放った言葉を思い出す。

　一番の欠点は『愛情過多』なのだが、いつしかこの暑苦しい愛情を受け入れ喜ぶ日が来るのだろうか。それともアーベルの愛情が落ち着き、ほどほどになる日が来たりするのだろうか。

　何となくだけれど、どちらの日も来ない気がした。

　そして、腹が立ったり、鬱陶しくなったりするが、アーベルとの縁を切ろうと思う日も来ないであろう。

「早く片付けましょう」

　なんだかもう面倒くさくて、どうでも良くなってきた。

　そんなことよりも今日買ってきたものを仕分け、片付けるほうが先である。

「不安を聞いてくれるって言ったのに。どうして誤魔化すの？」

　涙を浮かべた紫水晶の昏い双眸が、イルザを見下ろしていた。

　イルザはアーベルの首に手を回し、屈かがませるように促して、かたちの良い唇に軽く口づけをする。

「……キスで誤魔化すの？」

「嫌だった？」

「嫌なわけないよ……ずっと誤魔化されていたい」

　今度はアーベルの方から口づけてくる。ぐっと腰を抱かれて、唇の合間から舌を差し込まれそうになった。

「んっ……おしまい！　ほら、片付けないと」

　アーベルの体を押し、不満げに歪めた唇を指で触れる。

　これからも一緒に暮らしていくのだ。イルザ自身が過ごしやすいように、アーベルを上手く管理していかなければならない。『飴あめと鞭むち』である。

「続きは、夜ね」

　と、イルザが声を少し落とし言うと、アーベルは頬を赤くした。







　それからしばらくして、イルザは祖母から、リンダがダリルとの婚約を解消したと聞かされた。

　縁を切った、とういうわけではなく、一度白紙に戻したうえでお互いに歩み寄る道を選んだらしい。

　ダリルの家は子爵家の援助を求めているわけではないし、子爵家の方も婿はダリルでなくとも良かったらしい。互いの家にとって得はあったが、どうしても結ばねばならない縁でもなかった。

　伯母の機嫌は悪かったというが、婚約解消は比較的問題なく行われたらしい。




　季節が変わったある日。

　大通りで連れ立って歩くリンダとダリルの姿を見かけた。

　喧嘩でもしたのか、怒って走り出したリンダを、呆れた顔をしてダリルが追いかけていた。

　そしてまた季節が変わり。

　観劇に行ったイルザは、並んで座る二人を目撃した。二人に気づかれると面倒だったので、イルザは見つからないよう、すみっこで観た。

　そして幾度も季節が変わり、祖父母を訪ねたイルザは、ぴしりとした正装姿で子爵家の門をくぐるダリルの後ろ姿を見た。

　最近のリンダはイルザに会うと、挨拶をするようになった。癇癪を起すこともなく、年相応の令嬢になってきたとメイドたちも言っていた。

　そう遠くないうちに、ダリルと縁戚になるのだろう。

　新たな『縁』に、イルザは顔をほころばせた。





あとがき




　はじめまして。イチニと申します。

　この度は、拙作をお読みいただき、ありがとうございます。




　こちらは、ウェブ小説サイトに投稿していたものを改稿し、新エピソードを加えたものになります。

　ウェブ版では投稿形式の事情などから、アーベル視点を最小限にとどめていたのですが、電子書籍化にあたり、アーベル視点を増量しました。

　他にも、自分的に書き足りなかった部分や、ぼやかしたままにしていたカリーナのその後、再会後のいちゃいちゃ話等、編集様からアドバイスをいただいた部分を、加筆しています。

　初めて読まれる方だけでなく、すでにウェブ版を読まれている方にも、楽しんでいただけると……願っております。




　こうして『あとがき』を書くのも初めての経験です。

　改稿のアドバイスや校正。挿絵をつけていただくのも、何もかも、すべてのことが、初めてのことでした。

　恥ずかしい自分の書き癖と向き合ったり、新たな発見があったりと、学ぶことがとても多くあり、貴重な経験ができたと思っています。




　このような機会をくださった出版社様。

　わからないだらけの私に、色々と教えてくださった編集者様。

　電子書籍出版にあたり、関わってくださった方々。

　ウェブ版を応援してくださった読者様。

　言葉では嬉しさを表現できないほど、美麗なイラストを描いてくださったウエハラ蜂はち先生。

　そして、今、このあとがきを読んでくれているあなたに、心から感謝いたします。

　

　また、いつか。どこかで、お会いできることを祈って。







イチニ






それなりに幸せです、たぶん　美しき公爵の盲目的執愛
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